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第一章　縁談勃発












「お母様……」

　知らせも送らずいきなり現れた母である王妃に、マリシュ王国第七王女シエラ・ストラトスは目を白黒させた。そして刹那に小さなしわを眉間に寄せた。

（嫌な予感しかしない。絶対、皮肉爆裂だわ）

　顔を動かさず目だけで部屋中を見回している母を眺めながら、シエラは思った。案の定。

「こんな玩具作りにばかり没頭して……正統な血筋の王女だというのに情けない。はあ」

　チラリとシエラに視線をやり、また。

「はあ」

「…………」

　こっちにまで移ってしまいそうな盛大なため息をつかれて、シエラは思いっきりブルーになった。

（毎度毎度、同じことを繰り返して。いいじゃない。趣味に没頭したって。私は自他ともに認める落ちこぼれの引きこもりなんだから）

　なんて思うが、間違って口にしてしまっては日が暮れるまで説教されるのがおちだし、臆病者の自分が母に楯突くなんてとてもできないので、唇は固く閉じたままだ。

「あなたにお話があるのよ。ちょっとおかけなさい」

　どっちがこの部屋の主かわからない物言いだが、親で王妃だから仕方がない。シエラはおとなしくソファに腰を下ろした。

（私ももう十七歳で大人なのだから、なにをしてもいいと思うのだけど。そもそも、できの悪い末っ子の私など、眼中にないくせに）

　言葉に出しては言えないことを考え、むぅ、とうつむき加減に口を尖らせる。それから上目遣いに母を見ると、素晴らしい迫力で睨んでいるので慌てて首をすくめた。

「あなたのそういう仕草を見ると、カメを思い出して情けなくなるのでおやめなさい」

　カメと言われてシエラはぎょっとなった。

　今日はすこぶる機嫌が悪いらしい。

「申し訳ございません」

　おとなしく謝ると、王妃はこほんと小さく咳払いをした。

「シエラ、よくお聞きなさい。国王陛下があなたの結婚をお決めなさいました」

「……え？」

「え、ではありません。大変ありがたいお話です。感謝をもって拝命なさい」

「……えと」

「えと、ではありません。あなたは降嫁するのです」

　鋭く注意されて、シエラはまたしても首をすくめた。

「カメの真似をするのはやめなさいと言いました。そのような姿を臣下の屋敷で見せては王家の恥となります。胸を張り、堂々となさい」

「……はい」

　機嫌が悪いのはそこか、と思った。他国の王家に嫁がせたかったのだろう。それが降嫁となり、不服なのだ。

（私のできが悪いからだわ。でも、私は他所の国なんて行きたくないし）

　うつむきそうになったけれど、またしてもこほんと咳払いをされたので、シエラは慌てて胸を張った。

「お相手はオルフォンス侯爵次男、ジュリウス・オルフォンスです」

「……はあ、ジュリウス・オルフォンス様で……え？　ええっ!?」

　王妃が目を眇めた。王女が大きな声で「えぇ!?」なんて叫ぶとは甚だはしたない。

「嘘っ」

「この母が嘘をつくとあなたは言うのですか？　それに臣下の子息に〝様〟とは何事です。敬称など不要、ジュリウスと言いなさい」

　ビシリと言葉に矢が飛んでくる。シエラは慌てて背筋を伸ばす。

「はいっ、申し訳ございませんっ。ですが、お母様、ジュリウス・オルフォンス様、じゃなく、ジュリウス・オルフォンスは美貌の貴公子で、社交界では素晴らしく人気のお方です。そんなお方が私などと結婚なんてありえません」

「シエラ」

　地響きでも起こりそうなほど低く迫力のある声で名を呼ばれ、シエラは恐怖でゴクリと生唾を飲み込んだ。

「あなたはこのマリシュ王国の王女です。我が国に存在するすべての女性の中で、八番目に高位なのです。本来なら外国の王子との縁談が妥当であって、侯爵家の子息ごときに降嫁させるなど言語道断。ですが、あなたのその性格と嗜好から、我々の目の届かぬところにやるのは不安ゆえ、陛下が苦心してこの度の縁談を決めてくださったのです。そのような己を卑下する言動はこの母が許しません。言葉を慎みなさい」

「……申し訳ございません」

　兄たちの妃のほうが立場は上なのだが、〝血筋〟のことを言っていることは承知なので、ここは言い返さず素直に謝っておく。

「とにかく、ありがたく拝命し、婚儀に向けて準備を行うように。挙式は三か月後です」

　すでに日にちまで決まっているとは！

　シエラはド迫力で宣言した母をじーーっと見つめ、やがておとなしく、

「かしこまりました」

　と、答えたのだった。






　太陽神マリを主神と崇めるマリシュ王国の第七王女として生まれたシエラ・ストラトスは、ゆるふわなストロベリーブロンドの髪に、やや緑がかった青い瞳の相応に美しい娘であったが、周囲が呆れるほどの内気な性格で、人前に出ることを極端に嫌がった。引きこもり王女であり、陰では〝変人王女〟と揶揄されている。

　趣味はクリスタルビーズでアクセサリーを作ること。刺繍も得意だ。それから編み物も。

　とにかく根気のいるようなことを、ひたすらチマチマ行うことが好きなのだ。作るのに熱心で完成した作品にはほとんど興味を示さない。気前よく人にあげてしまう。そのため、数少ない側仕えたちの間では評判がよかった。

　シエラは幼い頃、行商人が持ち込んだ外国の娯楽用品であるジグソーパズルにハマったことがあった。一人で三千やら五千やらのピース数のジグソーパズルをやっていた。それらは今もなお、王家の所有する宝物殿に飾られている。

　だが、価値が低いわりには壁を占拠するため、侍従たちが場所を取らないビーズ細工を勧めたのがきっかけで、今に至っているのである。

　とはいえ、この事情を知っている者には好評なのだが、知らない者にはすこぶる不評。

『シエラ王女殿下は自室に閉じこもって呪いの護符を作っている』

　などとヤバい噂まで立っている始末だ。

　これが理由で〝変人王女〟のレッテルを貼られてしまい、にっちもさっちもいかなくなってしまっている。

　それゆえ当然縁談も湧かず、国王は頭を悩ませ、今回の決断に至ったのだろう。

　そんな超内向的なシエラが、社交界で浮き名を流す有名な美貌の貴公子ジュリウス・オルフォンスと結婚だなんてとても信じられない話だった。

　十二人もの子どもを産んだ王妃はややぽっちゃり体型であることも相まって、超ド迫力である。ギッと睨まれては、文字通り蛇に睨まれた蛙であり、反論などできようはずもない。ここは自分を磨いて三日後の顔合わせに臨むしかない。

　はあ、と盛大なため息をついていると、コンコンと扉がノックされ、メイドたちが入ってくる。

「ありがとう」

　シエラは立ち上がり、隣の部屋に移動した。そこにはシエラ付きの侍女が二人控えている。

「浮かない顔ね。王妃様からはどんなお話を？」

　と、先に口を開いたのはカリタ・クレミア公爵令嬢だ。豪華なブロンドにアーモンドアイ、透き通るような白い肌の美女だ。

　もう一人はリリアーナ・ミュレ侯爵令嬢。ダークブラウンの髪に黒い瞳が神秘的で、こちらもカリタに負けないくらい麗しい。

　二人ともシエラより一つ年上だが、八歳の時からシエラの話し相手として奉公しているので、三人は主従関係にして親友という間柄だ。だから公の場以外では砕けた言葉遣いで会話をする。

「それが……」

　二人が、うんうん、と頷いて次を促す。

「結婚が決まったみたい」

「そう、それはよか……えええっ！」

「もうカリタったら。お約束すぎるリアクションね。あなただって婚約したのだから、シエラに縁談が持ち上がってもおかしくないわよ」

　リリアーナがさも可笑しいというように微笑みながら話をする。彼女の縁談はまだまとまっていない。

　ミュレ侯爵はいろいろと奔走しているようであったが、リリアーナは仕えている王女が納まって安心してから、と言ってけん制しているのだ。そう述べられてはシエラとしては辛いところなのだが。

「それで、シエラ、お相手はどちらの方なの？」

「……ジュリウス・オルフォンス様」

「え？」

　カリタとリリアーナは同時に固まった。

「ほ……ほんとに？」

　シエラが、うん！　と力強く頷く。

「ジュリウス様がシエラのお相手……？」

　リリアーナが茫然としたように呟くと、カリタが困ったような視線を投げかけ、それからシエラに向き直った。

「どういう経緯でジュリウス様に決まったのか聞いた？」

「お父様の命令だとしか……だけど、あんなに人気者の麗しい方が、私など、きっと不愉快よ。でもそれをお母様に言ったらものすごく叱られて」

「そりゃ叱られるわね。シエラは正統な血統の王女だから、床に額がつくくらい頭を下げて感謝しないといけないレベルだもの。万が一にも不愉快だなんて言えば、不敬罪に処されてしまうわ」

　シエラはカリタの麗しい顔を眺めてから、「はあ」と声を出してため息を落とした。

「それはそうだけど……。私はこの通り、引きこもりの小心者で、ろくに話もできない臆病者だもの。どなたもこんな私を妻になんて、嫌だと思うわ」

「その意見への返事は棚上げするけど、王女の降嫁なんて最高の名誉を与えられるのよ？　王家と外戚になれて泣いて喜ぶと思うわ。それとも、シエラ、愛してもらえないかもしれない、なんて子どものようなことを言うつもり？」

「そんなことはないけど……」

「高位貴族の結婚なんて権力の綱引き駆け引きなんだから、どこの家柄と結びつくのか、それが大事なのよ。オルフォンス侯爵家なら降嫁先としては悪くないわ。まぁ不満を抱くところも大いにあるでしょうけど。私の父とかね」

　カリタはすっきりしないシエラを叱りながらも励ます。それからチラリとさっきから黙り込んでなにも言わないリリアーナに視線をやった。とはいえ、言葉をかけることはせず、視線をシエラに戻した。メイドを呼ばずに自らティーポットの紅茶をカップに注ぎ足す。

「シエラは充分綺麗で可愛いわ。自信を持って接すればいいのよ」

「…………そんなことないわ」

「あるわよ。でも、ちょっと趣味に没頭しすぎね。他の王子王女殿下たちのように頑張らなきゃいけないと思うわよ？」

　痛いところを突かれ、シエラは「ぐう」と言って唸った。

「でも……私は表舞台って苦手だし」

　いつまでたってもはっきりしないシエラに、カリタは根気よく続ける。

「そんなにジュリウス様への気兼ねが大きいなら、『政略結婚だから仕方がありません。あなた様は私を愛する必要はないので、どなたとでもお好きな方とアバンチュールをお楽しみになって。私はそれでもかまいません、我慢しますので』って態度でいけばいいんじゃなくて？」

「ええ!?」

「そうでしょ？」

「…………」

「それが嫌ならウジウジせず、愛されるように努力するしかないわね」

　しょぼん、と肩を落とすシエラに、カリタは腕を伸ばして背をぽんぽんと叩いた。

「普通にしていれば大丈夫よ。そして趣味に割く時間を少々減らして、ジュリウス様に気に入ってもらえるよう心がけたらいいだけ。あなたが心優しい女性であることは、側仕えの私たちはみな知っているのだから」

「ありがとう」

「どういたしまして。さて、またビーズ細工を始めるの？」

　シエラは首をふるふると横に振った。

「顔合わせのために自分を磨いてきなさいと言われているので、マッサージでもしようかと」

「なら、美容係ね。呼んでくるわ。リリアーナ、私たちも準備をしましょう」

　名前を呼ばれたリリアーナだったが、じっと一点を見つめて微動だにしない。そんなリリアーナにカリタはまた大きなため息をついた。

「いい加減にしなさい、リリアーナ。私たちはシエラ王女付きの侍女なのよ。王女に尽くすのが役目。ぼーっとしている間なんてないのよ」

「…………」

「もう！　リリアーナ、行くわよ！」

　カリタはリリアーナの腕を掴んで強引に立ち上がらせた。そして軽く淑女の礼をシエラに行い、リリアーナを引きずるようにして部屋から出ていった。

　それを見送って一人になったシエラは切なげに大きく深呼吸をする。そしてテーブルに置かれているクッキーやサブレの皿をぼんやりと見つめた。

（カリタはああ言うけど、誰だって残念がられるのは悲しいことよ。オルフォンス家に行けば孤立無援。侯爵家の方々はまだ王家からの約束手形として見てくれても、そこで働く者たちからすれば邪魔なだけの存在だわ。それでも夫になる方が慈しんでくれれば救いもあるものの、ジュリウス様では……きっと疎まれるわよ。こんな私など）

　どうしてこんなに自信がないのだろうか？

　王妃が言うように、国王と王妃の子なのだから堂々とすればいいのだ。

　外見だってカリタやリリアーナのような華やかさや麗しさはないにしても、見劣りするほどダメダメなわけではない。

　着飾れば、それ相当に映る。

　極端に背が高いわけでも低いわけでもなければ、太りすぎもしていないし、やせ細っているわけでもない。至って健全健康な体つきをしている。

　勉強だってきちんとやっている。祖国の守り神である太陽神マリへの祈りも欠かしたことはない。

　歌も楽器も標準以上のできだ。むしろ手工芸に時間を取りたいがゆえに集中し、短時間で及第点に至っているのだから、よくできているはずと自分では思う。

　会話だって親しい相手ならば不自由なく交わせる。それなのになぜだか怖くて仕方がない。自分でも不思議だった。

　しかしながら、怖いものは怖い。どうしようもできないのだから仕方がない。

　部屋に引きこもって、チマチマとビーズ細工や刺繍、編み物をしているほうが楽しいし、気も休まる、心も落ち着く。

　ただただ、自信がないだけなのだろう。兄や姉たちはああも輝いているというのに。

　近くにカリタやリリアーナのような手本があるのに、どうにも真似ができないのだから、理屈で述べられるようなものではなく、生まれついた性分なのだろう。

　カリタとリリアーナはシエラの侍女に選ばれる八歳まで、それぞれの領地で暮らしていた。そこから王宮に召し上げられて侍女教育を受けながら仕えるのだが、最初の頃は単なる遊び相手であった。三人は身分など気にせず、姉妹のように接し合って成長した。

　三人の間に〝立場〟が表れたのは、体に変化が現れ、恋や結婚を具体的に考え始めてきた頃だ。

　女性としての意識がしっかりしてくると、シエラを仕えるべき相手と捉え、本来の侍女としての役目を自覚し、仕事をするようになった。

　それは同時にプライベートも変化させる。

　公爵家、侯爵家の者としての立ち居振る舞いや、異性への接し方にも影響を与えた。シエラは女として花開いていく二人に追いつけなかったのだ。

　二人のようにならなくては、姉たちのようにならなくては、そう思えば思うほど焦りが増し、どう頑張っても思うようにならない。周囲の期待に応えられない。それが劣等感を生み、肥大化させた。

　自分にできることは、チマチマ作業をすること。

　とにかく手工芸をしていたい。

　手工芸に没頭しているとすべてを忘れていられる。

　自分で自分に失望する。その繰り返しだ。

　こんな自分を、あの社交界の人気者、美麗で優雅なジュリウス・オルフォンスが好きになってくれるはずがない。

　それに、たとえ侯爵夫人でなくとも、その弟の妻なら相応の役目を求められることだろう。

「私に務まるとは到底思えない。ジュリウス様に恥をかかせてしまうのがおちよ。ああ、でももう決まったこと。お父様の命令は絶対だもの」

　と思った瞬間、ブルリと体が震え、言い様のない恐怖心が湧き起こった。シエラは自らの体を掻き抱いた。

「カリタが言うように、ジュリウス様にはお好きに過ごしてもらって、私は目に留まらないよう部屋に閉じこもって手工芸をしていればいいわ。そうよ、目立たなかったらいい。それしかないわ」

　舞踏会で見るジュリウスは輝いていた。周囲には人が群がり、楽しげな笑い声が響く。彼は話術に長け、ダンスもうまく、貴婦人のエスコートも完璧であった。幸せそうに微笑む貴婦人たちをシエラは羨ましく眺めていたものだ。

　それなのに。

（ジュリウス様と結婚……この私があの凛々しくも麗しい方の妻に？　何度考えても信じられない）

〝ジュリウスの妻〟という響きには甘酸っぱいものが湧いてくるような気がする。

　だが圧倒的に申し訳ない、きっと不愉快に思われる、そういうネガティブな気持ちが占めていた。






　　　　　＊＊＊＊＊






（嫌な予感しかしない）

　渦中のジュリウス・オルフォンスは、父と兄によって事実上〝連行〟され、王宮の国王謁見の間にて片膝をついていた。

　何故なにゆえこのような状況になっているのか皆目見当もつかない。しかしながら、

「陛下のお召しゆえ、致し方なし」

　と、父から言われてしまえば反論は許されない。当然ながら拒否するなど不可能だ。おとなしく従うまでであった。

　はあ、と胸の内でため息をつきつつ、国王が現れるのを待つ身は文字通りの〝俎板の鯉〟である。とはいえ、なんとなく呼び出された理由を予想できなくもない。

（ちょっと遊びすぎたかな）

　家柄よく、見栄えよく、弁も立ち、若く独身であるため、妻の座を射止めようと言い寄ってくる女があとを絶たない。傍から見たらつまみ食いと取られて浮き名を流していると言われるような日々を過ごしている。本当はきちんとした理由と目的があるのだが、口にすることはできないので言い訳不可能、それを〝やりすぎ〟と父が判断したのかもしれない。

（まぁ、それならそれで、親善大使あたりに任命して外国に流してくれたっていい。むしろそのほうが身も軽くなるだろうし。あーー、俺ってワルよのぉ）

　などと考えていると、ガチャンガチャンと甲高い金属音が聞こえてきた。間もなく高座の奥の扉が開き、国王が現れる。父や兄とともに深く礼をした。

　衣擦れの音とともにカタンと小さな音がして、国王が玉座に腰を落ち着けたことを察した。

「わざわざの足労、すまぬな」

「陛下の御命により参上仕りましてございます」

　父の重々しい口上を聞きながら、ジュリウスは早く用件を聞いて立ち去りたいものだと、誰にも気づかれないよう小さく嘆息する。

「本日の用向きは次男坊のジュリウスであるが」

「ジュリウス・オルフォンスなれば、ここに」

　名を呼ばれ、返事とともに胸に手を当てて一段身を低くする。

　頭上から「うむ」と声が聞こえた。

「顔を上げよ、ジュリウス」

「は」

　言われて従えば、国王とバッチリ目が合った。

（うわ、なんかものすっごく嫌な予感）

　などと思うが、もちろん顔には出さない。

「ジュリウスよ、そなたに折り入って頼みたいことがあるのだが、聞いてはもらえぬか」

　質問の形式を取っているが、どこをどう解釈しても命令であることは明白だ。なぜなら語尾が上がっておらず、下がっていて断言口調であるからだ。

　ジュリウスの口角は一瞬だけへの字に曲がったが、すぐに笑みへと変わった。

「陛下よりそのようなお言葉を頂戴するとはなんとも名誉でございますが、頼みとは、また……？」

　チラリと目だけ動かして横にいる父や兄を見るが、伏し目がちにしてうつむき加減。その様子から去来するのは、ただただ最初に浮かんだ〝嫌な予感〟のみだ。

（大使に任命するって言え！）

　胸中で希望を叫んで〝嫌な予感〟の払しょくを試みる。

　国王がわずかに身を乗り出した。

「末の娘、シエラを娶ってもらいたい」

「それはまことに光栄……え？」

　反射的に出た言葉の途中、ジュリウスは言われた内容を理解できずに目を丸くした。

「あ、これは大変なご無礼を。申し訳ございません、ですが陛下、お言葉をうまく聞き取れなかったものでございまして、ご用命をもう一度」

「シエラを降嫁させるゆえ、妻にせよ」

　国王はジュリウスの言葉を遮るように畳みかけた。と同時に、ジュリウスの片側の口角がへらっと引き攣る。

（末の娘のシエラって、あの？）

　たら～と冷や汗が流れる。いや、じゅわじゅわっと脂汗が滲んでくるほうが正しい？

「知っての通り、あれはどうしようもない人見知りの引っ込み思案の引きこもりで、儂も困っておる。とはいえ、間もなく十八。そろそろ縁談を決めねば王家の恥となる。ゆえ、そなたにもらってほしいと思ってな」

　ここマリシュ王国では貴族は男女とも十六歳で社交界デビューを行う。婚約は何歳でもかまわないが、結婚は成人とされる十六歳を迎えてからだ。

　どこの家も子どもの結婚には躍起で幼い時期から相手を探し、政略結婚をさせるものだが、男子には寛容で女子には冷酷であった。

　つまり十七歳にもなっても嫁ぎ先の決まらない令嬢には〝なんらか問題あり〟という目で見られてしまうのだ。

　国王としては、王家の娘が〝問題あり〟と思われるなど言語道断なのだろう。

「え、あ、いや、そんな、陛下……恐れ多い」

「そう申すな。侯爵家の次男なら釣り合うところだ」

（いや、だからって、俺に押しつけられても困る！）

　ジュリウスは一瞬隣にいる父と兄に顔を向けたが、二人は微動だにせず、うつむき加減で伏し目がちの状態をキープしている。

（まさか、グル？）

　そう思った矢先、国王がこほんと一つ咳払いをし、そして話し始めた。

「いや、まことにそなたは侯爵家の次男であり、家名を継ぐ必要はない。さすれば引きこもりのシエラも侯爵夫人の大役を担うこともなければ、責任もない。それはこちらとしてはありがたいことだ」

「しかしながら、陛下」

「それとも複数ある爵位の一つでも継ぎ、家名を立てて高位貴族の責を負うか？」

「あ、それは……」

「であればよかろう。侯爵家に迷惑はかけぬ。持参金はもちろん、必要なものはこちらですべて用立てる。安心して身請けしてもらいたい」

　ジュリウスの両眼がカッと開いた。刹那にうつむいて顔を隠す。

（身請けとか言っちゃったよ！）

　冷や汗でも脂汗でもどっちでもいい、ジュリウスは脇から湧き出してくる嫌な汗を感じながら項垂れた。ここで「はい、わかりました」とは言いたくないところだ。もう少し粘りたい。

「わたくしのような未熟者に、王女殿下という高貴な方はもったいなく」

「そんなことはない。シエラは七番目の娘であり、王女としてあまりできがよくない。謙遜されてはこちらが辛い」

　謙遜。

（お前が言う？　父親自ら〝できが悪い〟と認めている者を押しつけてくるとはどういう了見だ）

　などとは口が裂けても言えない。

　隣にいる父と兄は相変わらずだが、よく見てみれば、口角がわずかに持ち上がっていて、笑っていることがわかる。

　シエラ・ストラトスは国王と王妃の間に生まれた正統な王女だ。側室の娘でもなければ、王女として認められない落胤でもない。そんな立派なお方を侯爵家に迎えれば、王家とは正式な外戚関係になり、権力は絶大なものとなる。笑わずにはいられないだろう。だが。

（そうじゃないよな？）

　ジュリウスは一瞬で悟った。

　父も兄も、王家との外戚関係になれることを笑っているのではない。自由奔放、社交界の色男と噂されているジュリウスの首に輪をつけ、鎖に繋げられることが嬉しいのだ。

（絶対結託してやがる！）

　それは確信であった。

「異論は？」

（大いにあります！）

　とはどうひっくり返しても言えないので、黙ってこうべを垂れた。

「そうか、儂の願いを聞き入れてくれるか！　それはよかった！　これで儂もようやっと安心できるというものよ。積年の懸案が解決してほっとした。いや、よかった。侯爵、礼を言うぞ」

「もったいないお言葉でございます、陛下。愚息にシエラ王女殿下をお与えいただけますること、まことに身に余る光栄。これ以上の誉れはございません。まして礼などとんでもないことでございます。このような名誉を与えられ、我がオルフォンス家一同、子々孫々までマリシュ王国王家に忠義申し上げます」

「よう言うてくれた、オルフォンス侯爵よ。見目麗しく、学業も武術も優秀、社交界でも人気者のジュリウスが相手なれば、シエラもさぞや喜ぶことであろう。令嬢たちから妬かれるだろうが致し方ない。まぁ、アレは人見知りの引きこもりだから、社交界であれこれ言われても関係はないだろうがな。まことにめでたい！」

（おっさんがなんか言ってるよ）

　ジュリウスは頭を下げながら、ぼんやりとそんなことを考えた。






　ジュリウスは現在二十五歳。侯爵家の次男という立場と併せると、なんらかの役目を命じられる可能性は大きい。王宮への出仕か、もしくは近隣諸国のいずれかに大使として仕官するか。

　オルフォンス侯爵家の次男として生まれ、何不自由なく暮らしてきたジュリウスは、学業、剣術、武術、馬術などすべて卒なくこなしてきた。

　輝く金髪に青い瞳、スラリとした長身に均整の取れた体躯、立ち居振る舞いも洗練され、話術にも長けているので社交界ではかなりの人気者。浮き名は相当である。

　当然ながら、我こそはと思う令嬢や、オルフォンス侯爵家と縁続きになることを望むその親たちの目の色は、見たくないほどギンギンギラギラ盛っている。

　とはいえ複数の爵位を有する名門中の名門であるオルフォンス侯爵家には、しっかり者の兄アスベルがいる上、そのいずれの爵位もジュリウスは受け継ぐ気はなく、将来は兄の腹心として侯爵家を支援すればいい、と考えている。

　そのための証しともいうべき行動が、秘密裏に情報を集める隠密行動だ。貴婦人からメイド、行商人、そして娼館にまで足を運んで情報を集めている。だからこそ大使という役目は、アリかな、と思ったのであるが。

　父親は娘が可愛いもの、とよく言われるが、王妃との間に子は十二人、うち娘は七人いて、シエラは末姫だ。

　側室の娘も入れれば両手では足りない。その嫁ぎ先を探すのは骨なのかもしれないなぁ、なんてほんやり思うのだが、同時に、絶対君主の国王をつかまえて言うのはなんだが、男のジュリウスから見ても呆れるほどの精力絶大ぶりで、いい加減にしろと言いたくなるところだ。

　いずれにしても人生を拘束されるという甚だしく迷惑な命令を受け、ジュリウスは失望のため息を気づかれないようにそっと落とした。

　謁見の間から退出し、オルフォンス侯爵家に与えられているエリアに向かった。巨大な王宮の東南部に位置するそこは、さすがは侯爵家に割り当てられているだけあって相当な広さだ。

　所有権を与えられているので、国王本人以外は王族であっても勝手に出入りすることはできない。その国王も、刑法に触れるようなよほどのことでも起きない限り、踏み込むのを憚るだけの強い権利が与えられている。

　そこで働く者たちは基本、王宮出仕人たちで王家から与えられているが、それぞれの家が雇っている使用人たちもいる。とはいえ自ら引き連れてきた場合、なにかよからぬ企みがあるのでは？　と疑われる可能性があるので、オルフォンス家では執事以外はすべて王宮使用人で賄っていた。

　入り口には意匠を凝らした大きな扉があり、両側には衛兵が槍を構えて守っている。右側の衛兵が三人を確認すると、四度ノッカーを鳴らして家主が戻ってきたことを示した。

　扉が左右に開き、モノクルをした老執事が礼をして出迎える。

　彼の名はロズウェル・マイロン。長くオルフォンス家に仕えているベテラン中のベテランである。

「おかえりなさいませ。ご一服の用意が整っておりますので」

　オルフォンス侯爵が頷けばロズウェルは再び恭しく礼をし、三人の末尾について追随する。奥に続くリビングのテーブルには食器が並べられており、着席するやロズウェル自ら紅茶を注いだ。

「いやぁ～、早くジュリウスの縁談を決めたかったが、まさか王女殿下の降嫁とは恐れ入った。地団駄を踏む連中もいるだろうが、いやはや愉快だ」

「シエラ王女殿下はいろいろ取りざたされていますが、王妃との間に生まれた正統中の正統な姫君。降って湧いた幸運とはいえ、まこと笑いが止まらぬ感じです」

　ニヤニヤする父と兄の顔を横目で見ながら、ジュリウスは口をへの字に曲げてそっぽを向いた。

「言っておくが、向こうから言ってきたんだからな」

　とアスベル。

「いくらなんでも家督を継げない次男に王女をくれだなど、言えるわけがない。王家冒涜と怒りを買う上、周囲からは傲りだとそしられる。ジュリウス、聞いているか？」

　ジュリウスはアスベルにチラリと視線をやった。

「しかも社交界で遊びほうけているお前だぞ？　父上は礼儀正しくご辞退された。それをたって頼むとおっしゃったが、もう一度丁重にお断り申し上げたら、次は命令と仰せになった。こうなれば、もうこちらにはどうしようもできない」

（それはお約束のやり取りじゃないかよ）

　と思うもののジュリウスは沈黙を守った。言ったところで無用な不興を買うだけだ。

「三日後、顔合わせだから準備をしておけ」

「…………」

「逃げるなよ、と言っている」

「わかってるよ」

「どうだかな。これだけは言っておく。王女を受け入れる、これは王家の外戚になるという一族の名をかけた大仕事だ。いかなる事情をあろうとも粗相があってはならない。逃げるのはお前の勝手だが、オルフォンス侯爵家は間違いなくお取り潰しになり、領地は没収だ。それを理解した上で行動しろ。お前の素行に我が一族の命運がかかっている」

　アスベルの目つきと口調が鋭く変わり、言っている内容が真実であることを示している。これにはジュリウスも無視することはできないと思い、顔と体を父と兄にまっすぐ向けた。

「逃げたりなんかしない」

「念を押さなければ不安で仕方がない、という我々の気持ちを伝えているだけだ。もう行っていいぞ。一人になりたいだろう」

　ジュリウスは不満げに顔を逸らせ、しばし沈黙してから立ち上がった。リビングを出て自分の部屋に向かう。そしてベッドに身を投げるようにして寝転がった。両手を頭の後ろにやって天井を睨みつける。

（王女と結婚？　冗談じゃない。嫡男ではないんだから結婚相手くらい自分で選ぶ。というか、結婚する気はないんだ。一生独身で気楽に過ごそうと思っていたのに）

　体を九十度傾け、横向きになる。

（兄上は早い段階で許婚を決められ、さっさと結婚したからあまり知らないかもしれないが、侯爵家の人間となると、女ども、それからその親は目の色変えて売り込んでくる。まるで餌に群がるハイエナ、砂糖に群がるアリのようだ。見苦しく着飾り、恥ずかしげもなく自分を誇張して売り込み、他人を見下げて批判、排除に忙しい。うるさいだけでまったく落ち着かない。それを一生傍に置いて暮らすなど）

　とはいえ、兄の言っていることは痛いほどわかっている。

　降嫁先に選ばれることは最高の名誉であり、貴族の誰もが望んでいることである。それは裏を返せば、断ればお家断絶となるほどの王家への反逆行為を意味する。

　ジュリウスは、はあ、とひと際盛大なため息をついた。

　脳裏には社交の場で自分に群がり、あからさまな下心見え見えの下卑たまなざしを向けてくる令嬢たちの姿だ。同時にそれを胸の内で唾棄しつつ、薄ら笑いを浮かべて軽口を言って彼女たちを喜ばせている自分自身。

（バカバカしい）

　令嬢たちは、いついつどこどこでジュリウス・オルフォンス様とアバンチュールを楽しんだ、と吹聴しているが、貴族の令嬢と関係を持ったことは一度もない。すべてキス止まりだ。

　いや、多少は怪しい部位に手を伸ばしたことはあるが、いかがわしい場所をじかに触れたことはない。まして己の素すの体を披露したこともない。

　理由は萎えるからだ。よりよい結婚相手を探している目の色の変わった令嬢を見ても、獣のように思えてまったくその気にならない。それは徹底していて体も反応しなかった。

　ジュリウスの欲望は、彼の正体を知らない相手に限定される。よって、今回も同様だろう。

（まぁ、強要されているのは結婚なんだから、それ以外は俺の自由にさせてもらえたらいい。我慢するさ。それに）

　国王もしくは王妃が主催する舞踏会や晩餐会で何度か見たシエラは、地味で目立たなかった印象。そう、顔もはっきり思い出せないくらいに。

（あ、あれ……本当に思い出せない）

　思い出そうとすればするほど、王妃の後ろにある影が黒さを増してゆく。

（あれ？）

　それがジュリウスの王女に対する記憶と印象だった。

















第二章　不可解な出来事












　三日はあっという間だった。シエラは趣味の手工芸を我慢して、朝から入浴やマッサージ、ストレッチなどに時間を費やした。食べるものにも気をつけ、野菜や果物を中心に、良質のたんぱく質を摂るという食事を心がける。

　たった三日でなにが変わるのか、と心の端で思いながらも、一生懸命尽くしてくれる侍女やメイドたちを思えば、手を抜くわけにはいかない。なんといっても、自分のことなのだから。

　ジュリウスの来訪は夕方と聞いている。最後のあがきではないが、湯浴みをして香油を使ったマッサージを行った。特に美顔マッサージは入念に。

　今は初冬なので湯で体を温めておくほうが、血色がよく見えて好印象だろうというカリタたちの配慮もある。

　ドレッサーの前に座ると、メイク専門のメイドが現れてあっという間に化粧が施された。薄化粧だがメリハリのあるメイクに仕上げてくれ、ピンクのアイラインとルージュがシエラの愛らしさを引き立ててくれている。

　次は美容師によるヘアセットだ。シエラお手製のビーズの髪飾りを髪と一緒に編み込んでゆく。波打つ中に細かなビーズが光を受けてキラキラと輝いている様が美しい。そこに花や蝶の髪飾りを差し込み、完成だ。

　爪には淡いピンクのネイルを塗って彩る。早く乾かすために扇を一生懸命振るっているメイドたちの顔を見ると、シエラの背はおのずとピンと伸びた。こんなに頑張ってくれているのだから、無様な姿を見せるわけにはいかないと。

　メイクとヘアセット、ネイルが終われば立ち上がり、用意されたドレスを着る。

　サーモンピンクのシルク生地の上に、白の薄いレースを数枚重ねた優美なものだ。重なったレースのおかげでサーモンピンクが柔らかな色合いになっているし、一番上のレースには細かなクリスタルビーズが縫いこまれていて、これも光を受ければ煌いて麗しい。当然ながらこのビーズはシエラが一つずつ手作業で縫いつけたものだった。

　肩から胸元にかけては細かな刺繍が施され、袖は白のシースルーになっている。愛らしさと色気を兼ね備えたドレスだった。

　胸元には大粒のブルーダイヤのペンダントが豪華に輝いている。

　これは王家に代々伝わる秘宝であり、王妃が所有するものだ。

　約六千年前、古代マシュリ王国で最初の女王が誕生した際、縁組された近隣国の王子が婚姻の際に持参し、愛を誓ったとされている。それから最高位の女性に継承されることとなった。現在は王妃のものだが、次は王太子妃に渡される。それを見合いに臨むシエラに渡すのだから、この縁談がうまく進むようにと願う母心であった。

「綺麗だわ」

　シエラはブルーダイヤを見つめてうっとりと頬を紅潮させた。

　深く煌めく蒼い輝きは海を思わせる。雫型をしているが縁は多角形にカッティングが入っていて、角度が変わると麗しく瞬く。

　シエラは左右に何度か揺らしてその輝きをしばらく眺め、やがてようやく堪能して手を放した。

　すべて終えて一息つき、柱時計を見ると五時少し前だった。そろそろ迎えが来る頃だろう。

（顔合わせはどこでするのかしら。やはり謁見の間？　それともお父様のお部屋かしら？）

　この時間にセッティングされたということは、人見知りのシエラが緊張に耐えられるのは一時間程度だと考え、日が完全に落ちる頃合いを見計らって退席するという流れを想定しているのだと思われる。

　もう日が暮れたので本日はこれにて終わりにしようか――父王がそう切り出し、顔合わせを終了させる思惑なのだと察する。

　時間が迫ってきてシエラは落ち着かなくなり、そわそわし始めた。

「もう！　いい加減になさい。そんなことでは侍女失格よ！」

　カリタの声だ。シエラは扉の向こうにある侍女用の控え室から聞こえた言葉にビクンと反応した。

　一瞬、自分に向けて言っているのかと思ったが、侍女失格という言葉に、それがリリアーナに向けて言われたものだと気づく。

（どうしたのかしら？）

　と、そこまで思って、はたっとあることが脳裏に浮かんだ。

（そういえば、ここ数日、リリアーナと言葉を交わしていないわ）

　それがいつからか思い当たらない。

　朝と夜の挨拶くらいは、と思ったものの、言葉はカリタのもので、リリアーナは黙って淑女の礼をするだけだった。

　なぜ？

　心当たりはまったくない。

　シエラは視線を天井に向け、思考を巡らせてみた。

　三日前、母がやってきて結婚を言い渡された日の朝は、ちゃんと挨拶を交わしたことを思い出す。そもそもリリアーナは気配り屋で、挨拶以外にもひと言付け加える配慮を忘れない。だからあの朝もそうだった。






　――シエラ、今日から新作に取りかかるのよね？　なにを作るの？






（そうだわ。前日にネックレスを作り終えたのを見ていて、そう聞いてきたんだった。ということは、様子が変わったのはあの日の……お母様がいらっしゃったあとということになるわ）

　母と話をしている間になにかあったのだろうか？　そう思って小首を傾げた時、侍女用の控え室に繋がる扉が開いた。

「シエラ、国王陛下から伝言が届いたわ。ジュリウス様お一人で直接こちらに訪ねてこられるそうだから、接見の部屋で待っていてほしいとのことよ」

　カリタの言葉にシエラは目を見開いた。

「ここへ？　しかもジュリウス様お一人で!?」

「ええ」

「そんな……どういうこと？」

　カリタが、ふふふ、と笑った。

「そんなに驚くことでもないでしょうに。陛下と侯爵さまはお互い知った仲だから、今さら顔を突き合わせて格式ばったことをするのがお嫌なのでしょう。シエラとジュリウス様だって顔は知っているわけだし、本人同士直接話をすればいいと判断されたのだと思うわ」

「え……」

「メイドたちにはすでに知らせたので、準備は間もなく整うはずよ」

　微笑むカリタはシエラの胸元で輝く大粒のブルーダイヤに気がついて目を輝かせた。

「やっぱりそのブルーダイヤは素晴らしいわね」

　そう言ってほわっと感嘆の吐息をつく。

　王妃も公用の場以外身につけないペンダントだ。カリタは頬を赤らめて微笑んでいるが、当のシエラはすでに緊張してしまっていて、改めて言われるとその緊張は一気に膨れ上がった。

「シエラったら、顔色悪いわよ？」

「だって……」

「なにがだってなの？　だけど本当に素敵だわ。代々王家に伝えられている秘宝のブルーダイヤですものね。歴史上、古代マリシュ王国、って分類される古の時代から伝わっているとされているのですもの。六千年ほど前、王配となった近隣国の王子が永遠の愛を誓うために捧げたのよね。代々我が国最高位の女性が継承するものだけど、不思議な力を持っているって言い伝えもあるわ。ブルーダイヤが贈られてから千年後の、奇跡の王子様の誕生とか」

　するとシエラが「奇跡の王子様？」と言いつつ首を傾げた。

「あら、知らないの？　難産の末、生まれた王子様は息をしていなかったのだけど、王妃様がブルーダイヤを握りしめて助けを求めたら、なんと息を吹き返したのよ」

「そうなの？　知らなかったわ。そんな言い伝えがあったなんて」

「もう、シエラったら。自分のご先祖様の話なのに。でも、その王子様は、出生がそういう事情だったから、体が弱く、二十歳を迎えず逝去されたのだけど」

「二十歳前に亡くなった王子って……十三代国王の長男、フィール王子のことかしら？」

　シエラが答えると、カリタはパッと顔を明るくした。

「そうよ！　それっ。フィール王子よ。シエラったら知ってるんじゃないの」

　その時、メイドの一人がカリタの横にやってきた。そろそろ時間だと言いたいのだろう。カリタはメイドに頷くと、シエラに顔を戻した。

「雑談はここまでよ。間もなくいらっしゃるのだから、レモネードでも飲んで気持ちを落ち着けて」

　カリタはシエラを椅子に座らせ、ガラスポットのレモネードをカップに注いだ。

　わずかに湯気が立っているが、まったく熱そうには見えない。飲みやすい適度な温度なのだろう。

　コクンとシエラの喉が上下する。刹那に、ほわっ、という吐息が漏れた。

「元気出た？」

「……えぇ」

「ほんとに？　もう、シエラったら。お見合いじゃないのよ？　もう決まったことに対しての顔合わせなんだから、緊張することないのよ」

「わかっているわ」

　カリタはシエラの背をポンと叩いた。

「大丈夫。普通にしていればいいだけよ。あとはジュリウス様に任せていればうまくやってくださるわ」

　シエラは、うん、と頷いた。

　間もなくここにジュリウスがやってくる。そして二人だけの対面となる。父も母も、そして相手方の侯爵夫妻の同席もなく、自分一人で臨まなければならない。そう思うと腹の底からゾワゾワと恐怖にも似た不安がせり上がってきた。

（どうしよう）

　などと思っても、もう誰にもどうにもできない。気絶でもしない限り、この状況から逃れることは不可能だ。そしてそう都合よく、意識が飛ぶなどありえないことだ。

（ああ、神さま！）

　シエラは私室から続いている接見の部屋に向かったのだった。






　　　　　＊＊＊＊＊






　ジュリウスは誰が見ても不機嫌だとわかる様子で廊下を歩いていた。

　すれ違う者たちは驚いたように彼の顔を見ている。普段はとても愛想のよい彼が、眉間に深いしわを刻み、口をへの字に曲げているのだから意外なのだろう。

　驚くのはそれだけではない。

　夕刻に差しかかっている時間とはいえ外はまだ明るい。それなのにまるで夜会にでも出席するように、かっちりと正装しているからだ。

　白地に金糸の細かな刺繍が施された長上着ジュストコールは光沢があり、見るからに上質だ。中のベストとブーツは深みのあるグレー。全体は白基調だが、クラヴァットとベルトは藍色で引き締めている。

　整った優しい顔立ちに、スラリとした長身のバランスの取れた体躯は誰の目にも美丈夫に映る。貴婦人でもメイドでも、女はみな頬を染めつつ立ち止まって眺める有様だ。

　長い廊下を進むが、王族の住むプライベートエリアに到達すると、さすがに少々緊張するのか深呼吸を行った。

（まったく、いい迷惑だ）

　胸中で悪態をつきつつも、呼吸を整えて衛兵に名を告げる。衛兵がノッカーを叩くと、扉が開いて王族専属の侍従長が正面にて待ち構えていた。

「ジュリウス・オルフォンス様でございますね」

　ジュリウスが頷けば侍従長も頷き返す。

「お待ちしておりました。どうぞ、中へ」

　ここから先はなにがあっても侯爵家の権力は及ばない。ジュリウスはためらいなく踏み込んだ。

　静まり返っている中を侍従長の案内のもとに進む。磨き上げられた大理石の床を、踵が叩いてコツコツと高い音が響いている。

　しばらく歩き続けると、また扉の前に案内される。侍従長がノッカーを鳴らすと扉が開き、二人の貴婦人が控えていた。

　ジュリウスはこの二人の顔も名も、もちろん知っている。

　一人はカリタ・クレミア公爵令嬢。もう一人はリリアーナ・ミュレ侯爵令嬢。とはいえ、知っているのは顔と名前くらいだ。

「ご無沙汰しております、ジュリウス様」

「ああ、お二方もご機嫌麗しくてなによりです」

「シエラ様がお待ちでございます。どうぞ」

　軽く頷いて歩き出そうとしたジュリウスの腕に一瞬触れたのは、カリタの隣にいるリリアーナだ。

　顔を向けると、なんとも言えないまなざしでこちらを見つめている。ジュリウスはその意味を察したものの、顔には出さなかった。彼女がいつも熱いまなざしを向けてくることはとっくに知っていることだ。

　視界の端ではカリタが顔を顰めている。そしてなにか言おうと口を開いた。だが、それよりもジュリウスのほうが早かった。

「ミュレ嬢、どうかされましたか？」

　落ち着いた声音。ごくごく普通の声かけだが、リリアーナには鋭く響いた。

「い、いえ、なんでもありません。どうぞ、接見のお部屋へ」

　絞り出された声は若干震えているものの、ジュリウスもカリタもそれに反応することはなかった。彼女の名誉のために礼儀正しくスルーしたのだ。

　カリタの先導にジュリウスが従って進む。その真後ろにリリアーナがいるが、彼女の拳が震えていることを二人は視界の端で捉えていた。

　ジュリウスがわざとリリアーナの態度に向けて無関心な声音で、そして家名で呼んだことで、彼女は自分の想いが通じないことを悟ったのだ。どれほど慕っても、ジュリウスの心に自分は入り込むことができない、そして想い人は王女の夫になることが決まったのだと痛感させるものであった。

　三人は連なって接見用の部屋へと進んだ。

　カリタがノッカーを鳴らし、続けてジュリウスを案内したことを奥にいるシエラに向けて告げる。この国の礼儀では高位の者からの直接の返事はないものなので、カリタはそのままリリアーナと二人で扉を開いた。

「どうぞ」

　深く礼をしながら声を合わせてジュリウスを迎える。ジュリウスが部屋に入ると入れ替わるように外に出て、二人で扉を閉じた。

　ここからはジュリウスとシエラ、二人だけの対面であった。

　通常であれば侍女も立ち会うものだが、今回は国王から直接指示が出された特別対応であった。

　ジュリウスの眉が不快げに歪む。二人きりで込み入った話をしろ、変人王女と噂されている娘としっかり親睦を深めてこい、という国王の意図が見え見えだからだ。

　ジュリウスはテラス窓の傍に立っているシエラを確認した。そしてわずかに目を見開いた。脳裏に浮かんだのは〝愛らしい〟という言葉だった。

（こんな方だったろうか？）

　可憐で清楚。じっとこちらに向けるまなざしは不安げで保護欲を駆り立てる。

（いや、これならいつもの俺のペースで進められる）

　ジュリウスはシエラに向かって歩み進めた。そして、胸に手を当て、軽く礼をした。

「ジュリウス・オルフォンスでございます、シエラ王女殿下。挨拶にまいりました」

　名を名乗り、顔を上げて彼女の顔を見、目が合った瞬間――

『見つけたぞ！』

「え？」

　鼓膜に直接響くような声が轟いた。

　それはシエラとジュリウス、どちらの声だったのか。そして同時に、ほんの一瞬だが、ジュリウスはシエラの首元で煌いているブルーダイヤからキラキラと金色の霧のようなものが発生して、彼女の口の中に吸い込まれていくのを見た気がした。

（今のは？）

　ダイヤから金色の霧が発生するなどありえないし、それがまるで意識を持っているかのように口の中に入っていくなど考えられないことだ。ジュリウスは刹那にその考えを否定した。気のせいだと。見間違いだと。

「衣装がとても似合っておいでですね。私のためにこれほど整えていただけて光栄です」

　言いつつ右手を差し出すが、シエラは挨拶に応じる様子はなく沈黙したままだ。

「シエラ王女殿下？」

「…………」

「えーっと」

　シエラは微動だにせずジュリウスをじっと見つめて――いや、シエラの瞳はジュリウスを映しているだけで見ていない。その目は明らかに意思がなかった。

「どうかなさいましたか？　先ほどから様子が……王女殿下！」

　突然シエラの体がガクンと揺れた。咄嗟に支えたジュリウスの腕の中でシエラは力を失っている。

「殿下っ！」

　再びの呼びかけにシエラの体がピクンと震えると、ジュリウスの腕に触れた。そしてゆっくりと顔を上げた。

「ジュリウスと言ったか？」

「え？」

「今、ジュリウスと名乗ったな？」

「え、ええ……そうですが……ですが我々は初対面でありませんよ、王女殿下」

「いい、もう覚えた」

「？」

　なにを言っているのかさっぱりわからない。だが、ジュリウスを困惑させたのは言葉だけではなかった。声や言葉遣いも、だ。記憶しているシエラはもっと高い声をしていたはずだし、言葉遣いももっとナチュラルだったはずだ。おどおどとはしていたが。それなのに今の口調はなんだか仰々しく、高慢な感じがする。なにより、男っぽい。

「それで、ジュリウス、何用でここに？」

「何用？　我々の婚約が決まったのでご挨拶に伺ったのですが……」

「婚約？」

「ええ」

「それは王が決めたことか？　それとも想い合ってのことか？」

　ジュリウスは首を傾げた。いったいなにを言っているのか、と。

「想い合うのはこれからかと……あの、王女殿下は今回のこと、まさか聞いていらっしゃらないとか？」

「……いや」

　短く返すと、シエラは笑った。その微笑み方にジュリウスは言葉を失った。

　口角が少し上がっただけのものであったが、嘲笑のなにものでもなかったからだ。

　先ほど抱いた清楚で愛らしい印象とは程遠い、人を見下したような笑みは気持ちのいいものではない。

　シエラの様子はジュリウスをさらに戸惑わせた。まっすぐ見つめてくるまなざしは鋭く、恨みでも抱いていそうなそれである。

　シエラはそれから目を逸らして腕を組み、天井に顔をやってなにか考え込んでいる。ジュリウスは貫禄たっぷりの仁王立ちに戸惑った。

（なんだ、この立ち姿は）

　どうしたものかと思いながら眺めること数分。シエラはなにか閃いたような顔をしてポンと手を叩いたかと思えば、ジュリウスに向き直り、にこりと笑って手を伸ばしてきた。指先がジュリウスの頬に触れる。

「そなた、なかなかいい顔をしている。優しげであり、凛々しくもある。さぞかし女にモテることだろう。花から花へと飛び回る蝶のように」

「え？　えぇ、まぁ……あ、いえ、そんなことはございません」

「忌々しいことだ」

「えーっと」

「婚約したとなると、機会はいくらでもあるということだな」

「機会？」

　シエラは「はははっ」と声を出して笑った。しかしながらジュリウスと目を合わせると右手で口を押さえた。

「すまない。いや、違う。私は王女なのだから」

「？」

「はしたなく笑ってしまって申し訳ありませんでした。ジュリウス」

　言いつつ、ジュリウスの胸に手をやり、微笑んだ。

「機会とは一つになることです。野暮なことをおっしゃらないで」

　シエラが背伸びをして顔を近づけてくる。それを反射的に避けようとわずかに身を引くと、後頭部に手を回されて掴まれた。しっかりと目を合わせてくる。

「欲しいでしょう？」

　耳元で囁かれ、ゾクリと震える。

「欲しいでしょう。あなたは男で、私は女なのだから。婚約したのなら、好きになさったらいいのです」

　押し殺した声に今度は喉が鳴った。

　艶めかしいまなざしで見上げてくるシエラに、欲望が背筋を這い上がってくる。ジュリウスは理性の力で抑えつけた。

「いえ、今日は挨拶にまいっただけですので」

「ほう？　欲しくないのですか？　この体」

　露骨な言葉だ。だがそれはジュリウスには逆効果だった。

　醒めたのだ。

「私も男ですので、そりゃあ欲しいですよ。ですが、これでも侯爵の位をいただいているオルフォンス家の者です。礼も義も身につけております。本日は挨拶の訪問で、私たちが正式に婚約したことへの確認です。続きはまた今度ということで」

　すっと一歩離れると、シエラが呆けたような顔をする。

「そうですか。でもこれからは、毎日と言わずとも、頻々と顔を見せに出向いてくれるのでしょう？」

「それは、もちろんです」

「であれば楽しみです」

　にっこりと口角を上げて微笑むけれど、目はけっして笑っていない。そこにある光は愛などではなく、真逆の印象を受ける。

　怒りか、憎しみか。だが心当たりはない。

「今度はいつ来られますか？」

　シエラの問いにジュリウスは息を詰めたものの、無理矢理微笑ませた。

「王女殿下はいつをお望みですか？」

「そうですね。明日でも明後日でも大歓迎ですが、いささか学びたいこともあるので明後日はどうでしょうか？」

　学びたいこと、とは？　とは聞かず、会釈をして同意する。

「では、明後日。お茶のお供をさせていただきます」

「…………」

「王女殿下？」

　それまで微笑んでいたのに、急に眉間にしわを寄せ、目を眇めているので驚く。

「お加減でも悪いのですか？」

　そう聞きながらも、であればこのおかしな言動にも多少は納得できる。ジュリウスは大きなテラス窓から差し込む斜陽によってオレンジ色に染まっているシエラの顔をじっと見つめた。

「太陽が」

「太陽？」

「いや、なんでもありません。明後日、待っております」

　シエラがすっと右手を差し出したので、ジュリウスは手に取って甲に紳士の挨拶を行った。そして身を翻した。

　扉の前まで躊躇なく進み、反転して胸に手を当てて深く礼をする。そして部屋をあとにした。

　後ろ手で扉を閉じると、肩を大きく上下に動かしながら長い息を吐き出した。右手を開いてじっと見つめる。手のひらはじっとりと濡れていた。

（危なかった。一瞬理性が飛んだ。よく自制できたよ、俺。自分で自分を褒めてやりたい。だけど、なんだったんだ、あれは……）

　記憶の中にあるシエラは引っ込み思案で、いつもおどおどし、王妃の背に隠れているおとなしい娘だ。いや、最初はそうだった。部屋に入ってテラス窓の傍に立つ彼女を認めた時は、記憶している通りのシエラ・ストラトスだった。

　王家主催の正式なイベントにしか出席せず、人伝いに聞く話では部屋にこもってひたすら趣味に勤しんでいるという。その趣味が〝呪いの護符〟作りだというから驚きだ。

　いや、ジュリウスは信じていない。社交界の人気者であるジュリウスは女性と会話をする機会が多い。それは貴婦人ばかりではなく、使用人たちも同様であり、そこから数多の情報を得ている。

　シエラの趣味が手工芸で、特にビーズ細工が好きだということくらい把握済みだ。しかも作ることが好きで、時間をかけて完成させたものを惜しげもなく人にやってしまうことも。

　さすがにメイドには高価なビーズアクセサリーは控えているようで、刺繍を施したシルクのハンカチやタオルだったりするらしい。それが素人の遊びではなく、どこかの職人が作った品物かと思うレベルであるとか。

　そんなシエラの記憶と評判とイメージと、先ほどのやり取りはあまりにも乖離している。あれではまったく別人ではないか、と。

（本当に別人なのでは？　双子の片割れとか……そんなわけがないか）

　ジュリウスは「はあ」と大きなため息をついた。

「ジュリウス様」

　声をかけられて顔を上げると、目の前にカリタとリリアーナが立っていた。

　用が済めばさっさと退出しなければならない。いかにシエラの婚約者になったとはいえ、ここは王家のプライベートエリアであり、王女の空間だ。男が一人いつまでも粘っていい場所ではない。

「ああ、すぐに退散しますよ」

「いえ、シエラ様はいかがでしたか？」

「は？」

　やはり侍女が懸念するようなことであったのか？　その思いが衝いて出て、露骨な態度になってしまった。だが彼女たちも意外だったようで、ジュリウスの様子に目を丸くしている。

「なにかあったのでしょうか？　卒倒したとか？」

「卒倒？　いえいえ、とんでもない。そんなことになればすぐにお二人を呼んでいますよ」

「ああ、そうですわね。ごめんあそばせ。ですが、シエラ様、ずいぶん緊張していらっしゃったもので……心配していたのです」

「緊張……」

　カリタは「えぇ」と言って頷く。ここではじめてジュリウスはカリタの横にいるリリアーナに視線を向けた。

　彼女の目はなにか訴えているような感じがする。

（さっきの様子のことで、なにか知っている？）

　ジュリウスとリリアーナの視線が合うと、彼女はすっと目を逸らした。

　困惑したような表情にますますジュリウスの不安が掻き立てられる。

「あの」

「ジュリウス様、シエラ様はご存じの通り極度の引っ込み思案の引きこもりです」

「え……あ、ええ、そうですね」

　カリタに話しかけられ、そちらを向く。いかにも心配しているといった感じではあるが、リリアーナとはまったく違った雰囲気だ。

（あの様子の話ではない？）

　カリタはジュリウスのことなど気づくことなく話を続けている。

「わたくしの心配は、あまりの緊張にまともに話ができなかったのではないか、ということでして、ですがそれはけっして嫌がっているからではなくて、ジュリウス様に気に入っていただきたくて、とのことでございまして、なにか誤解があってはいけないと思い、そのことを切にお伝えしたいのでございます」

　息つく暇なく言い続けるので次第にジュリウスの目がぐるぐるしてきた。

「えーっと、それは要するに、王女殿下はこの婚約に前向きであるということですね？」

「はい！　その通りでございますっ」

　ジュリウスの片側の口角がへらっとつり上がった。

「えーっと、カリタ殿、つかぬことを伺いますが、王女殿下は限られた者の前では……」

「はい？」

　どう尋ねようかと悩んで言葉に詰まった。

　普段は男っぽいところがあるか？　と尋ねるのもおかしい気がする。しかしながら、かといって、妖艶か？　と聞くのはもっと変だろう。

「ジュリウス様？」

「いえ……えーっと、緊張されていたんだろう。抱いていたイメージと違ったもので」

「ぶるぶる震えていらっしゃった？」

「ぶるぶる？」

　表現は面白いが、今はそこに反応している余裕もなければ、そんな場合でもない。それどころか、ぶるぶる震えそうになったのはこっちのほうだ。違う意味でだが。

（真逆でベッドに誘われたんだよなぁ）

　とはとても言えないのでジュリウスは口角を持ち上げて誤魔化した。

「いえ、とても落ち着いていらした」

「とても？」

「ええ」

　今度はカリタが目を見開き、それから片側の口角を上げる。それから「ふふっ」と笑った。

「まさか」

　嘘だと言いたいのだろう。

「本当ですよ。落ち着いてはおられたが、なんだか大人びていらしたので」

「嘘。大人びてなんて考えられません。真逆です」

（嘘、真逆……言い切ったな）

　と、思うが黙っていることにする。

「そうですか。ではやはり緊張していらしたのでしょう。明後日のティータイムの相伴をさせていただくので、よろしくお願いします」

「明後日でございますね！　かしこまりました。お待ちしております」

　なんの疑問もなくカリタに「よろしく」と言ってからリリアーナに顔を向けると、目が合った瞬間にまた逸らされた。その不自然な動作にますます疑念が湧く。

　ジュリウスは目礼し、王女の間から立ち去った。

　広い王族のプライベートエリアを抜け、オルフォンス家に与えられているエリアに戻ってくる。父と兄は職務中であるようで留守だった。

（よかった。どうだったか根掘り葉掘り聞かれるかと思っていたから）

　テラスに出ると執事のロズウェルがやってきて茶を淹れてくれる。

　優雅な仕草は熟練しているが、その手にあるしわは深く、年季を感じる。やんちゃ坊主だったジュリウスはこの手に育てられたと言っても過言ではない。

　代々オルフォンス家に仕えていて、現在、本宅は息子のラオックスが取り仕切っている。ロズウェルは王宮内にて与えられているオルフォンス家のエリアを管理していた。

「王女殿下の様子はいかがでしたか？」

「…………」

「こたびのことは大役でございます。夫として、うまくやれそうですかな？」

「……どうだろうな」

　ロズウェルはモノクルの縁に指をやり、小さく深呼吸をした。

「もうお二方の婚約は王宮中に広まっていることでしょう。後戻りはできません。かといって、王女殿下をないがしろにすることもまかりなりません。あなた様は妻を愛し、仲睦まじい夫婦を国内外に示さなければならないのです」

「わかっている」

「降嫁は貴族間の力関係を一変させる劇薬です。旦那様はこれから大変でしょう。それゆえ、夫婦間は良好でなければなりません」

「わかっているって。俺は別に王女を嫌ってもいないし、範疇外というわけでもない。ただ、どう扱っていいのか悩んでいるだけだ」

　ロズウェルは不思議そうに首を傾げた。

「女性慣れしているあなた様がですか？」

「どういう意味だよ、まったく。今まで抱いていたイメージと違っていたので戸惑っている。それだけのことだ」

「イメージと違う？　シエラ王女殿下は大変内向的なお方と聞いております。派手なあなた様がお相手では、怖じ気づいていらっしゃるのではないでしょうか」

　いきなり核心を衝いてくるロズウェルにジュリウスは息を詰めながらも、悟られないように気をつけつつ、ゆっくりと答える。

「だから、そんな雰囲気ではなかったんだ」

「そうでございますか？　あなた様はとにかく派手ですから」

　そこ、わざわざ強調するところじゃないだろう――という言葉を噛み潰す。

「婚約は喜んでいるそうだ。いや、喜んでいるように見えた」

「それはようございました。あなた様は人気者でございますからねぇ」

　普通に聞けば褒めている言葉だが、この老執事に言われたら嫌味にしか聞こえないジュリウスである。

「悲しんでおられるご令嬢がたくさんいらっしゃることでしょう。しかしながら、こたびのご縁談、旦那様の親心に感謝なさってくださいよ」

「なぜだ。オルフォンス家の繁栄のためだろうが」

　ロズウェルは「はあ」と露骨なため息をついた。

「やはり気づいておられませんか。あなた様は遊びすぎです。どなたのご令嬢を妻に迎えられてもトラブルが起こることは避けられません。ですが相手が正統な血筋の王女となれば、どなたも文句は言えますまい」

「……後付けの理由だと思うがな」

「あなた様がご令嬢の方々とどのような関係を築いているのか、傍の者にはわかりませんので」

　ジュリウスは横目でロズウェルを睨みつけた。

「そうそう、旦那様から確認するよう仰せつかっているのですが……」

　語尾を引っ張ってなにやらずいぶん勿体つける。続く言葉が嫌味であることを察してジュリウスは顔を背けた。

「聞きたくない」

「そうおっしゃると思っておりました。それで、お子はいない、で間違いありませんでしょうか？」

「！」

「相手は王女殿下でございますので、ここはきちんとしておかないと大変なことになります。王命とはいえ謹んでお受けした話です。万が一の時はなんとか周囲の耳に入らぬようにしなければなりませんので」

「お前はいると考えているのか？」

　ロズウェルは、はて、と言いたそうに首を傾げた。

　わざとらしい。

「いないに決まっているだろうが。俺はそんなにバカじゃない」

「本当ですか？」

「本当だ。誓って子どもはいない。もしそんなことを言ってくる女がいたら、徹底的に追及して嘘を白状させる」

「勝てますかね」

　ジュリウスはがばっと起き上がった。

「キスだけで子どもができるのか教えてほしいところだ」

「キス？」

「ああ」

「ジュリウス様、これほど浮き名を流しておられて、ご婦人にはキスしかしてこなかったのですか？」

「そうだ」

「――――――」

（そこで驚かれても……）

　と、言いそうになったものの、ジュリウスは一度短く呼吸し、改めてロズウェルに向き直った。

「さっきも言ったが、俺は愚か者じゃないから欲望に任せて口説いたり関係をもったりなどしない。情報通の令嬢と懇意にすることによって、本来なら得にくいことや、流行り事などの情報を仕入れていた。純粋に賢い令嬢もいれば、間諜もいる。それもただの間諜ではなくて、女装している者や、市井の者、その逆もだ。そりゃあ娼館に行った折はそこそこだったけど、情報源との接触には夜会が打ってつけなんだ」

　ロズウェルは目を丸くしながら話を聞いている。意外だったようだ。

「学院時代の友人には、貴族ではないがすこぶる才に長けた者が多くいる。弁護士、医者、警官、軍人、それに豪商や豪農の息子などだ。そういった連中と密に連絡を取り合って情報交換をしているし、彼らの姉妹が代わりに連絡をくれることもある。父上が案じるようなことはないし、陛下にも堂々と問題はないと宣誓できる」

「お見それいたしました。このロズウェル・マイロン、長くぼっちゃまの傍にて仕えておりましたものを、情けない限りでございます」

　目元に手を添える様子がわざとらしい。ジュリウスは目を眇めたものの、口にしたのはまったく別のことだった。

「ぼっちゃまって言うな」

「しかしながら、ご立派になられておいでで、驚き以上に嬉しゅうございます」

「まったく無視かよ」

「もういつ死んでも悔いはございません」

「勝手に死んでろ」

「殺さないでください」

「聞いてるのかよ！」

　ロズウェルは「ふっふっふっ」と細く笑うと、ほっとしたように肩を大きく上下に揺らして息をついた。

　思えば、この老執事には苦労のかけっぱなしだった。立場は雇い主の倅と雇われている者の関係だが、侯爵家の財産の管理や農地管理を行っている接点の少ない家令とは異なり、屋敷の実生活の管理責任者である執事は子どもの時から極めて密接に関わっている。

　王宮での仕事や社交で忙しい祖父母や両親に代わって、ロズウェルの家族がとても大切に育ててくれたのだ。

「そういうわけだから、父上には安心するよう伝えてくれ」

「かしこまりました」

　深く頭を下げて退出するロズウェルの背を横目で見ながら、ジュリウスは本題を思い起こす。

（……そうじゃない女も多少はまじっているが、ほぼほぼ正解だから、まぁいいだろう）

　話が逸れてしまったが、大事なことはシエラの不可解な様子だ。そしてリリアーナのあの態度。

（ミュレ嬢に確認してみる必要がありそうだな）

　庭園を眺めつつ、ジュリウスはそんなことを考えたのだった。
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「シエラ！　シエラってば！」

　カリタの声が部屋中に響いている。

「シエラ、こっちを見なさい！」

「…………え」

「え、じゃない！」

　シエラは部屋を一望した。テラス窓の外はすっかり日が暮れていて帳が下りている。時計も六時を過ぎている。いつの間にこの時間になったのか、どうにもはっきりしないのだ。シエラは両手で両目をグリグリとこすった。

「やめなさい。化粧が崩れるわよ。それに目を傷めるわ」

「あ、えーっと……あれ？　ジュリウス様は？」

「はあ!?　なにを言ってるの？　もうとっくに帰られたわよ」

「……帰った？」

　間の抜けたような声、そしてはっきりしない目元に、今度はカリタのほうが驚いてシエラの顔を覗き込んできた。

「ちょっと、大丈夫？　ジュリウス様はなにもないようなことをおっしゃっていたけど、本当は緊張のあまり卒倒して気絶してたんじゃないの？」

　気絶していた、と言われてシエラは返す言葉を見つけられなかった。なぜなら、まるっと記憶がないからだ。

　戸口に立つジュリウスはいつも通り凛々しく麗しかったが、正装しているのでますます研ぎ澄まされた美麗さを感じた。

　声をかけられ、傍まで歩み寄ってきたところまでは明確に覚えている。息が止まってしまいそうなほど魅入られたものだから。そして面前までやってきて顔を見、目が合った瞬間からの記憶が飛んでしまっている。

（カリタの言うように、緊張で気絶した？）

　唇に指をやって考え込んでいるシエラを、カリタは心配そうに見つめている。それから横に立つリリアーナに顔を動かした。こちらも神妙な顔つきだ。

「シエラ、明後日のティータイムにいらっしゃるとのことだけど、聞いてる？」

「え……ええっ」

「なにを驚いているのよ。約束したんでしょ？」

「……覚えてないわ」

　またしても盛大なため息がカリタの口から落ちる。

「緊張で話の内容を覚えていないってならわかるけど、まったく記憶がないってことは気を失っていたってことね。まったくシエラは」

　だが、そこまで言ってカリタは首を傾げた。

「ってことは、二人で約束したわけじゃなく、自ら日程を決めて訪問なさるってことかしら。まぁいいわ。いずれにしたって、シエラ、これから定期的にいらっしゃるのだから、趣味に勤しんでいず、話題作りをしないといけないわね」

　シエラの眉間にしわが寄る。

「なによ、その顔」

「定期的にいらっしゃるの？」

「もう！　なにを言っているの！　ジュリウス様はあなたの婚約者で、三か月後には夫になるのよ？　しっかりしてちょうだい。あぁそうだわ、リリアーナ、これから結婚式までの準備を整えるのにシエラは役に立たないから、あなたがスケジュールを作って」

　リリアーナは無言だ。それがまたカリタを叫ばせることになった。

「もう！　あなたたち、しっかりしなさい！」

　それからカリタはリリアーナの腕を引っ張ってシエラの部屋から出ていった。ドレスを作らなきゃ、とか、日取りを確認しないと、とか言いながら。

　そんな二人の背を視線で見送り、扉が閉まるとシエラは崩れるようにソファに座り込んでしまった。

　いまだ茫然自失の状態で、意識のピントは合っていない。右手の指をこめかみに当てて考え込む。

（どうしてなにも覚えていないの？　あ、もしかしたら、お会いした時に足を滑らせたかなにかでこけてしまって、テーブルの角に頭をぶつけて気を失ったとか）

　手で頭中を触ってみたが、痛いところはない。

（違うか……）

　では、なぜ、記憶がないのか？

（まったくわからないわ）

　いくら考えても、どれだけ考えても、ぜんぜん、まったく、これっぽっちも思い当たらない。とはいえ今さらどうすることもできない。

　明後日また訪問してくるのだから、次回こそうまくやらなければ。頑張ろう――そこまで考え、シエラはなにかを思い出したように、はっとなった。

「私……」

　喜んでいる。

　次回こそうまくやらなければ、頑張ろう、そう思うのならば、ジュリウスに気に入ってほしいと望んでいる表れに他ならないだろう。

　シエラは両手で顔を覆って大きく深呼吸をした。

（自分の心は誤魔化せないわ。だってずっと憧れていたもの）

　美麗で優雅で貴婦人たちの人気の的であるジュリウスに、シエラも気持ちを寄せる一人であった。王女なのだから言い寄れば打算が働いて受け入れてくれるかもしれない、と思ったことは一度や二度ではない。だからこそ近づけなかった。人として女として、魅力の薄い自分が、王家の娘というカードを使って美貴人に言い寄るなど卑怯な気がするのだ。

　権力で人気者をかっさらったと言われることは必至だろう。それも嫌だ。さらには〝王女だから〟と受け入れられることは悲しい。

（相手が誰であろうとこの事実は変わらないけど……だからこそ心惹かれていない人がよかったのに……）

　好きだからこそ傷つくのだ、愛されていないという現実に。

　好きでないなら好かれていなくても傷つかない。

　切ない思いに苛まれつつ、シエラは窓に顔を向け、闇に染まった空を見上げたのだった。

















第三章　二度目の遭遇












　ティータイムの相伴、ということでジュリウスはぴったり三時にシエラの部屋を訪れた。

　あらかじめ好みを告げていたので、あまり得意でない甘い菓子は少なく、ビターチョコや野菜を揚げて軽く塩をまぶしたスナックなどが大皿に盛られている。

　そして当のシエラは、というと、ゆったりと椅子に腰かけ、艶やかにジュリウスを見上げて微笑んだ。

「やはりなかなかの男前ですね。惚れ惚れします」

「…………」

　ジュリウスは座ろうと思って椅子の背を掴んだ手を止めた。

（なんだ、これ）

　違和感の塊でしかない。言葉遣いは前回の仰々しい言い方ではなくなったが、単語が妙だ。おとなしいシエラが使うものとも思えない。

　アンバランスな様子に戸惑いつつも、ジュリウスは椅子に腰かけた。そこへメイドがやってきて二人のティーカップに紅茶を注いで立ち去った。

「あなたはこちらの菓子は召し上がらないのですか？」

「ええ、私には甘すぎるもので」

「確かに男性には甘すぎるやもしれませんね。最近の菓子がこんなに彩りよく、甘みも強いとは驚きです。砂糖は高価ですから」

　ジュリウスはわずかに首を傾げた。

　なにを言っているのかよくわからない。いや、言葉の意味自体はわかるが、まるで最近ここにやってきて、文化の発展に驚いているような口ぶりなのが理解できない。

「なにかおかしいですか？」

「え……いえ、別に……」

　あまりにジュリウスがじっと見つめているので不可解に思ったのだろう。シエラはややうつむき加減になって、手を口元にやった。

「この二日間でかなり進歩したと思うのに、まだまだなのかもしれない」

　と、呟くように言う。ジュリウスは首を傾げた。

「シエラ王女殿下？」

「いえ、こちらの話です。ところで、結婚式がいつなのか知らないのですが、もう決まったのですか？」

「三か月後です」

「三か月後。ずいぶん先の話ですね」

「先？　三か月なんてあっという間ですよ」

　ジュリウスがそう答えるとシエラは、小首を傾げて、ふふふっと笑った。

　それからしばらく会話を重ねた。引っ込み思案のシエラは社交界には出てこないので、ジュリウスは夜会や貴族たちの様子、または市井で流行っていることなどを面白おかしく語り、シエラは時々質問をしながら聞いている。その様子がジュリウスには意外に思えた。

（なんだよ、存外普通に会話するじゃないか）

　さらにジュリウスの話を目を輝かせて聞いているので、噂はやはり噂で、〝話半分〟というのが実際なのかもしれない。

　何事もなく時間が進み、二時間ばかりが経った頃だろうか。シエラはテラス窓に顔を向けると、すっと立ち上がった。

「王女殿下？　いかがなさいましたか？」

　無言のまま、ゆっくりとジュリウスの横にやってくる。ジュリウスがシエラを見上げると、そっと肩に手を置き、身を屈めた。そして耳元で囁いた。

「私たちが夫婦になるのは三か月後でしたよね？」

「ええ、そうです」

「三か月も待たねばならないなんて。こんなにも欲しいとこの身が求めているというのに、残念です。そう思いませんか？」

　吐息が耳にかかると、ジュリウスは体の奥底から熱いものがジワリとせり上がってくるのを感じた。内気でおとなしく、だが清楚で可憐なシエラの言葉とはとても思えないが、女であることに違いはない。

　王命によって結びつけられた縁談であり、シエラはすでに婚約者だ。その身を食らっても咎められることはないだろう。結婚初夜まで我慢しろというのは所詮建前だ。

　前回は我慢した。挨拶の対面だったというのに、いきなり誘われ、白けたのだ。だが、今は違う。誘いに応じてもいいだろうという気持ちが強い。

　肩に置かれた手を握りしめると、シエラはさらに笑みを深めた。そしてただでさえ近い顔を少し傾けて唇を誘ってくる。ジュリウスはそれに応じた。

「…………ん」

　どちらの声なのか。耳に届いた艶やかな音がより内側の昂ぶりを扇情する。

「王女……シエラ」

　ジュリウスが名を呼ぶと、シエラは優美に微笑んだ。

　身を屈める彼女の胸元、その谷間が目に入った時、ジュリウスは己の中にある自制心を捨てる決意をした。

　さっと立ち上がってシエラの細い体を横抱きにする。隣に続く部屋はシエラの私室であり、さらにその奥に寝室があるはずだ。

　そうでなければ、もうどこだっていい。床に敷かれているのは毛足の長い絨毯なので、寝転んでも体が痛むことはないだろう。

　ここまで露骨に誘われてなにもしないのは逆に男がすたるというものだ。いや、それ以上に誘いをかける女のプライドを傷つけることになる。

　理性の箍が外れたジュリウスの脳内は欲望を昇華させることでいっぱいになった。

　シエラは首に両腕を回して喉元に顔を埋めている。それだけではない。ジュリウスの首や顎に唇を押しつけてくる。一方的なキスに体がいちいち反応し、腰のあたりがむず痒い。

　いくつか扉を通り抜けると、天蓋付きのベッドが置かれている部屋に到着した。

　そっとシエラの体を横たえさせ、覆いかぶさるように自らも身を屈める。シエラは嬉しそうに微笑んだままだ。

　愛らしい顔に口づけたあと、胸元にもキスの雨を降らせる。

「ジュリウス……」

　顔を紅潮させて名を呼ぶシエラの様子に、ジュリウスの心臓が強く反応する。ジュリウスは自分が思う以上に焦っていることを自覚して、思わず視線を窓に向けた。

　外は暗くなり始めている。時計が示す時刻はまだ夕刻であるものの、初冬に差し掛かり、少しずつ暮れる時間が早まっている。さらに今日は終日曇りだ。男女の営みに勤しんでもなんら問題ないだろう。

　そんなことを頭の端で考えながら長上着を脱ぎ捨て、シャツのボタンをはずした。シエラの柔らかく温かな唇に再び口づけようとした。

「太陽が」

「太陽？」

　聞き返したその時、カクンとシエラの頭が落ちるように下がった。同時にジュリウスの首に巻きついていた細い腕もダラリとベッドの上に落ちた。

「シエラ？」

　シエラの目は閉じられている。反して唇はぽかりと開いている。どこからどう見ても意識がない状態だ。

　まさか死んだ？　と慌てて首元に手をやると、ドクドクと脈を打っている。念のため、手首の脈も取る。規則正しく動いているのでほっとした。

「王女殿下、起きてください」

　頬を軽くペチペチ叩くとシエラがうっすら目を開けた。

「王女殿下っ」

「……ジュリウス、様？」

　か細い声だ。同時に違和感が広がる。先ほどまで〝ジュリウス〟と呼んでいたのに、敬称がついている。

「大丈夫ですか？」

「ここ、は……」

「あなたの部屋です」

「私の……？」

　意識がぼんやりしているのか要領を得ない。しかしながらようやく視界のピントが合ったようで、二人の視線が重なると、シエラはパチパチと何度か瞬きし、そし大きく目を見開いた。

「え、あ、え？　これ、は？　え？」

　自分の体を跨いで覆いかぶさっているジュリウスは、上着を着ておらず、ドレスシャツの前ははだけている。そしてシエラ自身もドレスが乱れてコルセットがあらわな状態だ。

「なななな……なに、これ」

「なにって……」

「へっ、変態！」

　シエラの悲鳴と同時にグーなパンチがジュリウスの顔面に炸裂した。

「ぐえぇっ」

　ジュリウスは頬に手を当てながら、ぜぇぜぇと肩で息をしているシエラを凝視した。お前から誘ってきたんだろうが、とは言えず、なんと答えようか迷った。というか、様子がおかしい。さっきまでのシエラとは別人のように子どもっぽい。

（いや、違う。これこそ今まで抱いていたイメージの王女だ）

　顔を真っ赤にしてわたわたしている様子は、王族主催の晩餐会や舞踏会で見るシエラそのものだ。

（どういうことだ）

　恥ずかしいのか目に涙が溜まっている。なんとかジュリウスをどかそうとしているようで、一生懸命肩を押している。

「急にどうなさったのです？　ベッドに誘ったのは、あなたなのに」

「え？」

「え、じゃないです。三か月も待たねばならないなんて、こんなに欲しいとこの身が求めているというのに、そうおっしゃったではありませんか」

「私が!?　そんなはしたないことを？」

「ええ」

「！」

　卒倒しそうな顔をしている様子から、本当に記憶がないようだ。

（もしかして）

　ジュリウスはふと閃いた。

（シエラは二重人格なのか？）

　そう考えれば辻褄が合う。いや、そのほうがしっくりくる。

　引きこもりなのも実はおとなしいからではなく、二重人格だから知られることを恐れてのことなのかもしれない。

　ジュリウスは自分の出した案に納得した。これだったのだ、と。

「ジュ、ジュリウス様、あの、あの」

「はい？」

「なにがあったのか、申し訳ございません。覚えていないのですが、やっ、やはり、こういうことは、そのっ、きちんと結婚式を挙げてからと、思いますので、えっと」
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　目がうるうると潤んでいて、あまりの情けない顔に思わず笑い、いや、可哀相になってきて、ジュリウスはベッドの端に追いやられている長上着に手を伸ばした。

「ジュリウス様？」

　ささっと身なりを整えて長上着を着る。そして優美に微笑んだ。

「王女殿下はお疲れのご様子。今日はこのまま退出させていただきますので、ゆっくりお休みください。侍女の二人には私から説明して、そっとして差し上げるよう伝えておきます」

　シエラの右手を取って甲にキスをする。丁寧に礼をして寝室をあとにした。

　窓に映った自分の様子を確認し、接見の部屋のテーブルに置かれている紙を一枚取って素早くペンを走らせた。小さく折って握りしめる。それから侍女の控え室に続く扉を開いた。

「ジュリウス様」

　そう声をかけたのはカリタだ。

「シエラ王女殿下はお休みになられた」

「……え？　お休み？」

「ああ。私といると過剰に緊張されるようでね。長居はよくないのかもしれない。今日はこのままそっとしておいてあげてほしい」

　カリタは目を丸くしている。だが、反論することなく頷いた。

「私はこれで失礼する。次回の訪問は追って連絡するので、少し待っていてもらいたい」

「かしこまりました」

　カリタはドレスの端を摘んで軽く礼を取り、ジュリウスを誘導すべく歩き始める。追随するジュリウスは右手を後ろにやり、後方にいるリリアーナに向けて取るように促す。

　リリアーナが驚いて目を見開いている様子を見ることはできないが、彼女がジュリウスの手の中にある紙を素早く抜いたので意図は伝わったはずだ。

「では、失礼」

　カリタとリリアーナが淑女の礼でもって見送ってくれる中、ジュリウスは二人に向けて軽く会釈をしたのち、立ち去っていった。
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　その頃。

（嘘、信じられない）

　と、シエラは力いっぱい思うものの、ジュリウスが嘘をついていると言いたいわけではない。だがシエラ自身がジュリウスをベッドに誘うだなんてありえない。どう考えてもあの状況はジュリウスによって引っ張っていかれた、としか思えないのだが。

「でも、でも……あああ、やっぱり思い出せない！」

　声に出してみても結果は同じだった。

　記憶を辿ろうとするが、どうやってジュリウスと面会したかもわからない。そればかりか。

「昼食も……朝食もとった記憶がない……」

　シエラは言葉にしてからかぶりを振った。

「朝起きた記憶もないわ」

　そう、昨夜ベッドに入り、明日ビーズ細工をどこまで作るか進捗を考えていたところで記憶は途切れていて、何時に起きたのかも思い出せない。

　朝食のメニューもそうだし、午前中なにをして過ごしたのか、昼食になにを食べたのか、まるっきり頭の中は空っぽだ。

　さらには今日だけではなく、昨日も一昨日も。

「どういうこと？」

　ドレスアップしてジュリウスと面会しているのだから、眠っていたわけではないはずだ。

　寝室で会うわけはないので、接見用の部屋で彼を待っていたはず。そこで彼を迎え、会話し、寝室に移動したことになる。ジュリウスが正しいということになる。

「私が……誘った……？　まさか、信じられない。だって、ジュリウス様を前にして、まともな会話ができるとは思えないもの。なのに……男女の秘め事を私が求めて、誘ったなんて、ありえない……」

　うつむいて両手で顔を覆う。どれほど考えても信じられない。

　シエラはそれでもぐるぐると考えた。

　なにか納得できる理由。ここに至る経緯がないか。

「あ……」

　もしかして――という言葉が脳裏によぎった。

（ジュリウス様、どなたかと間違えていらっしゃる？　私ではない誰か他のとても美しい貴婦人と。じゃあ、いったい誰と間違えたのかしら……ああ、でも、私なんかとは比べものにならない素敵な方なのでしょうね……）

　しょぼん。そして、はあ、という盛大な落胆のため息。シエラの部屋で誰かと間違えるなど、それこそありえないのだが。

「いやいや、違う違う。私の部屋、この寝室で他の誰かと間違うなんてありえない。私……どうしちゃったのかしら。憧れの方との結婚に頭の線が切れちゃったとか？」

　自ら〝憧れの方〟と言葉にしてしまい、かぁっと赤面する。顔だけではなく体も熱い。

　あのままなにもせずにいたら――そう思うとクラクラしてくる。

　未経験の処女とはいえ、男女の営みがどのようなものかくらいは知っている。社交界デビューをする際、知らぬ間に間違いを犯してはいけないと、乳母や家庭教師たちから正しい知識を与えられるのだ。

　軽いキスは次第に舌を絡め合う濃厚なものへと変化し、ジュリウスの大きな手が全身を愛撫する。互いに全裸になって肩も胸も腹もこすり合わせ、そしてあんな事やこんな事を――

「はわわわわっ」

　脳内で再生される映像――もとい妄想にシエラは悶絶した。

「無理」

　これらをしてほしいと自らジュリウスに訴えるなど絶対ないと断言できる。

（でもでも、ジュリウス様が嘘をつくわけがないし、色事を女性のせいにされる方でもないと思う。ということは、やっぱり言葉通り私が誘ったということ……でもでもでも、まったく覚えていない。だってジュリウス様と顔を合わせた記憶もないし、そもそも朝起きた記憶もない……ってことは、私、病気!?）

　至極妥当な答えに行き当たった――気がした。これならば全方向にて納得ができる。

　よくわからないタチの悪い病気にかかり、意識のないまま行動してしまう。

（これしかない！　ああ、理由がわかったとしても、どうしたらいいの？）

　誰かに相談すべきだろう。一人で考えていてもどうにもできないのだから。

（カリタやリリアーナに？　侍女なのだから諸々の協力は必須だわ。だけど病気自体の相談をしたって二人になにかできるわけじゃない。であれば、医者だわ。病は医者の領分だもの。あ、その前にお父様とお母様に話さないと）

　シエラはばっと身を起こし、ベッドの縁に座ってから立ち上がろうとした。

　が。

「あ、待って」

　記憶が飛んでしまう病気にかかりました――と言えば、持ち上がった縁談は間違いなく破談になるだろう。いかに正統な血筋の王女であっても〝なにをやっているのかまったく覚えていない者〟を侯爵家に嫁がせるわけにはいかない。

（破談……）

　現実がズシリと圧しかかってくる。

（ジュリウス様との結婚がなくなる）

　こんな臆病者の引きこもりなど迷惑だ、とへこんで言ってしまったばかりに母から超ド級の怒りを買ってしまったというのに、いざ破談という現実を突きつけられたら、これほど辛いなどと。

　矛盾すぎる。勝手すぎる。とはいえ、それはシエラの本心が炙り出されたものだ。

（本心……）

　鼻の奥がツンと痛くなり、視界が一気に滲んだ。

（憧れていた自覚はあったけれど……好きだったのだわ、あの方が。夜会に出たくなかったのも、ジュリウス様が多くの女性に囲まれているあの輪に入れない自分が情けないから）

　王女だから無下にできない、そう思われて優しくされることが嫌だったはずなのに、王女だから自らの力では実らない恋が成就したというのに、この結末とは。

　父王に言うべきか、それとも隠して結婚してしまうべきか。

　理性は前者を勧め、感情が後者を願っている。

「……うっ」

　前者を選ぶべきだと理解しているのにできずにいる。

　どうしていいのかわからない。その苦しさが涙を呼ぶ。

「うう……つ、う……」

　シエラはドレスのスカート部分を掴んで顔に押し当て、声を殺しつつ必死で感情を押し込めようとした。
















第四章　深まる謎












　ジュリウスは王宮の中でもあまり人の出入りのない小さな庭園に向かっていた。

　賊よけの篝火がたかれているので夜でも相応に明るい。衛兵が等間隔に立って警備をしている。ジュリウスの顔は知られているので、誰も声をかけることはなかった。

　目的の場所に到着すると人影を見つけた。

「ミュレ嬢」

　そっと声をかけるとリリアーナがパッと振り返り、ジュリウスを確認するや否やこちらに駆けてきた。

「ジュリウス様！」

「お待たせしてしまったようで申し訳ない」

「いいえ！　今、来たところです。気になさらないでください」

「そうですか、それはよかった」

　微笑みかけ、近くに設置されているベンチに向けて手を差し出す。リリアーナは満面の笑みを浮かべて座った。

「こんな時間にお呼び立てしてすみません。伺いたいことがありまして」

「どういったことでしょうか？」

　リリアーナは嬉々とした表情で、体ごとジュリウスに向いている。

　前向きすぎるほど前向きな態度にジュリウスも一瞬顔を顰めたが、すぐに笑みを戻した。

「あなたは八つの時にシエラ王女殿下の話し相手に任命され、以後、ずっと傍で仕えていらっしゃいますよね？」

「はい。光栄なお役目を拝命できて誇りに思っております」

「誰よりもシエラ王女殿下のことを知っていると思うのですが」

「もちろんです。シエラ様に信頼されているものと自負しております」

「あの方は引きこもって趣味に勤しんでおられると聞きますが、本当にそうなのですか？」

「ええ。ずっとビーズアクセサリーを作っていらっしゃいます」

　ジュリウスが、ふむ、と頷く。

「呪いの護符を作っているとかよからぬ噂もありますが、シエラ様のご趣味はビーズ細工です。本当にやり始めたら寝食を忘れて何日だって没頭しておしまいになります。わたくしたちは根を詰めないようにと、時間配分など気をつけておりましてよ」

　ジュリウスは手を顎にやって少々考える仕草をする。それをリリアーナがじっと見つめている。

「放っておけばいつまでも……」

「はい、朝から晩まで、ずっとです」

「……本当に噂通りおとなしい方なのですか？」

「おとなしい？　ええ、その通りです」

　ジュリウスは低く唸って視線を空に向ける。しばらく沈黙してから顔を戻した。

「おとなしくないシエラ王女殿下、というのはどうですか？」

「は？」

　リリアーナの反応に質問がおかしかったと察して思わず自分に苦笑した。

「わかりにくかったですね、すみません。まったく印象の異なる態度を取るとか、普段はおとなしいのに急に積極的になるとか」

　リリアーナは「積極的？」と反芻しながら首を傾げた。

「そんなことはまったくございません。シエラ様は本当に臆病者、あ、いえ、気の弱い方なのです。それよりも時間をかけて作ったアクセサリーを気前よく人に差し上げてしまわれるような方なので」

「色事についてはいかがですか？」

　篝火が照らす程度の暗い中でも、リリアーナの顔が朱色に染まっていることがはっきりとわかった。

「シエラ様はまったくうぶくていらっしゃいますわ。ですが、わたくしやカリタなどは多少のことは存じ上げておりましてよ」

　リリアーナの瞳に艶やかな色が差す。瞳の奥で揺れる彼女の気持ちをジュリウスは察していたが、今はそれどころではないし、興味も湧かなかった。とにかくシエラが二重人格なのかどうかが知りたいのだ。

　とはいえ、はっきり「二重人格ですか？」とは聞けないので遠回しに尋ねているのだが、どうにもうまく伝わらない。

「あの」

　ジュリウスが次の質問の仕方を考えあぐねていると、リリアーナのほうから声をかけてきた。

「なんでしょう」

「ジュリウス様はこの度のご縁談、喜んでいらっしゃるのでしょうか？」

「と、言うと？」

「まだご結婚は考えていないと、いろんなところから聞いておりました。それが国王陛下からの一方的な命令で、お気の毒なことだったのではないかと思いまして」

　きわどい質問になんと答えようか思案するが、ジュリウスはふとあることに気づいた。

（俺、意外と嫌だと思っていない？）

　最初、国王から命じられ、また父や兄に窘められた時は不満であったが、いざシエラと対面すると、その嫌な気持ちが吹き飛んでしまっている。もちろん、イメージと異なってあんな態度を取られ、先ほどはあわや関係を持ちそうになってしまったが、今にして自分の気持ちを確認してみると、素直に受け入れようと思っていることに気づく。いや、それ以上に、不可解なシエラの様子の正体、もしくは理由が知りたいと強く思っているのだ。

　ジュリウスは微笑んで誘ってくる彼女の顔を思い浮かべ、妙に心臓が鼓動を打つのを感じた。

　まだ少し幼さを残す愛らしい顔に、妖艶な大人の色を覗かせる瞳と仕草。あのまま進んでいたら、今頃、極楽な時間を過ごしていたかもしれない。

「ジュリウス様？」

「え、ああ、そうですね、今までの私の言動からしたら、そう思われてもやむを得ないですね。ですが、王家の姫君の嫁ぎ先に当家を選んでくださった陛下の温情は、たとえようもないものです。こたびの話はとてもありがたいことと喜んでいます」

「本当に？」

「本当です」

　リリアーナが唇を噛んでいる。それを無視して質問を続ける。

「それよりもミュレ嬢、シエラ王女殿下は物忘れがひどいとか、よく記憶が飛ぶとか、そういうことはありませんか？」

　リリアーナはなんとも形容しがたい表情を浮かべた。まなざしは咎めるような、あるいは悲しむような、そんな色を浮かべて揺れている。そのくせ唇は真一文字に引き結ばれ、ぎゅっと力が込められていることが如実にわかった。

　だが、一拍置くとジュリウスの質問を正確に理解したようで、とたんに怪訝な顔になった。

「記憶が飛ぶ？」

「あ～～、例えば、まるで別人と話しているみたいに話が噛み合わないとか」

　言いにくくて目を泳がせるものの、リリアーナがじっとこちらを見つめているので元の位置に戻した。それでもバツが悪くて思わずへらっと愛想笑いを浮かべてしまう。

「そんなことはありませんけど」

「一度も？」

「ええ。シエラ様は記憶力のよろしい方です。ご自分から話しかけておしゃべりに熱中するタイプではなくて、相手の話を聞く聞き上手ですが、話が通じないということはありません。よく覚えていらっしゃるから、こちらのほうが、その話いつしたっけ？　と思うくらいですわ」

「……そうですか」

「なにかございましたの？」

　心配そうにするリリアーナに向け、ジュリウスは小さくかぶりを振った。

「私のイメージ違いだったのかもしれない。すみませんでしたね、呼び出してしまって」

「いいえ、お気になさらないでください。わたくし、ジュリウス様のお力になれるなら、いくらでも協力いたしますわ」

　ジュリウスの顔を見つめながら、きゅっと身を寄せてくるリリアーナをどう対応しようか思案しつつ、つい気になるシエラの二重人格疑惑のことを考えてしまう。

「あの、ジュリウス様、わたくし」

「ミュレ嬢のご協力は本当に助かりましたよ。ありがとう。他の方々にも聞いてみます」

　けん制の言葉にリリアーナが目を瞬く。あまりはっきりと言うのも今後に障りそうなので極上の笑みを向けると、とたんにリリアーナの目がとろりとしたまなざしに変わった。

「あなたの協力は欠かせませんので、これからもよろしくお願いします」

「はい！」

「あまり長く部屋を離れたら周囲の者が怪しむでしょう。行ってください。私は時間差で戻りますので」

「……でも」

「さぁ」

　そっと肩に手を置いて軽く押すと、リリアーナはあきらめたように立ち上がった。軽く礼をして身を翻す。歩き始めても名残惜しそうに何度か振り返ったが、やがてその姿は消えていった。

「マズかったかな」

　ぽつり呟く。あの目つきは恋する乙女のまなざしだ。シエラとの結婚が決まった今、リリアーナがいかにアプローチしてもどうにもならないというのに。まさか愛人になりたいわけでもあるまいし。

（破談にできると思っているのだろうか。もしくは陛下に物申せるだけのなにかを掴んでいるとか？　まさか）

　ここまで考え、あ、と思った。

（ああは言っていたが、実は王女の秘密を掴んでいて、その気になればいくらでもなんとでもなるとか。秘密……なんだろ。呪われてるとか）

　自分で考え、バカらしくて笑えてきた。顔に浮かぶ笑みを自覚し、真顔に戻す。

（真面目に考えよう。とにかく今は王女の正体を見極めないとな。二重人格でなければなにか病を患っている可能性がある。引きこもりはそれを隠すためかもしれない。うん、やはりこの筋が一番自然で納得できる。ミュレ嬢はそれを知っていて、やり方次第でこの縁談を破棄できると考えているのかもしれない。となれば……）

　脳裏に浮かんだのはもう一人の侍女、カリタ・クレミアの顔だ。

　こちらは公爵令嬢で、数代前の当主の時代、戦争で大変な武勲をあげて伯爵位から格上げされた軍人系の家柄だ。現在も絶大な力を持ち、王家を支えている。

（クレミア嬢にも確認しておく必要があるな。それに下働きの者たちもだ。それ以外は、接触がほとんどないだろうから無駄だろう）

　ジュリウスは一人、うんうん、と頷き、さっと立ち上がって歩き始めた。

　するとどこかの夜会からの帰りなのか、少し顔を赤らめた知人とばったり出くわした。名前はアベル・ジャニーといい、ジャニー伯爵の三男坊である。ジュリウスより一つ年上だ。

「やあ、これはジュリウス。今宵は一人か？」

「今宵はって、人聞きの悪いことを言わないでほしいが」

「ああ！　そうだ、お前、シエラ王女殿下と婚約したんだって？　どういうことか教えろよ」

「どういうって、普通に王命で姫と結婚しろと言われたんだ」

　アベルは「おお！」と歓喜なのか驚嘆なのか、なんだかよくわからない声を上げた。

「それにしても、社交界の色男、ジュリウス・オルフォンス殿の妻があの王女とは、神もなかなか面白いシナリオを用意してくださるものだ」

　ジュリウスは目を眇めた。いつもなら「人のこと言えるのかよ！」とツッコミを入れて終わりだが、シエラの人格について疑問に思う今は、アベルの言葉にもなにか裏の意味があるのではないか、と勘繰ってしまう。

「あの、って？」

「そりゃ決まっているだろう。臆病者で引きこもりの王女様、だ。まぁ、その分、気弱で下々にも優しい、とは聞くけどな」

「それだけか？」

「人と接してなにかするってのが極端に苦手なんだろ？　趣味の呪いの護符作りをずーーーっとやってるそうだしさ。集中力は見上げたものだって聞くが、単純に人見知りなだけだろう。呪いの護符ってのも、願掛け用のなにかじゃないのかなぁ」

　はっはっはっ！　と笑うアベルをジュリウスはチラリと見、それから目を逸らした。

「なんだよ、その意味深な態度は」

「……いや、それよりもアベル、シエラ王女は人によって態度を変えるとか、実は偉そうだとか、そういう話は聞かないか？」

「ないだろ、だって〝変人王女〟って噂もほとんどやっかみだろうし、なんたって直接王女と接する者が極端に少ないんだからさ」

「なるほど、確かにそうだ」

「むしろこっちのほうがお前から教えてほしいところだ。本当のところ、シエラ王女はどんな女性かってさ。まぁでも、名誉だよなぁ、おめでとうよ、ジュリウス」

　どう見ても本気で祝っている気持ちはないであろう態度だが、そのことには触れず、ジュリウスはうっすら笑って軽く手を挙げ、友人と別れた。

　翌日からジュリウスは顔を合わせる者は身分を問わず片っ端からシエラの印象について聞いて回った。

　性格、記憶力、言葉遣いや口調、表情を含めた行動。

　みなの返事は判で押したように、おとなしい、引っ込み思案、あがり症、とジュリウスが今まで抱いていた印象通りで、期待を裏切らなかった。

（じゃあ、俺が見たシエラはいったいなんなんだ？）

　人に聞けば聞くほど説明がつかない。

　そんな中、シエラからアクセサリーをもらったという下働きのメイドに、その品を見せてもらう機会を得た。

「これ？」

「はい！　王女殿下付のメイドになったということでご挨拶をいたしましたら、翌日、これをくださったのです。王女殿下から贈り物をいただけるだけでこの上もない幸福だというのに、手ずから作ってくださるなんて言葉もありません。一生涯の宝でございます！」

　当時のことを思い出して語る娘の目には感動のあまり涙が浮かんでいた。

　ジュリウスはメイドが差し出すアクセサリーを手に取り、じっくりと観察した。

　それは二センチくらいの幅のブレスレットで、色とりどり小さな花が組み合わさっている模様だった。一つでも色を間違えれば全体が台無しになってしまうだろうに、完璧な仕事ぶりである。

「確かに細かくてすごいな。これを一晩で作ったのか」

　けっして大きくはないので一晩でやり終えたのだろうが、この小さな穴にテグスを通すだけでもジュリウスには気が遠くなる作業だ。

「わたくしも手先は相応に器用なつもりでおりますが、これはとても。ですが王女殿下がおっしゃるのには、この程度はたいしたことはないそうなのです。王女殿下は根気のいる作業を集中して行うことがとても好きなのだとおっしゃっていました」

「……なるほど」

　こんな感じで聞き込み調査を行い、シエラと婚約の顔合わせをしてからちょうど二週間が経った日、ジュリウスはカリタから、シエラと夕食をともに、と告げられて出向いていた。

　外はすっかり日が暮れている。窓の外、遠くで揺れている篝火がガラスをオレンジに染め揺らしていて幻想的だ。

　初冬とはいえこれだけ篝火が焚かれていれば、一枚厚めの上着で充分だ。白銀に輝く月も美しいし、二人だけの時間としては上々だ。この〝二人〟が真に愛し合っている恋人同士ならば。

「お待たせしましたか？　出頭に知人に会ったもので、出遅れました」

　正装姿のジュリウスが礼儀正しく紳士の挨拶をする。腰を落として手の甲に口づける姿は優雅で、シエラは頬を赤らめて見つめている。

「ドレス、お似合いですよ」

　純白のドレスは月から舞い降りてきた妖精を思わせる可憐さだった。

　ドレスの至る所に細かなクリスタルビーズが散りばめられていて、篝火の灯りを受けてキラキラと輝いている。

　さらに髪飾りからペンダントから、装飾品もクリスタルビーズが編み込まれているもので、その細かな意匠はため息ものだ。

「アクセサリーも素晴らしい。匠の技ですね」

「…………」

「王女殿下？」

「お……」

「お？」

「お恥ずかしいですけれど、お褒めにあずかり光栄でございます、ジュリウス様。そう言っていただけたら頑張った甲斐があります」

「はは、そんなたいそうな」

　自分に会う程度でそんなに頑張って着飾ったのか、なんて思い笑うジュリウスに対し、シエラは未だに頬を赤らめたまま首元のペンダントに指をやっている。

「匠の技だなんて、好きが高じただけなのに」

「……え？」

　ジュリウスはシエラの言葉に目を見開き、じっとその愛らしい顔を見つめた。そしてシエラの趣味がクリスタルビーズ細工だということを、今さらながらに思い出した。

「好きが高じたって、まさかそのアクセサリー、王女殿下のお手製？」

「はい。え？　アクセサリーのできを褒めてくださったのですよね？　刺繍や編み物はしますが縫い物はしないので、ドレスはお針子に用意してもらうのですが、装飾品は自分で作っています」

「…………」

　ジュリウスの目が、これを自分で？　と語っている。

　確かに鉄や銀など火が必要なアクセサリーではない。テグスやワイヤーなどを使ってクリスタルビーズを編み込み、模様や形状を整えているといったものだ。

　だがそれでも、その細かさは普通に職人が作った物だと見紛う完成度だ。とても蝶よ花よと甘やかされて育つ、深窓の令嬢が作れるとは思えなかった。

「あのぉ」

　そこへ脇から声がかかった。二人がはっとなって顔を向けると、カリタとリリアーナが立っている。

「お食事のご用意をさせていただきたいのですが」

　カリタの言葉に立ち話をしていたことに気づき、二人は慌ててテーブルについた。

　メイドたちを従え、カリタとリリアーナが食事をテーブルに並べる。

　カリタが前菜を置いている間にリリアーナが食前酒をグラスに注いだ。

「では、乾杯」

「乾杯」

　チン、という高い音が響く。

　食事をするシエラの様子は一国の王女らしく仕草の一つ一つが洗練されている。

　高位の令嬢にありがちなツンとした高慢な感じが一切ない。特に王族はその地位だけに傲慢な様子が見え隠れするものだが、それが感じられなくてジュリウスは驚きつつも噂通りで納得した。

（そうだよな、俺もそういうイメージだったから）

　それにしても――と、ジュリウスは続けて思う。

（本当にすごいな）

　シエラの身につける宝飾品があまりに精巧で目を奪われる。目を瞠る匠の技だ。なにも言われなければ間違いなく、腕のいい工房から買い入れたものと思うだろう。もしかしたらこの王女はとんでもない才能の持ち主なのではないだろうか、と思った瞬間、閃いた。

「王女殿下、ぜひアクセサリーを作っておられる様子を、拝見させてもらえないでしょうか」

「えええっ!?」

「そんなに驚くことですか？」

　シエラの目が大きく見開かれ、フォークに刺したテリーヌを口元に向けたまま固まっているのだ。口は驚きのままあんぐりと開いている。

「それは……えーっと」

　シエラはナイフとフォークを皿に置くと、うつむいてしまった。

「王女殿下？」

「それは、あの……お許しいただきたいです」

「どうしてです？」

「私、アクセサリー作りを始めたら、集中してしまって周りが見えなくなってしまうのです。お傍にジュリウス様がいらっしゃるのに、存在を忘れてしまって失礼をするのは目に見えていますので」

　謙虚に遠慮しているというよりも、本気で困惑しているといった感じだ。

　これ以上言うのも悪いかと思ったジュリウスであったが、妖艶な様子のシエラ、気恥ずかしそうにしている清楚なシエラ、この二つ以外のシエラがいるなら見てみたい、と強烈な衝動が起こった。ジュリウスの存在を忘れてしまうほど没頭するという姿がどんなものなのか、根気のいる作業をどんな感じで行っているのか、を。

「それでもぜひ見てみたい」

「……あの」

「王女殿下？」

「嫌です」

　気の弱いシエラが珍しくきっぱり言い切った。今度はジュリウスが目を丸くする番だった。だが、次第に沸々と笑いがこみ上げてきて、こらえきれず声を上げて爆笑してしまう。

　それにはシエラだけではなく、給仕のために傍に控えているカリタたちも面食らったような顔になっていた。

「ジュリウス様？」

「あははははは。ああ、失礼。だけど、あんまりきっぱり断られたものだから、つい。あはははは、いや、止まらない」

「…………」

「すまない、君、ワインを足してもらえないか？」

　君、と言って呼んだのはリリアーナだった。リリアーナの顔が、え？　という感じで驚きを示したあと、不服そうに眉間にしわを寄せたが、ジュリウスがそれに気づくことはなかった。アクセサリー作りに同席したいと言われて焦っているシエラも同様だ。

「ありがとう」

　ジュリウスはリリアーナが注ぎ足したワインを一気に飲み干す。テーブルに空のグラスを置くとリリアーナが再び注いだが、それには手をつけず、また顔すら向けずにシエラに対して話を続ける。

「あなたが私の存在を忘れるくらい没頭している様子を、傍で眺めていられるなんて光栄極まりない。それにのどかでいいと思いませんか？」

「……ですが」

「我々は間もなく結婚し、夫婦になるのです。互いに変に気遣うことなくリラックスできる関係になることは大切なことです」

　結婚、夫婦、という言葉にシエラの顔が真っ赤に染まった。

　あまりにわかりやすい反応が微笑ましい。すっかり落ち着きを取り戻したジュリウスは余裕の態度でシエラを観察している。

「ああ、ですが、私が傍にいたら集中できないので邪魔だ、ということならあきらめますが」

「邪魔だなんて！」

「であればいいでしょう？」

　そう言われてしまえばシエラもこれ以上拒否できないと思ったのか、頬を赤く染めたまま、こくりと頷いた。

「このあと、すぐにどうです」

「えーーっ、このあとですか？」

「善は急げと言いますから」

　ニコニコと微笑みつつ、有無を言わさぬ口調で告げると、シエラは助けを求めるようにカリタやリリアーナに顔を向けた。だが二人がなにも言わないことを悟ると、

「わかりました」

　と、観念したように答えた。

　その後、食事を終えた二人はテラスを出て、シエラの趣味用の部屋へと移動した。

「へぇ、こんな感じなんですか」

　部屋自体は広くなく、むしろ狭いくらいだ。壁には天井に届く棚が備えられていて、工芸の材料や道具が所狭しと置かれている。まさしく職人の工房そのものだ。

　特にビーズの種類は驚く品ぞろえで、色も形も多種多様だった。

「これは……」

　ジュリウスが目を留めたのははんだごてである。隣には火花から顔を守る盾まである。

「銅や真鍮も扱うものですから」

「テグスでのビーズ細工だけだと思っていました」

「石座や留め金などの金具も作るもので」

「なるほど」

　ひと通り見て回ると、シエラは作業台に向かい、ジュリウスは椅子を引き寄せて隣に腰を下ろした。

「アクセサリーを作っているんじゃないんですか？」

　食事中、シエラからクリスタルビーズ細工の工程を聞いていたので、思わず尋ねてしまった。というのも、ネックレスやブレスレットを作るのだろうと思っていたのに、作業台に置かれていたのは有名な油絵だったからだ。

「今はこれをクリスタルビーズで再現しようとしています」

「？　これ、絵、ですよね？　再現とは？」

「アクセサリーばかり作ってもつける機会もないですし、最近はクリスタルビーズを使って有名な絵画を再現することにしているのです。光の下ではキラキラと輝いて美しいですし、これならいくら作っても壁に飾ればよろしいですから」

　言っていることがわかるような、わからないような。ジュリウスは首を捻りながら油絵を眺め、ふとあることを思い出した。それはシエラが手工芸を始めたきっかけだ。

「そういえば、もともとはジグソーパズルがお好きだったのですよね？　でもかさばるばかりだから、工作を勧められたとか聞きましたが」

　ジュリウスのツッコミにシエラが顔を赤くし、恥ずかしそうにうつむいた。そして指をもじもじさせる。

「おっしゃる通りです」

　蚊の鳴くような声で返事をする。

「五千ピースくらいじゃないとつまらないのですが、それだと縦横が大きくて、みなに叱られまして。ですが、ビーズによる模倣なら、一つ作るのに時間がかかるけれど、出来上がってもコンパクトなので都合がいいのです。しかも色合いなど、自分で考えながらなので、よりやりがいがありますし」

　ジュリウスは五千ピースという言葉にめまいを覚えた。本人は軽く言っているがジュリウスからしたら正気の数字ではない。

　確かに一粒一ミリ程度のクリスタルビーズでは、縦横三十センチや四十センチの大きさであってもかなり時間がかかる。一つ仕上げても壁を占拠する幅は違う。

　それに紙の絵画より、光に輝くクリスタルビーズのほうが遥かに美しいだろう。

「ですが……これを一つ一つ紡いでいくんですか。自分で考えながら……気が遠くなりそうだ」

「集中できて楽しいです」

「……そうですか」

　としか答えようがない。

「では、どんな感じで作っておられるのか拝見させてください。私のことは忘れてもらってけっこうなので」

「ですが……」

「あなたの邪魔をしないよう、そっといなくなるでしょうから、どうぞ、お気になさらず」

　シエラは「そうですか」と申し訳なさそうに言い、作業机に置かれているルーペを顔に装着した。

「！」

　ジュリウスの目が、これ以上無理！　というほど見開かれた。

（マジかよっ！）

　それは目が点になるほどの不細工な作りのルーペだった。いや、ルーペというよりゴーグルだ。とても年頃の娘がするものではない。

（変人王女っていうのもわかる気がする）

　シエラはゴーグル型のルーペを装着し、テグスの通った細い針を手にしてクリスタルビーズを器用に拾い始める。

　唇は真一文字に引き結ばれ、横顔は真剣そのものだ。その表情は赤面してわたわたしている様子とはまったく異なる。

　ジュリウスは最初こそ驚いて引いたが、シエラの様子に視線を奪われた。

（まるで別人だ）

　そう思った瞬間、ビリリと雷に打たれたような錯覚に陥る。別人、という言葉に脳が反応した。

（やはりシエラは二重人格なのか!?）

　答えに行きついたような気がしたが、ジュリウスは刹那にその考えを否定した。まだ違う、真の答えに行きついていない、と。

（あの時の妖艶な感じでもない。ということは三重人格？）

　椅子に座りながら身を動かしたのでカタンと音がした。それに反応してシエラがこちらに顔を向ける。目が合うと頬を朱色に染め、慌てて逸らした。それが思いのほか、愛らしい。

（へぇ）

　真剣なまなざしで手元を動かしている仕草も、目が合って恥ずかしそうにもじもじしている様子も、どちらも愛らしい。まぁ目元は不細工なゴーグル型のルーペで笑えるが。

（これもちょっと違うかな。ギャップ萌えってヤツかも？）

　おとなしいシエラが真剣な様子で集中している姿の落差に心が騒ぐ感じだ。

　ジュリウスはムクムクと悪戯心が湧いてきて、手を伸ばしていた。邪魔はしないと言ったばかりだというのに。

「え？　ひゃっ！」

　ジュリウスの指がシエラの頬に触れて、撫でている。いきなりのことにシエラは座ったまま跳び上がって驚き、あわあわと慌てて叫ぶようにジュリウスの名を呼んだ。

「ジュリウス様？」

「おとなしいだけの姫君かと思っていましたが、真剣な様子はなかなか痺れさせてくれる」

「え？　はっ？」

「シエラ王女殿下、いや、シエラ。我々は婚約しているのだから、これくらい、いいでしょう？」

　シエラの顔が今にも爆発しそうなほど真っ赤に染まった。それがまたジュリウスの悪戯心を駆り立てる。

　触れる指を手のひら全体にし、ゆっくりと顎に移動してシエラの顔をクイっと上に向かせた。そしてジュリウスが立ち上がる。

「あっ、あのっ、なにをっ」

　顎を固定され、上向きの状態でジュリウスを見上げるシエラは、覆いかぶさるようにして微笑んでいるジュリウスの真意がわからず大混乱している。

　愛らしい唇は無防備にぽっかり開いていた。ジュリウスはなにも言わないままゴーグル型のルーペを避けて顔の角度を変え、ゆっくりと近づけて重ねる。

　たったそれだけのことなのに、やや緑がかった青い瞳がとろんと蕩け、ただただジュリウスを見つめている。もちろんルーペ越しで目玉が三倍くらいデカくなっているのだが。

　ジュリウスの体がゆっくりと離れると、シエラの唇から熱くて甘い吐息が漏れた。

　なにか言いたげであるが言葉が出てこないといった様子だ。その表情が妙に艶やかではあるがうぶさがまじっていて、戸惑いと期待が伝わってくる。

（違う……）

　ジュリウスはそう思った。

　顔合わせの時、そしてその次に会った時に見たあの妖艶さではない。

　あの時は驚きや戸惑い、そして恥じらいなど皆無で、男や色事に慣れた感が強かった。こちらが引き込まれるほどに。

　だが今、訴えるようなこのまなざしは、次をねだるようなものではなく、自身がこれからどうしていいのかわからず助けを求めるものだと感じる。

「ダメ、です……こんな」

「こんなとは？」

　薄れかけていた顔の赤みがまた濃さを増した。シエラは視線だけを横に逸らせ、愛らしい唇を震わせる。

「男女のことは、その……結婚してから……」

「真面目だなぁ」

　つい出てしまった言葉にシエラは耐えきれずぎゅっと両目を閉じた。

「初夜まで純潔を守るなんてひと昔前のことだろ？」

　ジュリウスの言葉にシエラが目を見開いた。言葉の内容ではなく今まで礼儀正しい言葉遣いだったのが、急に親しい間柄で使う砕けた口調になったからだろう。だが、くどいがルーペ越しなので、青い目は三倍増しだ。だからさっきよりもさらにデカい。ジュリウスは笑いそうになる自分を必死でこらえた。

　一方、シエラのほうは、ジュリウスがいきなり親しむような口調に変わったことに緊張してしまい、呼吸困難に陥ってしまったようで、金魚のように口をぱくぱくと動かすだけだ。

　ジュリウスはふっと微笑みながら首筋に吐息をかけ、それから額にチュッと口づけた。

「我が姫がそう言うのなら、今日はここまでにしておこうか。早く続きができるよう、挙式の日取りを早めようか？　そのほうが諸々いいと思うんで。さて、と、ではこれで失礼する。また」

「……はい」

　消え入りそうな返事をするシエラに軽く手を挙げて退席すると、深く礼をして迎えるカリタとリリアーナに会釈をして、王女の間から足早に立ち去った。

　歩きながら、首を傾げる。

（夕方とはいえ、まだ日がある時刻に誘いをかけ、みながその気になる夜に拒む……どういうことだ？　普通は反対だろう。だが、これは真剣に原因追及をする必要があるな。もし本当に病気なら……さすがに破談か。いや、それはあるまい。理由が王女の病気だなんて口が裂けても言えないし、王族に病を持つ者がいるなんて知られることはあってはならない）

　そこまで考え、ジュリウスは大きく肩を落とした。

（ってことは、どんな病を患っていようと、俺が一生面倒を見なきゃいけないってことか）

　胸中でそんなことを考えながらも、その整った甘いマスクには笑みが浮かんでいる。

　長く広い廊下をカツカツと音を立てながら歩くジュリウスの足取りは軽かった。
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　その頃。

　シエラはぼんやりしていた。

　いきなりキスされて全身が熱くなり、血が沸騰してしまったような錯覚。それが落ち着いたら猛烈な虚脱感がやってきた。

　テラス窓に歩み寄り、ガラス越しに煌々と輝く白い月を見上げる。と同時に、そのガラスに映っている自分の顔に気がつき、なにとはなしに見る。ルーペのおかげで顔半分は隠れているが、そんなことは気にせず、そっと唇に指を当てた。

（ジュリウス様……）

　優しく微笑まれることは互いの立場を考えれば当たり前だろう。王女である自分は誰からも敬われる。ただその言葉や態度が本心ではないと思え、それがシエラの心を傷つける。〝変人王女〟とまで囁かれる自分のような引っ込み思案の引きこもりを心から敬ってくれる者などいないと。

　だが、さっきのジュリウスの砕けた口調はシエラを痺れさせた。彼のパーソナルエリアに入れてもらえたような気がするからだ。それがたまらなく嬉しい。

（私……ジュリウス様の妻になることを受け入れてもらえたのかしら。だったらいいのに）

　表向き、建前ではなく、心からこの縁談を良としてもらえたのか。脳裏でジュリウスの面影を追う。

（ジュリウス様……）

　シエラは胸に手を置き、瞼を閉じた。心臓が痛いほど高鳴っている。はぁ、という吐息が静かに響いたのだった。

















第五章　異変の正体












　今朝は快晴で澄んだ風が心地よい。整えられた庭園は赤や黄に染まった木々で華やいでいるけれど、風によって枝を揺らすと多くの葉を落とす。花々もビオラやマーガレットなどが盛況で、一面を麗しく彩っている。

　朝食を終えたシエラは、そんな美しい庭園を展望できる広いバルコニーで読書に耽っていた。

「ここにいたのね」

　リリアーナが歩き寄ってくる。シエラは本から顔を上げて視線をリリアーナに向けた。

「最近、ビーズ作りは乗らないの？」

「どうして？」

「だって……いつもは朝食を終えたらすぐにビーズ細工に没頭していたのに、近ごろは夜しかしないでしょ？　それに、あなた、あまり本は好きではなかったはずよ？　しかも、ロマンス小説とかじゃなく、歴史書だなんて」

　リリアーナの言葉にシエラが微笑む。

「少しは勉強しないと恥ずかしいかしらと思って」

「……そう。ところでシエラ、聞きたいことがあるの」

「なにかしら」

「ジュリウス様とはどんな話をしているの？」

「話？　話とは？」

「だから、その、結婚について……」

　リリアーナは最初こそ意気込んだ感じであったが、次第に尻つぼみになって目に動揺が浮かんでいる。それはシエラがまっすぐ見つめ返してきたからであったが、そのまなざしには今までの彼女にはなかった強い力があることに、気持ちを焦らせているリリアーナは気づかなかった。

「もちろん話しているわよ。だから三か月も待てないと言っているのだけれど」

　ぎょっとしたように目を見開くリリアーナに、シエラは口元にうっすらと笑みを浮かべた。

　それはおとなしくて気弱な彼女のものではない。それどころか、見るほどに貫禄を感じる。

「あなたは彼の心が気になるのかしら？」

「……ま、まぁ、それは……もちろん」

「もちろん？」

「だって、国王陛下からのいきなりの命令でしょ？　あなたもジュリウス様も気持ちがついていかないと思うわ」

　シエラの口角がますます上がる。だが口元は笑っているのに目はそうではない。

　リリアーナがなにか言おうと口を開きかけると、ヒュウっと風が鳴いた。シエラの手元にある本がバラバラと音を立ててページを巻きたてる。いつの間にか風がずいぶん強く吹くようになっていた。

「ジュリウス様は素敵だものね。あなた……リリアーナもそう思うでしょ？」

「もちろんよっ。社交界の人気者で、女性との噂は絶えない方よ。結婚なんてまだしばらく無縁とおっしゃっていたのに、陛下からいきなり頭ごなしの命令ですもの」

「そうね。わかるわ。花から花へと移り行く蝶のようなお方と思うもの。でも、お父様の命令には誰も逆らえない。だから私と結婚しないといけない。気の毒、あなたはそう言いたいのね？」

　その通りだ――と、リリアーナの目が語っている。

　シエラは余裕の表情のまま、リリアーナに返事を促すように小首を傾げた。

「今までと変わらず女性に人気で、ご本人も浮き名を流すことを望んでいらっしゃるのよ。その証拠に、貴婦人だけではなく下々の娘たちにも愛想よく話しかけていらっしゃるわ」

「あら、そうなの？」

「そうよ。だから、想い合っていないってことだものっ」

　必死のリリアーナは両の手をぐっと拳にして握りしめ、必死になにかをこらえている。

　そんなリリアーナをじっと見つめるシエラは、瞳に燃えるような感情を浮かべながらも、へらっと口角をより高くつり上げた。

「リリアーナの言うことは正しいかもしれないけど、そういう蝶をいつまでも野放しにするのはよくないわ。私という籠に仕舞ったほうがいいのよ」

　ぜっ、とリリアーナが息を詰めた。シエラが妖しく微笑む。

　リリアーナにとって見たことのない笑みのはずなのに、突きつけられた言葉の鋭さに心を囚われてしまっている。悔しげに唇を噛みしめ、拳を震わせながら淑女の礼をして身を翻す。

　そんな姿をシエラは可笑しそうに眺めたものの、すぐに視線を逸らして立ち上がった。そして部屋に入り、テラス窓を自ら閉めた。

「あの男に惚れているのか。気の毒なことだ。花を渡り飛ぶ蝶を追っても幸せにはなれない。それにあの男は私がこの手で息の根を止めるだから、さっさと忘れたほうがいい」

　シエラの愛らしい顔、その眉間に深いしわが寄り、目には激しい怒りが浮かび上がる。だが、刹那にその表情が変わり、シエラは右手で右側の目元を覆った。

　くらりとめまいが襲ったのだ。

　シエラはテラス窓の外を見た。

「たっ、太陽が欠けている！　なんと！」

　頭痛がひどくなり、立っていられなくなってきた。

　太陽が少しずつ欠け、周囲にゆっくりと影が落ちる。それに呼応するように、シエラの意識が揺らぐ、最後にはガクリの膝が折れ、その場に崩れ落ちた。









　――五千年前、古代マリシュ王国






「どういうことだ」

「どういうこと？　簡単なことよ、大金持ちのレッド公爵の愛人になることが決まったから、そっちに行くだけのことよ」

　神殿のような美しい宮殿を背にし、若い男女が向かい合って言い争っている。

　純白のトーガをまとった男性は、軽くウェーブのかかった長い金色をうなじで一つにまとめている。細身で少し顔色が悪く見える。男性の名はフィール・ストラトス。この国の王子だ。

　対して女性はザウリという名の、フィール王子の恋人だ。胸元が開いたドレープたっぷりのキトン姿の、色気の漂う美女だ。

　フィール王子が伸ばした手を、ザウリはつれなく払った。

「あなたのおかげで王宮に出入りできるようになって、素敵な出会いにつながったわ。いつまで生きるかわからない王子様では、私の未来が不安定なの。私のことを愛しているのでしょう？　だったら栄えある未来を祝して、快く見送って頂戴」

「ザウリ、魔道の力で弱い体を治す。だから、行かないでくれ」

「では、今すぐ治してよ。そして王太子になってよ」

「それは……」

「六歳の時から魔道とやらを始めたのでしょ？　今は十九よ？　十年以上も鍛錬しているのに、まったく治る見込みがないんでしょ？　むしろ悪化している。もう人の手がないと歩くのも難しい。これがなにを意味しているか、あなたはわかっているの？」

「意味？」

「そうよ。一つは魔道なんかインチキで、体を治すなんてできないこと。もう一つは、魔道で体が癒えるのだったら、それができないあなたはポンコツだってこと！」

「…………」

「あなたの体が癒えて、王太子になる日なんて来ないのよ。持病もちでいつ死ぬかわからない男に用はないわ。あなたの立場を利用させてもらった。そして公爵を釣れたのよ。大成功よ。あはははははっ！」

「ザウリ、私はお前をこんなにも想っているのに、お前の愛は偽りだったと言うのか」

「あら、偽りだなんて言わないわ。今まで相手してあげていたことは事実じゃない。夢を見させてあげたじゃない。誰からも相手にされず、女を知らないままあの世へ行くところを、私がいろいろ教えてあげたのよ？　この世に未練はないでしょう。感謝してほしいものだわ。じゃあね、ポンコツ魔道王子様！」

「待て、待ってくれ、ザウリ！」

「あーあ、私、千年伝わる王妃のブルーダイヤが欲しかったわ。とっても残念」

　ザウリはフィール王子を見ることもせず、愚痴を言いながら、黄金色に輝く長い髪を風に靡かせて颯爽と去っていった。

「そんな……」

　フィール王子はガクリと膝から崩れ落ちた。

　生まれながらに体が弱く、侍医の診療と大神官の占術によって長くは生きられないだろうと告げられ、立太子されなかった気の毒な王子だ。それゆえ厳しい王子教育を免れて自由にさせてもらえることになり、自身の体を癒やすために魔道を学んで、今では〝魔道王子〟と呼ばれている。

　そして先ほどフィール王子を袖にして去っていったザウリとは二年前に知り合い、恋に落ちた。フィール王子はザウリの美貌に落ち、ザウリはフィール王子の〝王子〟という立場に惚れた。しかしながらザウリは〝公爵〟という立場の男に恋をしたようだ。

「だから言ったんじゃないか、あの女はダメだって」

　二人の様子を木の上から眺めていたのはフィール王子の弟子のマリオンだ。マリオンはぴょんと飛び、宙で一回転すると見事に着地した。

　年の頃は十四、五歳ほど。肩ほどまでのやわらなか金髪の美少年である。

「師匠のことは僕が見てあげるんだから、よそ見なんてせず、僕の世話になっていればいいんだ」

「いや、それは……」

「師匠が心優しい王子様だってこと、僕はよく知っている。だから心から大切に想っているよ」

　フィール王子は困ったような顔をしてマリオンを見つめるものの、最後には微笑んだ。

「どうしてそこまで私を想ってくれるんだか。でも、嬉しいよ」

「うん！」

　マリオン曰く、怪我をした上に空腹で困っていたところを、フィール王子が助けてくれたとのことだ。まったく身に覚えのないことだったが、マリオンが目を輝かせて言うので、そうだったのだろうと思うことにした。さらに魔道を学びたいと熱心に頼まれ、了解し、以後三年、弟子として傍に置いている。

「それにしても」

「なに？　師匠」

「お前を弟子にしてから三年が経ったのに、ぜんぜん成長していない」

　マリオンは目を丸くし、背筋をピンと伸ばした。

「僕は師匠より優秀な魔導士だと思うけど。毎朝同じ時間にピタリと起きる魔法とか、植物がよく成長する魔法とか」

「……太陽絡みの魔法はな」

　マリオンは小さく舌を出して肩をすくめた。

「師匠は魔道の理屈や手法は教えてくれるけど、ちっとも効力を発揮しない。でも僕は成功させているよ」

「だから、太陽絡みの魔法に限りだ。気持ちとして承服しかねるが、事実だから認める。だが、私が言っているのはお前の容姿の話なんだ」

「だったら容姿と言ってよ。成長だなんて言うから、てっきり魔導士としての成果かと思っちゃったよ。で、容姿がどうかしたの？」

　フィール王子は、ふぅ、と大きく息を吐き出し、マリオンの頭に手を置いた。

「三年前にはじめて会った時から、身長も顔つきもぜんぜん変わっていない。今、何歳だっけ？」

「うーんと、十五歳かな」

「それなら、もっと背が伸びてもいいと思うんだが」

「人は見かけで判断しちゃいけないんだよ？」

「いや、別に見かけの判断をしてるわけじゃなくてだな。……もういい。悪いが、一人にしてくれ」

「師匠、失恋の痛みは、新しい恋をしたら癒えるんだよ。一人でへこんじゃダメだよ」

「はっきり言うな！」

　マリオンは、えー、と不満の声を発し、口を尖らせる。それをフィール王子が目を眇めて睨んだ。

「師匠、僕はね、怪我をした僕を介抱して、美味しいご飯をくれた師匠に惚れて弟子になったんだ。困ったことがあったら僕が解決するよ。生物の命の長さは決まっているから変えることはできないけど、師匠の優しい心根は僕が永遠に守る。だから僕を好きになってよ」

「お前、寝言は寝てから言え。まったく。どうして私が子どもで少年のお前を好きにならないといけないんだ」

「だって……近くにこれしかなかったから」

「これ？　なにを言ってるんだ。意味がわからない。とにかく、一人にしてくれ」

「わかったよ。でも、師匠のことを永遠に大事にするのは僕だけだってこと、忘れないでね」

「そうかそうか、わかったわかった」

　マリオンが立ち去ると、フィール王子は大きなため息を落としたのだった。






　それからフィール王子の体調はさらに悪くなり、半年が経った頃にはついに立てなくなってしまった。寝たきりのフィール王子の世話はマリオンが甲斐甲斐しく行った。

　今日もマリオンがフィール王子の身を起こして背中にクッションを挟み、一口大に切った食事を口に運んでいる。

「師匠、どう？　おいしい？」

「……あまり味がしない」

「そっかぁ」

「マリオン、あれはどうしているか知っているか？」

　あれ、とはザウリのことだ。マリオンは察したが、首を傾げてとぼけた。

「お前は聡い子だから、わかっているだろう。とぼけないで教えてくれ。公爵とうまくやっているのか？」

「……さぁ、どうだろう」

「レッド公爵にはよくない噂がある」

「心配なの？　師匠を捨てた女が？」

　フィール王子は口を閉ざしてうつむいた。肩が震えている。

「師匠」

「私が健康だったら、捨てられるなんてなかっただろう。王の長子として生まれたというのに、下っ端貴族の娘に振られるなんて恥もいいところだ」

「だからさっさと忘れて僕を好きになってくれたらいいのに」

「だからお前は男で子どもだろうが」

「年も性別も関係ないよ。でもいいよ。師匠が僕のものだってことに変わりはないし、永遠に一緒にいるんだから。師匠は僕の心を鷲掴みにした人間なんだ。胸を張ったらいいよ」

　フィール王子は少しだけ顔を上げてマリオンを見て、苦笑を浮かべた。

「ずいぶん大層な存在のような言い方だなぁ。でも、こんなに弱って、もう立てない私なのに、お前はそんなに想ってくれるのか」

「僕を助けて食事を与え、弟子にしてくれた人間だからね。師匠が撫でてくれた手は温かかった。忘れられない」

　今度は苦笑ではなく、ふふっと楽しそうに笑う。そんなフィール王子をマリオンは愛しげに見つめている。

「眠くなった。寝る」

「うん、おやすみ、師匠」

　フィール王子が横になるのを手伝ってやると、間もなく寝息を立てて眠ってしまった様子をマリオンはじっと見つめている。そしてすっと手を伸ばし、フィール王子の痩せこけた頬に触れた。

　その途端、マリオンの体が光に包まれた。肩ほどまでの髪が一気に伸び、少年の体が十七、八歳くらいの乙女のそれに変わる。

「ごめんね、師匠、生物の命の長さは生まれた時に定められていて、それは神々でも変えることはできない。あなたは猫の姿になって下界に遊びに来た私を助けてくれた。優しく撫でて慈しんでくれた。あなたの腕の中が温かくて、幸せを感じた。だから、傍にいるために、猫の姿を捨てて近くにいた人間の子どもの体を借りた。師匠、今度は私があなたを温めてあげる。我ら神々の世界に導き、永劫に私の愛し子として慈しんであげる。だけど、あなたはザウリに心を囚われていて、悲しみの中にある。その悔しさや憎さは昇華しないといけない。いつになるかわからないけれど、果たせるようにしてあげよう。そして晴らしたのちは、私と共に神々の世界へ行き、私のことを〝マリ〟と呼んでおくれ。私はその刻が来ることを楽しみにしているから」






　それから一週間が経った。フィール王子は危篤状態になった。国王と王后が離宮に呼ばれ、別れの刻を迎えた。

　ベッドから少し離れた場所にマリオンがいて、じっと三人を見つめている。フィール王子の心臓が脈打つことをやめ、息が止まる。すると心臓の当たりから金色に輝く霧のようなものが出てきた。マリオンが小さな仕草で指を動かすと、金色の霧は王后の胸で輝いているブルーダイヤの中に吸い込まれていった。

「師匠、その時が来るまで、そこで眠っているといい。次に気がついた時、あなたは今抱いている無念と巡り合うだろう」

　マリオンの体は誰にも気づかれることなく、すっと消えていった。









　――現代、マリシュ王国






「シエラ！　昼が壊れたわ！」

　突然太陽が姿を消し、周囲が夜のように真っ暗になってしまった。城内は大騒ぎになっている。よからぬことが起こるとか、神が怒っているとか、そんなことを叫びながら右往左往している中、カリタは自らも怯えて足を震わせながらも主を案じて部屋へ駆け込んだ。

「シエラ！」

　床に倒れているシエラを見つけて駆け寄る。

「シエラ、どうしたの!?　しっかりして！　ああ、マーラ！　マーラ、どこ!?」

「カリタ様、ここはわたくしめに」

　大柄の女騎士マーラがさっとカリタの前に身を入れて両腕を伸ばした。

　床にシエラが倒れていたのだ。マーラはシエラを横抱きにして寝室へ急ぐ。そしてベッドに横たえさせて羽根布団を胸のあたりまでかけた。

「侍医を呼んでまいります」

　この状況でも落ち着いているマーラは、キレのある動作で礼をして退出していった。カリタはシエラの顔を覗き込んだ。

「シエラ、どうしちゃったの？　シエラ」

　顔色は悪くない。呼吸も乱れはなくリズミカルだ。

　一見どこも悪いところはないのだが、床に倒れていたなど尋常なことではない。本人がソファに腰をかけようと思う間もなく気を失って倒れたことは、窓際であることを見ればたやすく想像することができる。つまりはいきなり気絶したのだ。

　そこにモノクルをした白髪の侍医長ダクネフがやってきた。

「先生っ」

「それで王女殿下のご様子は？」

　カリタは目を潤ませて首を横に振る。

「まだ意識が戻っていません」

「そうか。では診るからあなた方は下がって」

　部屋の隅に下がり、カリタは診察の状況を見守る。そこへリリアーナが駆け込んできた。

「ごめんなさい、遅くなって。シエラは？」

「今、先生に診ていただいているわ。朝のお世話をしていた時、どうだった？」

「ごく普通だったわよ。しっかり食べてたし」

「……そう。じゃあ、本当にいきなり意識を失ったのね」

　二人でボソボソ話をしていると、医師がすっと立ち上がった。

「先生っ、いかがでしょうか」

「うーん、どこをどう診ても、寝ているとしか思えんなぁ」

　二人が同時に「は？」と頓狂な声を上げる。医師は困ったように頭をかきながら首を左右に動かした。

「呼吸も脈も安定しておるし、顔色もいい。心の臓の音も健康的で、なんら問題ない。様子を見るしかなかろう」

「……でも、寝てるって……眠くなればベッドかソファに移動するはずだし、倒れていた様子も寝ているような感じじゃなくて、どこをぶつけようが関係のないみたいな受け身のない感じでしたけど」

　医師はまたしても「うーむ」と唸るが、それ以上なにかを言うこともなく、医療用具の入ったカバンを手にした。

「いずれにしてもこまめに連絡を入れてくだされ。目が覚めたらすぐに。よろしいかな？」

「かしこまりました」

「それにしても不吉な」

　老医師は大きく息を吸い込んだ。

「不吉？」

「天文学者が言うには、今日は日食だそうでな」

「日食？　先生、日食ってなんですか？」

　カリタがいきなり変わった話題に目を白黒させる。

「先ほどから突然始まったこの闇のことですよ。太陽が月によって隠されるそうでな。外国の天文学者が学会でそう発表したそうで、天の不思議を一つ解明したと騒いでおるとか。とはいえまだ新説で、多くが神の領域と思い、不吉だと信じておる。こんな日に王女殿下が原因不明で、意識を失って倒れたなど知れれば、騒ぎになろう。お二方、王女殿下のことはくれぐれも内密に」

「かしこまりました。深夜遅くまで手工芸に没頭していて、寝不足だったということにいたします」

「ふむ、それがよろしい。王女殿下を頼みましたぞ」

　カリタとリリアーナは深く礼をして医師を見送った。

「眠っているってどういうこと？」

「……さぁ」

　二人はベッドに歩み寄り、シエラの顔を覗き込んだ。確かに顔色はいい。しかも唇だって赤くつやつやしている。なにも知らなければ、気持ちよさそうに眠っているな、と誰でも思うだろう。

「もしかして……」

　と、カリタがこぼすように言うと、リリアーナが視線を向けた。

「なに？」

「ジュリウス様とのことを考えて眠れないのかも」

　カリタはリリアーナの顔を見ながら問いかけに答える。

「どういうこと？」

「だって、このシエラよ？　あんな素敵な方と結婚となって気持ちが追いつかないのかもしれないわ」

「そうかしら……」

　リリアーナが顔を曇らせた。

「リリアーナ、もう決まったことなんだから協力してよ」

「……どういう意味よ」

「言葉通りよ。それにしても、病気ではなさそうで安心したわ」

　カリタがほっとしたように言うと、リリアーナは不服そうに続ける。

「でも……もしダクネフ先生がおっしゃるように単に寝ているだけなら……人騒がせよね」

「リリアーナ？」

　リリアーナはきまりが悪そうに顔を逸らせた。それがカリタの気に障った。みるみるカリタの麗しい顔が険しくなる。

「いい機会だから言わせてもらうわ、リリアーナ。最近のあなたは侍女にあるまじき態度で、まったくもってよろしくないわ。こんなこと言わなくても、あなた自身が一番よくわかっているでしょうけど」

「…………」

「貴族の婚姻なんて政治の道具なのよ。ましてシエラは王女なのよ。しかも正統な。好きな人と結婚できるなんて、町娘のようなことを言わないでほしいわ」

「誰もそんなこと言ってないわ」

「言葉にしなくても態度で言っているじゃないの。シエラとジュリウス様の結婚をよく思っていないからって、それはシエラの責任じゃないわ」

「そんなこと言われるまでもなくわかっているわ！」

　リリアーナが声を荒げたのでカリタが慌てたように人差し指を立てて口にやった。その仕草でリリアーナも手で口を覆った。

「とにかく、シエラが目覚めるまで下がりましょう。私たちもすることがあるし」

　カリタの言葉にリリアーナも頷き、二人連れ立って寝室をあとにする。さらに控え室にいるメイドにシエラが目を覚ましたら呼ぶよう言いつけ、退席していった。

　一方、当のシエラは二人が寝室を去る際、扉が閉じられた音にピクリと反応した。

「……あ」

　ほんのわずかに開いた瞼の隙間から覗くのは白い天井。それから数回目を瞬いた。

（ここ……寝室？）

　ようやく少しずつ意識のピントが合ってくる。シエラはゆっくりと身を起こした。

（頭が重い……）

　右手で額を押さえる。痛みはないがズッシリとした重さがあって判然としない。なんとなく胸にも圧迫感があり、気持ちも悪い。

（私……どうしちゃったのかしら）

　手を放し、視線をさまよわせて窓にやるとずいぶんと暗い。夕方のようだ。

（もう夕方？　……いいえ、今朝起きた記憶もない。私……）

　シエラは自分の記憶を辿った。そして両腕で体を掻き抱いた。

（やっぱり、昼間の記憶がまるでない。そんな……）

　覚えているのはすべてあたりが薄暗くなってからだ。

　だが。

（待って、そんなことはないわ。一昨日の雨の日はカリタとリリアーナの三人でティータイムを楽しんだわ）

　そう思うと混乱してくる。

「シエラ！」

　いきなり名を呼ばれてドキンと震える。寝室の戸口にリリアーナが立っていた。その後ろにいるのはジュリウスだ。

「目が覚めたのね」

「え……えぇ」

　ほっとしたように肩を上下させるリリアーナだったが、後方にいたジュリウスに名前を呼ばれて振り返る。

「先生を呼んできてくれ」

「あ、はい」

　リリアーナは身を翻して寝室から出ていった。

「倒れたと聞いたから驚いたよ」

「ジュリウス様、あの」

「ちょっと待って」

　ジュリウスはそう言うと、閉じられた扉をおもむろに開いた。

「あ」

　そこにいたのはリリアーナだ。

「ミュレ嬢、恋人たちの語らいを盗み聞きするのははしたないよ。早く先生を呼んできてくれ」

「……申し訳ございません」

　リリアーナは顔を真っ赤にして淑女の礼をすると、さっと身を返してパタパタと駆けていった。

「走るのもはしたないが、まぁそれは仕方ないな」

　苦笑を浮かべつつジュリウスは歩み寄り、ベッドの縁に腰を下ろした。

「大丈夫？」

「……はい。ご心配いただき、光栄です」

「なにを言ってるんだ。俺たちは婚約者同士なんだから当然のことだ」

「婚約者」

「そうだ。だからもう二人きりの時は堅苦しい言葉遣いもなしだ」

　それを聞き、シエラの瞳に大きな涙が浮かび、溢れ出した。

「私、病気だと思います」

「どうして？　どこか悪いのか？」

「記憶がないのです」

「……もう少し詳しく話して」

　シエラは泣きながらこくりと頷いた。そして近況についての不安をぽつりぽつりと語り始める。

　一日の中で半分くらいの記憶がないこと。それもちょっとの物忘れなどではなく、ごそっとないのだ。何時に起きたのか、朝食や昼食になにを食べたのか、など。しかしカリタやリリアーナにそれとなく聞くと、ちゃんと行動し、対応しているという。では毎日か、と考えるとそうでもない。覚えている日もある。

「きっと、ずっと引きこもっていたのでよくわからない病気にかかったんだと思います」

「それは……」

　言いかけてジュリウスが口を噤む。シエラが不思議そうに見上げると、ジュリウスはへらっと微笑んだ。ジュリウスがよもや、その意見に賛成だ、なんて考えているなど想像できるはずもない。

「ジュリウス様？」

「いや、なんでもない。それより、もうすぐ医師が来る。先生に診てもらおう。だけどきっと大丈夫だ」

「……そうでしょうか」

「ああ。心配しなくていいと思う」

　たぶん、という言葉が本当はついているのだが、シエラには夢にも思わないことである。

　エグエグと可愛らしく泣いているシエラの背をジュリウスが撫でていると、そこに先ほどの老医師がやってきた。

　診察が始まりひと通りの診断を受けるが、まったく異常はないとのことだった。

　そこでジュリウスがたった今シエラから聞いた話をすると、老医師は首を傾げ、難しい顔をした。

「脳や心の問題かもしれませんが、今の医学では脳の解明はほとんどなされておりません。ですから王女殿下がどこかに頭をぶつけた、というわけではないなら、あまり神経質にならなくてよいかと。しかしながら、例えば呂律が回らないとか、頭痛がひどい、あるいは手足が痺れる、などという症状が現れたらとても危険ですのですぐにお知らせください」

　シエラは「はい」と頷いた。そして「今はまったくありません」と補足する。

「それから心のほうですが、こちらはなにか心配事があれば、ストレスとなって体に出てくる可能性はあります。最近、なにかございましたか？」

　シエラは目をきょろきょろさせ、隣にいるジュリウスを見た。そしてやや頬を赤らめ、うつむいた。

「国王陛下のご命令で、こちらのジュリウス・オルフォンス様との婚約が決まりました。それくらいです」

「であれば、嬉しい出来事への衝撃かもしれませんな」

「え、嬉しい？　……それは、えと、その通りですが、でもそれで記憶が飛ぶのでしょうか？」

　老医師は片側の目をつり上げた。

「感情の起伏が大きくて心が追いついていないのでしょう。馬車の窓から外を見れば、景色が流れるような感じに映るでしょう。そんな感じになっているのではないでしょうか」

　ジュリウスは納得だが、シエラはそうではないようで、不服そうな表情でややうつむき加減だ。

「おめでたいことでございます。オルフォンス殿、婚約者として王女殿下を支えてください」

「わかっている」

　老医師は、うんうん、と二度三度力強く頷き、立ち上がった。

「では、お大事になさってください。なにかあればすぐにお呼びを。では、失礼申し上げる」

　こうべを垂れ、老医師は帰っていった。入れ替わるようにカリタとリリアーナが入ってくる。カリタが一歩前に出てジュリウスに話しかけてきた。

「あの、ジュリウス様」

「ん？　なんだい？」

「ここはシエラ様の寝室でございますので、婚約者であっても具合が悪いです。隣のリビングでお願いしたいのですが」

　言いづらそうな口調にジュリウスは少々考え込んだように首を動かし、戻す。

　ジュリウスはカリタたちに気づかれないよう口元に苦笑を浮かべた。

「確かにそうだが……この件、両陛下には報告しているのかな？」

「いいえ。先生がおっしゃるには、本日は日食とのことで、不吉と騒がれてはいけないから内々にしておくのがよいだろうと」

「確かにそのほうがいいだろうね。そうか、日食か」

「ジュリウス様はご存じなんですね。私はわからないのですが、先生がそうおっしゃっていました」

　ジュリウスは「なるほど」と言って考え込んだように沈黙した。そこに慌ただしくメイドが駆け込んできた。

「何事？　騒々しいわよ？」

「申し訳ございません、カリタ様。国王陛下がジュリウス・オルフォンス様をお呼びということで、執事の方が捜しておいでです」

「陛下が、俺を？」

「王女の控えの間に執事の方がいらっしゃるので、詳しいことはそちらで」

　さすがに国王が絡んでくればジュリウスとて無視はできない。すかさず立ち上がった。

「……わかった。シエラ、俺はここで失礼する。ゆっくり休むように」

「はい。ありがとうございました」

　シエラの手の甲にキスをすると、颯爽と寝室をあとにした。シエラはそれを寂しそうに見送った。
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　接見用の部屋には老執事のロズウェルがいた。

「ジュリウス様、国王陛下がお呼びでございます」

「なんの用か聞いているか？　日食のこととか？」

「さぁ。ですが、従者の方が直々お越しになられたので猶予はございません。お急ぎください」

「わかった」

　ジュリウスは控えているカリタとリリアーナに「失礼する」とひと言かけて部屋を出ると、その足で国王のもとへと急いだ。

　途中、窓の外に視線をやると、周囲は光を取り戻し、かなり明るくなっている。騒々しかった城内も落ち着きを取り戻している様子だ。

（あの様子ならシエラが倒れたことは陛下の耳には入っていないだろう。では、なんの用だ。まさか問題児を押しつけたことへの謝罪ではあるまい。だったら催促か？　まったく）

　困ったものだとブツブツ言いながら、ジュリウスは国王の間にやってきた。

　扉前で構えている衛兵に名と用件を告げて取り次いでもらう。中に入って玉座に向けて傅いていると、すぐに国王が現れた。

「遅くなり、申し訳ございません」

「いや、気にするな。それよりもジュリウス、シエラとのことを聞きたい」

（やっぱり）

「どうだ、うまくやっていけそうか？」

（やってけないって言ったらどうするんだろう？）

　なんて思いつつ、ジュリウスは表情から気持ちを読み解かれないよう、うつむき加減に聞いている。

「どうだ、ジュリウス」

「恐れながら、陛下、まだ数度お会いした程度です。今のところはなんとも。しかしながら陛下の恩情にていただきました縁談でございます。誠意を尽くし、王女殿下に気に入っていただけるよう、努力する所存でございます」

　すると国王は「そうか！」と歓喜の声を上げた。

「ようやくやる気になってくれたか」

　ジュリウスの目が糸のように細くなる。

（……やる気って）

「いろいろ問題はある娘だが、性格は悪くないと思っておる。少々、いや、かなり人見知りで引きこもりくらいなものだ」

　はっはっはっ！　と軽快に笑うが、ジュリウスには笑える要素など何一つないというものだ。

（よく言うよ、身請けしろとか言ったくせに。どこがだよ、まったく）

　と、胸中ツッコミが止まらない。

「陛下、実はお伺いしたいことがあるのですが、よろしいでしょうか？」

「よい。どうした？」

「シエラ王女殿下に、なにか持病のようなものはございませんか？」

　その瞬間、国王の顔から笑みが消えた。目つきが怖い。

（わ、睨んでるよっ）

　と、思うがもう遅い。

「どういう意味だ？」

　ものすごくドスの効いた声になっている。

「いえ、王女殿下は時々いろいろ忘れることが多いご様子で」

「シエラは儂の子の中でも記憶力はいいほうだ」

　畳みかけるように答えられ、ジュリウスの頬に冷や汗が流れる。

「……そう、ですか。では、私の勘違いでしょう」

「そうだろう」

（うるせぇ、クソジジイ！）

　とうとう胸中でのツッコミが罵倒と化した。

「それともなにか、ジュリウスよ。シエラとの縁談を断りたいがゆえの難癖か？」

　今度は露骨に攻めてきた。ジュリウスも負けてはいない。にんまりと笑ってみせる。

「とんでもないことでございます。あまりにも王女殿下が部屋に引きこもっていらっしゃるので、噂が勝手に一人歩きし、増長してしまったのでしょう。大変可憐で愛らしい方で驚いた次第です」

「ほう、そう思うか？」

　一転、目を輝かせる様子に、

（単純だな）

　と、ほくそ笑むがここは笑わず真面目な顔で頷く。

「王女殿下に誠心誠意尽くす所存でございます」

「うむ、よう言うた、ジュリウス。それでこそ見込んだ男だ。可愛い末娘を頼んだぞ」

「はっ」

　胸に手を当てて一段低く頭を下げる。ジュリウスはご機嫌になった国王から退出の許可を得ることができたのだった。

（クソジジイ、今に見てろ……って、言ってみたかっただけだっての）

　毒づくが、一介の貴族の子息が国王に向け、今に見せるような真似などできようはずがないことくらい百も承知である。

















第六章　貴公子の推理












「シエラ？　どうしたの？」

　バルコニーに出て呆然とした様子で早朝の空を眺めているシエラに、カリタが呼びかけた。

「シエラ？」

　カリタは回り込んでシエラの顔を覗き込んだ。

「昨日、昼間なのに急に暗くなって、気が遠くなった」

「そうよ。床に倒れていたのよ」

「なぜだろう」

「なぜって、こっちが聞きたいわよ。調子はどうなの？」

「もう大丈夫だ。君は優しいね」

　カリタが目を丸くする。

「君？　シエラ、やっぱりどこか調子が悪いんじゃない？」

「え、あ、いえ、大丈夫。ごめんなさい。なんだか不思議な夢を見たもので」

　シエラは作り笑いを浮かべ、身を返して椅子に腰を下ろし、円卓に置かれている本を手に取って読み始めた。

　そんなシエラをカリタは訝しそうに見つめているが、やがてメイドがワゴンを押してやってくると、朝食の準備を整えるのを手伝った。

　そこへリリアーナがやってきて、三人で食事となった。

「シエラ、もう大丈夫なの？」

　今度はリリアーナが同じことを尋ねてくる。シエラは「ええ」と頷いた。

「心配したのよ。窓辺で倒れているんだから。どこも悪くない？」

「ええ、どこも悪くないわ。ありがとう、リリアーナ」

「夜遅くまでビーズ細工をしてるんじゃないでしょうね？　夜は十時までって決まり、守ってる？」

「守っているわよ。破って寝不足になったら叱られるから」

「もう。私はシエラのために言っていることなのに」

「気をつけているわ。だって寝不足の顔でジュリウス様に会いたくないもの」

　にっこりと微笑むシエラに対し、リリアーナは刹那に顔色をなくして黙り込んでしまった。そんな二人をカリタは黙って見つめている。

　この後、三人はそのまま無言で食事をとり、シエラは再び読書に耽り、カリタとリリアーナはメイドたちと片づけに従事する。

「ねぇ、リリアーナ」

「…………」

「リリアーナ、シエラ、ちょっと様子がおかしくない？」

「…………」

「ねぇってば」

「知らないわよ」

　リリアーナは肩に手を置いたカリタを振り払い、そのままスタスタと歩き出す。

　そんな様子を見送り、カリタは腰に手を遣って、はぁ、と盛大なため息を落としたのだった。
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　今夜は王妃主催の仮面舞踏会が開催される日だった。

　とはいえ、実際は子女たちの婚活パーティーである。〝仮装にて無礼講〟という名目で、身分に関係なく声をかけ合うことが許されている。そこにジュリウスの姿があった。

　ジュリウスも一応独身であり、またこういう場でこそ彼の名が冴える。誰にでも気安く声をかけられるということは、それだけナチュラルに情報を収集しやすい、ということだ。

　今夜のジュリウスは海賊風の出で立ちで、ふわふわとした羽根のついた帽子に片側だけの仮面。ひと目でジュリウス・オルフォンスだとわかる。つまり正体を隠すつもりはないというわけだ。

（当たり前だ、俺だとわかって情報提供してもらわねばならないんだから）

　行く先々で甘ったるい視線を投げかけられる。

　貴婦人たちの秋波を掻き分けて進むジュリウスであったが、今夜はシエラの体調が気になって落ち着かない。

（俺、意外と気に入ってるんだよな。表情とか反応とか可愛いって思うんだから。でも、それ以上に昼と夜の彼女の違いが気になる。理由を知りたいんだ）

　はたとあることに行き当たり、ジュリウスは立ち止まった。

（やっぱり逆だよな、どう考えたって。昼間は清楚でも、夜になったら誘うってのが普通だろ。変なんだよ、絶対。だから突き止めたいんだ）

　そんなことを考えているジュリウスのもとに、騎士姿の男が歩み寄ってきた。

「よぉ、色男、こんな場にいていいのか？」

　目元は仮面で隠されているが、声で誰だかわかる。口の悪い、ジャニー伯爵の三男坊アベルだ。

「どういう意味だ？」

「王家の姫君を妻にするのに、婚活パーティーに出ていていいのか？　って意味」

「まだ独身だから」

「婚約中ってのは婚活しちゃいけないんだよ」

「細かいことを言うなよ」

　アベルはジュリウスに向けて手招きをすると、テラスの一つに招く。その端のテーブルに向かって椅子に腰かけた。

「で、どうなんだよ。変人王女とうまくやってるのか？」

「まぁまぁってとこかな」

「なんだよ、それ」

　言いつつ、アベルは手を挙げて給仕を呼び、ウイスキーのグラスを手に取った。一つをジュリウスに手渡し、一つを自らの喉に流し込む。

「あのさ、一つ教えてほしいんだが」

　と、アベルが続ける。

「なんだよ」

「あの噂って本当のことなのか？」

「あの噂？」

「ほら、部屋に引きこもって呪いの護符を作っているっての」

　は――と咄嗟に吐き捨てそうになったけれど、ジュリウスは喉に力を入れた。そして大きく息を吸い、ゆっくりと吐き出す。

「そんなわけないだろ。そもそも、呪いの護符ってどんな代物なんだよ」

「知らないよ。だからお前に聞いているんじゃないか。見たのかなぁ～とか思ってさ」

「彼女が作っているのはビーズ細工だ。それも単に編んでアクセサリーを作るというだけじゃなく、絵画を模している」

　アベルがグラスに口をつけながら首を傾げる。意味が伝わっていないと察したジュリウスが説明を続けた。

「油絵を見ながらビーズで同じものを再現するんだ。そりゃ根気のいる作業だよ。けど、それが好きなんだってさ」

「へぇ」

「しかも」

　そこまで言ってふいに口を噤む。

「しかも、なんだよ」

　ルーペがすごい――とは言えない。

「……いや、なんでもない。とにかく気の遠くなるような作業をずっとやってるんだ」

「でもさ、さすがに色男ジュリウス・オルフォンスと一緒の時は、お前に見惚れてるんだろ？」

　ジュリウスは「うーん」と唸りながら夜空を睨む。

「そうでもない」

「ええええーーーーー！　マジかよ」

「二人で話をしている時は、まぁ、そこいらの令嬢と似た反応もするが、ビーズ細工をやり始めたら俺の存在も忘れてしまう」

「……それはすごいな。信じられない」

　妙な褒め言葉にジュリウスは片側の眉尻を上げた。だが不快に思ったわけではなく、逆に言い当てられたような気がしたのだ。

（そうなんだよ。女と二人きりになって、あんな態度を取られたのは正直はじめてなんだ。なんというか……新鮮でさ）

　なんて思うのだが。

「変わり者であることは否定しないがな。けど、思ったよりはまともだった」

「じゃあ、不満なく王家と縁戚になれてオルフォンス家は万々歳だな」

　さすがにそう言われてはジュリウスとしては不服だったが、いちいち本心は言わないことにした。それにシエラには問題がある。

（アレがなんなのか突き止めないことには、こっちとしては落ち着かない。いや、どっちの彼女も悪くないんだが……夜のシエラのほうが見ていて面白い）

　アベルが再び手を挙げて二杯目を運ばせているのを目で追いながら、ジュリウスは昼間のシエラを思い浮かべた。

　意味深な笑みを浮かべ、迫ってくるシエラはどう考えても別人格だ。しかしながら幼なじみの侍女二人も、側仕えのメイドたちも、そして実の親である国王も、それらしいことはまったく心当たりはない様子が解せない。

（この結婚は破談にできないんだからさぁ、二重人格なら二重人格だって素直に言ってくれたらいいんだよ。そうしたらこっちだってそれ相応の対応をするんだから）

　と、思いはするが、どうもみな、二重人格とは捉えていない様子だ。

（俺の前だけってこと？）

　そこまで考え、ジュリウスははっとなった。

「なんだよ」

「べーつーにぃ～」

　アベルがニヤニヤしながらこちらを眺めていることに気づいたのだ。意味深なまなざしに少々気まずいものを感じる。

「ところで、まったく話は変わるんだが」

　と、ジュリウスが言うと、アベルは頷きながらウイスキーを呷る。

「お前さぁ、多重人格のこと、知ってるか？」

「多重人格？　さぁ」

「まったく知識なしか？」

「ないね。悪魔が宿って人格を変えるから、神殿へ行って悪魔祓いをしてもらうのが最善だろ？」

　確かにそれが一般的な見解だ。だがジュリウスには、シエラに悪魔が宿っているとはとても思えない。あえて挙げるなら、最初の時などは男っぽかったことだ。

（そうなんだよ、初顔見せの時は誘われて冷めたんだ。なんというか、男に迫られているみたいな感じもして……いや、男に迫られるというか、男っぽかったっていうか……）

　それは勘弁被るなんて考えているジュリウスの顔を、穴が開きそうなほどアベルがじっと凝視している。

「なにかあったのか？」

「いや、なにも」

「なにもないのにそんな質問は出ないだろう？」

（ここはもっともらしいテキトーな理由をつけておくべきか）

「女はどうして男の前ではああも態度を変えられるのかと思ってな」

　するとアベルは「はっ」と大げさに笑った。

「女には魔性があるからだよ」

　愉快そうにしているアベルを眺めながら、ジュリウスは広間で踊っている着飾った紳士淑女に目を遣った。

「下心って名の魔性だよ。だが、それは女に限ったことじゃないし、男だって権力の前じゃ多重人格になるだろ。人間はみな、悪魔に魅入られてるんだ、それだけのことだよ」

　華やかな社交の場。ジュリウスはつい先日まで、自分があの場で主役と言っていいほど注目され、多くの女性と甘やかな言葉を交わし、多くの情報を得てきたことを思い浮かべた。

　半分はオルフォンス家のために情報収集を行うという仕事であり、半分は自分に与えられた華やかな性格や外見を謳歌する楽しみであった。

　対してシエラは、本来もっとも注目されるべき立場の王女だというのにこのような場にはいず、自室にこもってチマチマとビーズを使って趣味に没頭している、引っ込み思案のコミュ障だ。

　視界にカリタとリリアーナの姿が入った。カリタの隣には背の高い男がいる。婚約者だろう。

（顔は覚えているが……名前が出てこない。国王を支える公爵家の令嬢を妻にする男の名が出てこないとは、気が散っているのか、いかんな。でもまぁ、どうでもいいな）

　侍女の二人がここにいるということは、シエラは今、一人で部屋にいるということだ。きっとビーズ細工に集中していることだろう。その姿が脳裏に浮かぶと、ジュリウスは居ても立ってもいられなくなり、すっと立ち上がった。

「ジュリウス？」

「すまない。用事を思い出した。また今度」

　言うとアベルを顧みることもなく、素早くその場をあとにした。そして急いで自室に戻り、着替えてからシエラのもとへと向かった。

　こんな時間帯に貴婦人、しかも王女の私室を訪問するなど本来なら大問題だが、婚約者なのだから文句は言われないだろう……というより、地位にものを言わせて認めさせるつもりだ。

　もしなにか言われたら堂々「ではこの縁談を辞退する」と言ってやればいい。そうすれば顔面蒼白になって通してくれるはずだ。

　悠然とした気持ちで廊下を歩いているジュリウスではあったが、ここでシエラとの縁が切れて、アレの正体がわからずじまいになるのには抵抗がある。

　いや、それ以上に、ジュリウスに向けるはにかんだ表情がもう見られないというのも残念に思えて仕方がない。

　王族のプライベートエリアを取り仕切る執事に用件を告げると、なにやら意味深な笑みを片側の口元に浮かべたものの、なにも言わずに通された。

（問題児をもらってくれるアホな男が来たとでも思っているんだろうか。使用人の分際で偉そうに）

　胸中で毒づくものの、王宮の王族直属の使用人は王族の権力の範囲内にいるので相応の力を持っている。

　少し進み、シエラの私室の前にやってきた。今は侍女の二人が不在なのでメイドが対応しているが、彼女たちが戸惑っているのをいいことに、ジュリウスはスタスタと通り過ぎ、シエラの部屋に入り込んだ。

　そしてまっすぐ彼女の趣味の部屋へと向かい、扉を開けて中に入った。シエラはジュリウスがやってきたことにまったく気づかず、作業に集中している。もう体調はいいようなので、ほっとした。そっと歩み寄り、耳元に顔を寄せる。

「シ、エ、ラ」

「！」

　いきなり耳元で囁かれ、シエラは飛び上がって驚き、顔をこちらに向ける。あの不細工なゴーグル型のルーペが装着されていて、ジュリウスの笑いを誘うが、本人はきっとわからないだろう。

「ジュリウス様、今日は舞踏会のはずですが」

　シエラは言いつつゴーグルを外し、視線を置き時計に走らせている。

　それを視界の端で捉えつつ、ジュリウスは椅子を机の脇に運んで腰を下ろした。

「調子はどう？」

「調子？　順調に進んでいます」

「あははは、違うよ。シエラの体調の話。昨日倒れたんだから、その後、体調はどうかと思って見舞いに来たんだけど」

　刹那、シエラの顔が真っ赤に染まる。

「…………え、と……まったく問題ありません。とても元気です」

　そう、この反応がいいのだ。考えないようにしているが、本音を言うと、ちょっとばかりヤバい状態だ。

「それはよかった」

　緊張しているシエラをじっと見つめていると、シエラは視線を逸らして固まってしまっている。こんな時間でもあるのでいろいろ考えているのだろう。

（うん、やっぱりいい。ぐっとくる）

　ジュリウスは放っておいたらどうなるのか、興味が湧いてきて、なにも言わずに見つめ続けることにした。すると、指をもじもじさせ、机を睨んだまま話しかけてきた。

「……あの」

「ん？」

「どうして舞踏会に行かないのですか？」

「婚約しているからね」

「それは問われないと思います」

「そうかな。シエラはどうして参加しないの？」

「私は……えっと、その」

「いや、いいよ。今の質問はなかったことに。でも、戸惑ってる姿はとても可愛いよ」

「！」

　するとシエラは耳まで真っ赤にして背中を丸めた。どうやら恥ずかしいらしい。

（昼間の様子とは真逆だな。やはりシエラは二重人格なのだろう）

　ジュリウスは長上着の内ポケットから細長い箱を取り出し、そっと机の上に置いた。

「……これは？」

「見舞いの品だ。受け取ってくれるかな」

「え、と……」

「嫌？」

「え！　そんなことはありません。ありがとうございます。あの、開けてもよろしいでしょうか」

「もちろん」

　シエラはいそいそとリボンをほどき、箱を手に取って蓋を開けた。

「まぁ！」

　そこに収められているのはムーンストーンのペンダントだった。しかもかなりの大玉で、中心部からは青い輝きが見える。

「これはロイヤルブルームーンストーンですね？　素敵」

「喜んでもらえた？」

「もちろんです。本当に、私に？」

「婚約者がいるのに、他の女性に贈り物をするような不誠実な男ではないつもりだけど。ロイヤルブルームーンストーンの石言葉を知ってる？」

　シエラは頬を赤らめつつ頷いた。
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「いろいろあるけどね。女性をサポートする、月のエネルギーを取り込む、幸せな結婚をもたらす、永遠の愛、とかね」

　幸せな結婚、永遠の愛、と言われてシエラは目を見開き、口をぱくぱくさせている。

「俺たちの未来のために」

　言いつつ、ジュリウスはロイヤルブルームーンストーンにちゅっとキスをして、話を続ける。

「それにパワーストーンとしては悪魔を祓いのけるって意味合いもある」

「悪魔？」

　ジュリウスは「ああ」と神妙な顔をして頷いた。

「気になることがあるんだ。シエラ、君は昼間、俺をベッドに誘うのに、そのことを覚えていないだろ？」

「！」

「昼間と夜と、姿は同じなのに、別人に会っているような気になる。俺ははじめ、君が二重人格かもしれないと思った。もしそうなら、ずっとそういう日々を送ってきているはずだ。だけど周囲に聞いても、そんな様子は感じられない。君はどう受け止めているのかと思って」

　ジュリウスが話すほどにシエラの体がぶるぶると震え始めた。

「物心ついた時からそんな感じだった？」

　ぽたり、ぽたり、と大きな雫が机の上に落ちてシミを作る。

「勘違いしないでほしい。俺は事実を知りたいだけだ。なぜなら、俺たちは結婚し、夫婦になるんだ。大切なことは共有していないと、後々トラブルになるし、大きな問題を隠して結婚することはよくない。それとも君は俺との縁談は乗り気ではない？」

「いいえ！」

　シエラは咄嗟に叫ぶように言い、はっとなって手で口を覆った。

「本当？」

　今度はまた真っ赤になってうつむいてしまった。

「だったら話してほしい。これは俺たち二人の問題だから。俺は君を守りたいんだ」

　シエラは顔を上げ、じっとジュリウスの顔を見つめる。

　涼しげな目元、通った鼻筋、やや薄めの唇。どれもバランスがよくて配置もいい。秀麗という言葉がぴったりな容姿にシエラは見惚れつつも、見つめるほどに不安がこみ上げてくる。こんな素敵な人が本当に私と結婚しようと思っているの？　と。

「どうなんだ？」

　シエラは諸々の想いを振り払うように何度もかぶりを振った。

「誓って申し上げますが、記憶が飛ぶのは最近なんです」

「最近」

「はい」

「いつ頃かわかるかい？」

　シエラは視線を天井に向けた。そしてしばらく沈黙して考え込む。

「あ」

「ん？」

「ジュリウス様とお会いするようになってから……かもしれません」

「え？　俺と？」

「はい。結婚の話が出て、ご挨拶に来てくださったでしょう？　あの時、私、すごく緊張していました。心臓が痛いくらいに強く打って。だからかなって思っていましたが、ジュリウス様が目の前にやってこられたのを見たあとからは記憶がなくて、いつお帰りになったのかまったく覚えていないのです」

　その件は、逆にジュリウスのほうが鮮明だった。

（あの時、えらく仰々しい話し方で迫ってきたんだ。しかも妙に迫力があって男っぽい感じで、しかも俺にはじめて会ったような……）

　迫られて萎えた。だから早々と退席したのだが、次は――

「では、二度目の訪問の時は？　ベッドに誘ってきたのは？」

「……覚えておりません」

「グーで力いっぱい殴られて痛かったんだけど」

「すみません！」

　またしても真っ赤になって恐縮しているシエラを見て、ジュリウスはなんだか妙な笑いがこみ上げてきた。

　そんなジュリウスをシエラが怪訝な顔をして首を傾げている。

「では、別人格が現れるようになったのはごく最近ってわけだ。なるほど。んーー、なにがきっかけになったんだろう。それがわかれば対応できそうな気がするんだが」

「記憶が飛ぶのは日中が多いように思います。いつ起きたか、朝食や昼食がなんだったか、それもわからないのですが、夕食はしっかり覚えているんです」

　ジュリウスは腕を組んだ。

　今ある情報を自分なりに繋ぎ合わせてみるものの、なにか閃く、ということは気配もない。「うーん」と唸ってから、手に硬いものが当たったことに意識がいった。

「あ、そうだった。プレゼントはもう一つあるんだった」

「もう一つ？　まだ用意してくださったんですか？」

「ああ。どちらかといえば、こっちのほうが喜ぶだろうと思うんだけど」

　ジュリウスはもう一つのポケットから箱を取り出し、机に置く。シエラは先ほどと同じように手に取ってリボンを解き、箱を開けた。

「あ！　ルーペ！」

　それはメガネ型で、両耳に引っかけるようになっていて、レンズのあたりにネジがついている。回すとレンズが飛び出し、反対に回すと引っ込んだ。

「そのネジで距離を調節するんだ。どう？」

　ジュリウスがルーペを取るとシエラの顔に装着させる。

　細い鉄の棒にピントを合わせるレンズがぶら下がるようについているタイプのもので、シエラが愛用しているゴーグルのような、ゴロリとしたものではないから、かなりコンパクトでスマートだ。

　ジュリウスは傍にある手鏡を取ってシエラに見せてやった。

「顔が見えるから、今までとはずいぶんイメージが違うだろ？　気に入らないかな？」

　ブンブンブンと激しくかぶりを振るシエラはぐすっと鼻を鳴らした。

「ありがとうございます……嬉しいです」

「よかった。はは、こっちのゴーグルみたいなルーペでは、そりゃあ見た人は驚いて、呪いの護符でも作ってるんじゃないかって噂も立つってもんで……」

　いきなり言葉を切り、目をこれでもかというほど見開いたジュリウスに、シエラはルーペを外して怪訝な顔をした。

「ジュリウス様？」

「…………」

「ジュリウス様、どうなさったのです？」

「あぁーー！　わかったぁあああーーー!!」

「なっ、なにがですか？」

「わかったぞ、シエラ！」

　ジュリウスがシエラの両肩を強く掴んで揺さぶった。

　そして――

「呪われているんだ！」

「……はい？」

　シエラの発した言葉などまったく耳に入っていない。ジュリウスは自らが出した答えに感動しているようだ。

「あのぉ……ジュリウス様、呪われてるって、私が、ですか？」

「シエラじゃなくて誰の話だ。君はなにかの原因で呪われてしまったんだ」

「……なにかって？」

「それがわかったら苦労しない。とにかく呪われた」

「……誰に？」

「だから、それがわかったら苦労しないって」

　ジュリウスの返答にシエラが首を傾げている。

　それを見て、さすがにジュリウスも自分の意見に若干の無理があることを感じたが、ここまで言い切って撤回するのもなんだし、持論を押し通すのみと判断した。

「とにかく、その呪いのせいで一日の半分の記憶を失うことになった。我が国は太陽神マリの加護を受けている。呪われたから太陽神マリの威力がある日中の記憶がなくなるんだ。おお、見事、筋が通っているじゃないか」

「……そうでしょうか？」

「そうに違いない！」

　釈然としない様子のシエラの肩を掴む手に再び力を込める。

「明日、大神殿に行こう」

「大神殿、ですか？」

「ああ。大神官様に相談し、悪魔祓いをしてもらおう。それがいい。そうしたらもう記憶を飛ばすことはなくなる」

「……そう、でしょうか？」

「そうに違いない」

「…………」

　断言され、シエラはもう問い返すことはしなかった。

「明日、朝食後に迎えに来る」

「大神官様をいきなり訪問しても大丈夫でしょうか？」

「あ、そうだね。わかった。今から部屋に戻って手紙を書き、すぐに届けさせる。王女殿下の大事ゆえなんとしても、と伝えたら時間を取ってくださるさ」

　シエラの不安げな（疑わしげとも言う）まなざしに、ジュリウスはこれ以上ないほど優しく微笑みかけ、そして額にチュッとキスをした。

「！」

「おまじないだよ。不安を消して今夜ぐっすり眠れるように。シエラ、大丈夫、すぐに元に戻るよ」

「は、はい」

「じゃあ、俺は戻って大神官様宛の手紙を用意してくる。おやすみ」

「おやすみなさいませ」

　ジュリウスは急いだ様子で、まるでつむじ風のようにシエラの部屋から去っていった。
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（私……呪われているの？）

　脳裏にジュリウスの言葉がこだまする。






　――呪われているんだ！






（誰に？　どうして？）

　誰にも迷惑などかけていないはずだ。なぜなら十七年間の大部分をこの部屋で過ごしてきたからだ。

　人と会うことはほとんどない。極度の引っ込み思案なので、たまに顔を合わせる者に対し多少は不快に思わせたかもしれないが、呪われるほどの恨みを買うことなど考えられない。

　だが――とも思う。

　ついこの前までなにもなかったのに、いきなり、それもなんの予兆もなく記憶障害に陥るなども考えにくい。〝呪われている〟と言うジュリウスの主張もわからなくはない――気がする。

（ジュリウス様がおっしゃるように、お祓いするのがいいのかもしれない）

　釈然としないが、それ以外の名案が浮かぶこともないので従うべきかと思案する。と、視線がジュリウスから贈られたルーペとペンダントで止まった。

　今使っているルーペは職人用で、顔半分を覆い、両眼のレンズ部分が飛び出して固定されているので、装着すると怪物を連想させる代物だ。

　気をつけているが、集中するあまり自分の体の一部になっていてまったく違和感がないので、着脱の意識がすっかり抜け落ちてしまうことがある。そして人と会ってしまい、驚かせたことが何度かある。もちろん側仕えのメイドたちも同様で、慣れれば笑って「王女殿下、お忘れですよ～」と指摘してくれるものの、新人は腰を抜かしてしまう。

（呪いの護符を作っていると囁かれても仕方がないのよね……）

　シエラも自覚済みであった。

　それを気にかけ、女性が装着していても大きな違和感にならない、凝ったルーペをプレゼントしてくれるとは。しかも、デザインだけではなく、ピントが合わせられるという技術面でも素晴らしい代物を。

　隣にあるロイヤルブルームーンストーンのペンダントは大玉で、大変豪華で麗しい。

　シエラは箱からペンダントを取り上げ、立ち上がった。そして姿見の前にやってきて、首につけてみた。

「綺麗……」

　淡い白濁の奥深くから青い輝きがある。ただでさえロイヤルブルームーンストーンは希少価値が高いのに、この大玉だ。

　幸せな結婚、永遠の愛。

　プレゼントされた時、ジュリウスがキスをしていたことを思い出してシエラも真似る。石を介して唇を合わせた気がして胸の奥から熱いものがこみ上げてきた。そして両手でそっと包み込んで胸に抑えつけた。

（ジュリウス様は私との結婚を望んでいると思っていいのね？　お父様の命令で嫌々するのではなく）

　手を開いてロイヤルブルームーンストーンに触れてみる。ひやりと冷たい感触が指先に広がった。今度はすくい上げるように持ち上げて石を見つめる。深い部分から澄んだ青い輝きが広がっていて吸い込まれそうだ。

「本当に綺麗」

　その時、ボーンとこもった鐘の音が響いた。

　反射的に置き時計を見ると十時を指している。おそらく大広間の鐘だろう。舞踏会や晩餐会が開かれている時に、終了を告げるために鳴らされるのだ。

　シエラは鈴を鳴らしてメイドを呼んだ。今夜はカリタとリリアーナがやってくることはない。

「王女殿下、お呼びでしょうか？」

「ええ、もう休もうと思って」

「かしこまりました」

　二人のメイドが夜着の着替えを手伝ってくれる。

「あら、素敵なペンダントでございますわね。お作りになられたのでしょうか？」

「いいえ、ジュリウス様にいただいたの」

　素直に答えたら二人のメイドは瞳を輝かせた。

「それはよろしゅうございましたね。ジュリウス様はこのご縁談に乗り気なのでしょう。王女殿下、おめでとうございます！」

「ありがとう。あなたたちもそう思う？」

「思いますとも！　嫌な結婚相手にこんな素敵なものをプレゼントしたりいたしませんわ！」

　考えていたことを肯定され、さすがのシエラも勇気が湧いてきた。

　嬉しくて仕方がない。

　メイドの一人がペンダントを外そうと手を伸ばすが、シエラはそれを断った。

「今夜はつけて寝るわ」

「ですが、喉に絡まっては危険です」

「大丈夫よ。今夜だけ、お願い」

　メイドたちは互いを見合って困り顔をしたものの、シエラがよほど嬉しくて、外したくないのだと理解し、引き下がった。

「では、王女殿下、失礼いたします。おやすみなさいませ」

「おやすみなさいませ」

「ありがとう。おやすみなさい」

　そそと退出する二人を見送り、シエラはベッドにもぐりこんだ。その間も手はペンダントに触れている。

　微笑みを浮かべ、ジュリウスの顔を脳裏に思い描けば、すぐに心地のよい眠りにいざなわれていった。

















第七章　悪魔祓い












　翌朝。

（スコーン。バラジャムとカスタードクリーム。サラダとスクランブルエッグ。飲み物はりんごジュース……覚えてるわ）

　シエラは胸に手を当て、そう思った。

　朝食の話だ。今は食べ終わって紅茶を飲んでいる。

　今朝起きた時、正直調子がよくなかった。なんだか頭が重く、気持ちが悪かった。なんとなく胸のあたりがつっかえる感じだ。

　意識がふっと遠くなる気がして、身を起こすのも億劫だった。朝食が済めばジュリウスが来ると思って頑張って起きたのだが、顔を洗って朝の支度を終える頃には治まってくれたのでほっとした。

（カリタとリリアーナは昨夜の仮面舞踏会の翌朝だし、出仕してくるのは午後から。私はジュリウス様の訪問を受けて、これをいただいた）

　今はドレスの奥に隠しているが、胸元には昨夜ジュリウスからプレゼントされたロイヤルブルームーンストーンのペンダントがある。あのまま眠り、今も外せずにいる。

（朝食が終わったらジュリウス様が迎えに来てくださる。一緒に大神殿へ行って、大神官様を訪問する。だけど昨夜送った手紙で、今朝お会いしてくださるのかしら。大神官様への面会は何日も前からアポイントメントを依願しないといけないはずなのに）

　などと思いながらも、シエラは自分がずいぶんと心穏やかであることに驚きながらも安堵していた。

　今朝のようなすがすがしい快晴を見、そして太陽の日差しを浴びたのは久しぶりのような気がする。

（前にカリタたちと朝食や昼食をとったのは、お天気が悪かったからバルコニーではなく、お部屋の中だったしね。本当に気持ちがいい）

　大きく深呼吸をし、もう一度青い空に浮かぶ白い雲を見遣った。

「王女殿下、ジュリウス様がいらっしゃいました」

　メイドがジュリウスの訪問を告げる。シエラは立ち上がり、戸口に向かった。

「やあ、おはよう。今朝も愛らしいな」

「！」

　目を丸くして固まってしまったシエラの手を取り、甲に挨拶の口づけを落とした。

「おっ、おは、おはようございますっ」

「そんなに緊張しなくても」

「すみませんっ。あの、えっと、今朝は記憶があります。スコーンをバラジャムとカスタードクリームでいただきました」

「それはよかった。今後は今朝のような日が続くよう、大神官様に不要な穢れを祓ってもらおう。行こうか」

「はい」

　ジュリウスに導かれて部屋を出て、廊下を歩いていると前からカリタとリリアーナが慌てたようにやってきた。

「あら、カリタ、リリアーナ。出仕は午後からでは？」

「お二人してお出かけと聞きましたので」

　そう言ったのはカリタだ。リリアーナはカリタの一歩後ろに立って驚いたようにこちらを凝視している。その視線にシエラは気づいていないが、ジュリウスは視界の端でしっかりと捉えていた。

「ええ。大神殿へ行ってくるわ」

「大神殿？　どうかしたの？」

「ジュリウス様が大神官様への面会の機会を取ってくださったの」

「最近、シエラの調子がよくないみたいなのでね」

　続きをジュリウスが受け取る。カリタは視線をシエラからジュリウスに移しつつ、小首を傾げた。

「体調が悪いなら、ダクネフ先生に診ていただくほうがよろしいのではなくて？」

「気持ちの問題だと思うのでね。部屋に閉じこもりきりはよくない。気分転換に散歩もかねて出かけようと誘ったんだ。さぁ、遅刻は厳禁だ。行ってくるよ」

「かしこまりました。お気をつけて」

　カリタがドレスの端をつまんで淑女の礼をする。後方のリリアーナは立ち尽くすばかりだったが、カリタにドレスを蹴られて慌てて礼をした。

　そんな二人の前を通り過ぎ、シエラとジュリウスは長い廊下を歩き始めたのだった。

　それからしばらく馬車に揺られて王都の中心部に位置する大神殿に向かう。面会時間まで少し間があるので祭壇で手を合わせたのち、周辺と建物内部を見学する。

　一般市民とはかけ離れた高価な衣装に身を包んだ二人は目立ち、注目を集めるが、まったく気にしていない。二人は終始笑顔だ。

「本当に大神官様の面会の時間が取れて驚きました」

「まぁ、それは会えばわかる。そろそろ時間だ。行こう。こっちだ」

　広い大神殿の奥の建物に向かうジュリウスの足取りには迷いがない。シエラは彼が頻繁にここを訪れているような気がした。

　進むほどに静けさが身に染みる。二人の足音だけが大きく響いている。階段をのぼり、ようやくある扉の前にやってきた。そこには神殿の事務員らしきケープをまとった制服の中年男性が立っていた。

「大神官様がお待ちかねです」

「ああ、ありがとう」

　彼はジュリウスの言葉に会釈をすると、今度はシエラに顔を向け、穏やかに微笑んだ。

　扉が開かれ、シエラはジュリウスに導かれて中に入った。

　ドキドキと心臓が早鐘を打つ。いかにシエラが国王の娘であっても、大神官にはなかなか会えないからだ。それなのにジュリウスは昨夜面会希望の手紙を送って今朝には了解を取りつけるとは驚きだ。

「来たか、ジュリウス。まったくお前は私が呼んでも渋るくせに、来る時はこちらの都合も関係なく押しかけるのだから困ったヤツだ」

　大神官の第一声にシエラはぎょっとなった。

（どういうこと？）

　隣に立つジュリウスは困ったような笑みを浮かべている。

「大きな貸しにしておいてくれよ」

　との返事に、ますますギョッギョッギョッとなるが、口を挟むことはやめておいた。それどころか邪魔をしないよう息をひそめる。

「シエラ、座って」

　広い部屋の中央に置かれているソファに腰を落ち着かせる。シエラの横にはジュリウスが、正面には大神官が座った。

　年は父王と同じくらいか。白いものが混じった髭を蓄え、白いケープと大きく張った帽子をかぶっている。優しげな顔立ちではあるけれど、目には力があって、シエラをまっすぐ見つめるまなざしは怖いくらいだ。

「事情は手紙で承知している。妖しい魂が王女殿下に憑りついているなどとは言語道断。さっそく悪魔祓いの儀を行い、打ち祓う。が、その前に、シエラ王女殿下、もう一つの人格とは交渉できないのですかな？」

「そういうのはまったくないです。ジュリウス様に指摘されるまで病気だと考えていましたので」

「なるほど。記憶もまったくないのですね？」

　シエラは「はい」と返事をしつつ頷いた。

「このような状況になった心当たりは？」

「ありません」

「なにかよからぬ物を触ったとか、妖しい場所に出向いたとかは？」

「ありません。ほとんど部屋から出ないので」

　その言葉に大神官はわずかに目を見開き、納得したように頷いた。

　シエラが極度の引っ込み思案で引きこもりであることは有名だ。王族主催の社交の場であっても参加しないため、彼女の顔を知っている者は高位貴族といえど少ない。大神官とてそんな状況であることは承知している。

「身に覚えなく、いきなり〝呪じゅ〟を受けたということですな。それは気の毒な。嫉妬か、憤怒か。いずれにしても、不要な感情は祓うのがよろしい」

　言うなり大神官は立ち上がった。

「さっそく始めましょう。こちらへどうぞ」

　シエラは大神官に導かれ、隣の間へと向かった。

　そこはやや狭い部屋であったが、祭壇があり、いくつもの蝋燭が掲げられていて、よく言えば神秘的、悪く言えば不気味な部屋だった。

　部屋の中央には大きな甕かめが据えられていて、中にはたっぷりの水が張られている。シエラはこれが聖水であることを理解した。

「神々の前にて敬虔に跪きください」

　祭壇に向かって膝立ちの状態になる。シエラは両手を合わせて目を閉じた。そして一心に祈る。






　――どうか清められ、呪いから救われますように。






　そう繰り返す。そして脳裏にはジュリウスとなんの不安もなく幸せな婚姻の儀式を迎え、夫婦になることを願った。

（神々よ、どうかジュリウス・オルフォンス様と憂いなく結ばせてください。お願いいたします。私はこの方が、好きなのです。どうかジュリウス様の妻にしてください）

　朗々と続く祈りの言葉の中、時折、バサバサと音がすると体に冷たいものがかかった。

　祈りの場で神官が聖なる木の枝を聖水に漬け、祈りの言葉を発しながら枝をふるって撒くことをシエラは知っている。大神官はそれを行っているのだろう。

　ピリピリと静電気のようなものが肌に触れると思うのは意識しすぎだろうか。

　シエラは真摯に祈り続けた。そしてその朗々たる声が途切れ、シエラの名を呼んだ。

「シエラ王女殿下、この清めの聖水をゆっくりとお飲みください」

　差し出されたグラスを受け取り、言われた通り、ゆっくりと喉に流し込む。

　味はしない。ごく普通の水だ。冷たくもない。しかしながら神々の威光をもって清められていると言われれば、崇高な気がする。

（これでもう大丈夫）

　一連の儀式を終え、シエラは大神官に心からの礼を述べ、ジュリウスとともに大神殿をあとにした。

　再び馬車に乗り込み、王宮へ向かう。

　ジュリウスが対面ではなくシエラの横に座っている。そしてシエラの右手をぎゅっと握っていた。

（心臓が痛い……）

　指を交互に絡めるようにして手を繋いでいる。熱いほどの体温が伝わってくる。それはシエラの心臓を激しく高鳴らせた。

「どう、気分は？」

「いいです。朝からの記憶もちゃんとあります。いつもと変わりありません」

「そうか、よかった。もうこれで大丈夫だ。悪魔は祓われ、消え失せた」

「はい」

　ジュリウスが繋いでいた手を離すと、肩に回してきゅっと引き寄せる。今度は手からではなく、触れ合う肩や腕、さらには腰や足からも体温が伝わってくる。

「ジュリウス様は大神官様と親しいのですか？」

「わんぱく小僧だったから、よく預けられたんだ。神々の道徳を学べとね。当時はまだ下っ端の神官で、まさかあのおっさんが大神官になるとは思わなかったけどね」

〝おっさん〟という言葉にシエラが驚いて口をぱくぱくさせるが、それを見てジュリウスが声を立てて笑った。

「それに俺が世話になっているからと、オルフォンス家はずっと彼を支えていた。それから……」

「？」

　言葉が途切れてシエラがジュリウスの顔を覗き込む。ジュリウスはふっと笑った。

「シエラは俺の妻になるのだから話しておくが」

〝おっさん〟の次は〝妻〟の言葉に、シエラの顔が真っ赤に染まる。ジュリウスはシエラの肩を掴む手に力を込め、さらに強く抱き寄せた。

「社交界で浮き名を流していたのは情報収集のためだ」

「情報収集？」

「誰とでも親しく交流し、女性とは二人きりで過ごす遊び人。こういう評判が立てば立つほど、どんな者と話し込んでいても、あるいは密会していても、誰も疑わない。それでも難しい場合は、大神殿の一室を借りることにしている」

　その言葉にシエラは目を瞠った。

「俺と大神官の関係は、そういうことなんだ。だから、シエラ、俺が女性と二人きりで過ごしていても気にしないでほしい。女性を介してのほうが誰にも疑われず欲しい情報を手に入れることができるから、俺は結婚してもこの活動をやめる気はない」

　驚く告白にシエラは目を白黒させるが、彼が今後のことを案じて事の顛末の説明をしてくれているのだと察した。

　女といても心配するな――そう言っているのだ。

「ジュリウス様……私、あなたにふさわしいと思っていただけるよう努力します」

「そう？　それは嬉しい」

　シエラはジュリウスの胸に手をやり、顔を埋めて「誓います」と囁いたのだった。






　それなのに――

















第八章　現れた呪いの王子












　悪魔祓いを行いに大神殿へ向かった日から三日が経った。ジュリウスはこの三日間、侯爵の名代として領地視察に出かけていて、今日戻ってきた。領地の特産物をしこたま持ち帰ってきて、まずは国王夫妻に献上し、それからシエラを訪問したのだが、出迎えたシエラの顔が青ざめ、こわばっている。そしてドレスのスカート部分を握りしめている両手がふるふると震えていた。

「シエラ？　なにかあったのか？」

　大きな瞳に大きな涙の玉が浮かんでいる。そしてポロリと流れた。

「ダメでした」

「ダメ？　なにが？」

「昨日、一昨日、日中の記憶がありません。悪魔は祓われていなかったのです」

「…………」

　エグエグと泣き始めるシエラをしばしぼんやりとジュリウスは見つめていた。だが、はっと我に返り、ソファに座ろうと声をかけて促す。シエラは泣きながら素直に従った。

「私は、やっぱり、ジュリウス様に、ふさわしく、ないのですわ……ううう」

「そんなことはない。俺たち、なんだかんだあっても、それなりにうまくやっていると思うけど、どうしてそう思うんだ？」

「だって……呪われてるから」

「まぁ、それは……そうかもしれないけど」

　シエラはハンカチで目元を覆い、何度もしゃくりあげながらエグエグと泣き続ける。ジュリウスは彼女の背に手を回して優しく撫でた。

「あ、俺が贈ったペンダント、してくれているんだね？」

「……はい。未練がましいと思うんですが」

「そんなことないよ。使ってくれて嬉しいけど？」

「……本当、ですか？」

　シエラが顔を上げ、不安そうに問いかけてくる。ジュリウスは優しく「ああ、もちろん」と答えると、安堵したのか少し落ち着いたようだ。

「ジュリウス様」

「君はいじらしいね。そんなこと気にする必要はない。悪魔祓いが失敗だっていいじゃないか。他の方法を一緒に探せばいい」

「でも……」

「それに、問題はシエラの日中の記憶がないだけのことで、そんなものは周囲のみなでフォローすればいいだけだし、他人に危害を及ぼさないなら、なんら問題はない。一緒に乗り越えたらいいんだ。俺の気持ちは変わらない」

　ジュリウスの優しい言葉にシエラはまたグズグズと泣き出した。

「泣かないで。確かに最初はなぜだって思ったけど、シエラが噂とはぜんぜん違う面白い、じゃない、可愛い人だとわかったからね」

「……本当にそう思われていますか？」

「思っている」

「降嫁先に選ばれて、断れないからではないですか？」

「シエラ」

　わずかに咎めるような鋭さのある口調で名を呼ぶと、シエラは驚いたようにビクッと体を震わせた。そんな彼女の双肩をジュリウスが掴んで少し引き離して顔を覗き込んだ。

「可愛げのないことを言ってはいけない。俺が君にルーペとペンダントを贈った気持ちを無下にするつもりなのか？」

「あっ」

「嫌々結婚する相手に贈り物なんかしない。しかも、どちらもずいぶんと探して手に入れたものだ。君に喜んでもらいたくて」

「……申し訳ありません。私、怖くて、つい」

　肩を掴んでいた手は、今度は頬を包み込む。その状態で目を合わされ、シエラの顔が真っ赤に染まった。

「短絡的にならず、なんでも俺に相談すること。いいか？」

「はい」

「心配しなくても大丈夫だ。俺が原因を見つけ出し、治してやるから」

「はい……ありがとうございます」

　シエラは瞳を潤ませ、それから珍しく自ら求めるようにジュリウスの体にしがみついた。

　ふるふると震えて抱きついてくるシエラの体を支えながら抱きしめ返し、互いに体温を感じ合ったのち、ジュリウスがそっと距離を取る。そして片側の頬に手を当ててからゆっくりと顔を近づけた。

　彼の意図を察したシエラも上向いて瞼を閉じる。そっと唇が重なり、チュッと音を立てて離れた。

「経緯はどうであれ、シエラを守ると決めた。だからもう悩まないで」

「はい」

「石よ、俺たちの愛を守ってくれ」

　ジュリウスはシエラの首元で煌めくロイヤルブルームーンストーンの輝きにもチュッとキスを落とし、それから立ち上がった。

「明日から本格的に原因究明に勤しむ。少々訪れる回数が減るかもしれないが、けっして不安に思わないように。いいね」

「かしこまりました」

「よし。では、おやすみ」

「おやすみなさいませ、ジュリウス様」

　そう挨拶するシエラの耳元に顔を寄せてひと言囁きかけ、ジュリウスがシエラの部屋から去っていった。

「……ジュリウス様」

　胸元で揺れるロイヤルブルームーンストーンのペンダントをぎゅっと握りしめつつ、交わしたキスを想う。言葉にできないなにかが沸々と湧いてきて、今まで不安一色だった心を晴れやかにした。

　カタン、と音がした。シエラは音のしたほうに顔を向けると、戸口にリリアーナが立っていた。

「あ、リリアーナ、私」

　そこまで言ってシエラは口を噤んだ。なんだか青い顔をしたリリアーナが、ズンズンこちらに向かって歩いてくる様子が迫力満点でたじろいだのだ。

「差し出がましいことだと思うけど、シエラ、この縁談、お断りすべきよ。ジュリウス様が気の毒だわ」

　はっきりと〝気の毒〟と言い切られ、シエラの顔から表情が消えた。リリアーナ同様にシエラの面も色をなくして青くなる。

「お立場上、オルフォンス侯爵家から断ることができない。だからすべてあきらめて受け入れておられる。気の毒で見ていられないわ」

「でも」

「でも、なによ」

「ジュリウス様ご自身が気にするなとおっしゃったわ。それに贈り物までくださった。購入に骨を折ったけど、私に喜んでほしいからって」

　シエラの反論にもリリアーナはかぶりを振って否定する。

「あきらめたからうまくいくように努力されているのよ。無理にそうさせること、シエラは平気なの？　あの方を不幸にしてまでも、それを望むの？」

「不幸って……そんな」

「あなたを傷つけたくないし、ジュリウス様の名誉のこともあるから、それとなく言って気づいてもらおうと思ったけど無理みたいだからはっきり言うわ。ジュリウス様はシエラのこと、想ってはいないわ」

　言葉がきつくなっていくリリアーナの顔をじっと見つめながら、シエラは震える唇を懸命に動かす。ここで黙り込んでしまったら、なにもかも、せっかく得られた喜びや幸せが壊れてしまいそうな気がするからだ。

「そんなことない。私を守ると言ってくださった」

「それはあなたが王女だからでしょ。王族に歯向かうなんてできないし、誰だっておべっかくらい言うわよ」

「おべっか……」

「これ」

　リリアーナがドレスのポケットから四つに折られた小さな紙を差し出した。

「ジュリウス様からいただいたものよ。見てちょうだい。これを見たら、ジュリウス様が誰を想っているかわかるわ」

　突き出された紙を開くと、時間と場所が記されている。

「こうやって時々お会いしていたの。黙っていて悪かったわ。でも……私の気持ちもわかってよ。王女だからって愛し合ってもいないのに奪おうなんてひどいわ」

「そんな！」

「シエラ、今も言ったように、これは王命だからジュリウス様はお断りすることは許されないのよ。あなたが言い出さないと。あなたが意に沿わないと陛下に言って、この縁談を破談にするしかジュリウス様を自由にすることはできないのよ」

「嫌」

「シエラ！」

「だって」

「……見損なったわ。あなたは王女という地位に驕らない、みなに優しい人だと思っていたけど、権力で人を縛って不幸にしても平気なのね」

　リリアーナはシエラの手の中にある紙をひったくると、さっと身を翻して逃げるように早足で部屋から出ていってしまった。その後ろ姿を呆然と見送る。

（そんな……そんな……）






　どれほどの時間が経ったのだろうか。数時間か、あるいは逆で数分か。シエラはソファにかけたまま、項垂れていた。

　ジュリウスがリリアーナを誘ったことがショックだった。

　リリアーナにああもきっぱり言い切られてしまい、傷ついた。

　リリアーナが間違ったことを言っているとは思えない。

　それはシエラ自身がずっと考えてきたことであり、だからこそ真実だと思える。

（ジュリウス様は立場上、拒否することができない。嫌でも、嫌だとは言えないから、少しでも事態がよくなるように努力なさっている。私がこの縁談を断る以外に道はない。だけど……）

　せっかく受け入れようとしてくれているのに、自ら壊してしまいたくないのだ。このまま時が過ぎれば結婚式を挙げ、夫婦になれる。

　そう思うのに。

（〝変人王女〟と陰で噂されている者と、誰が結婚したいと思う？　ジュリウス様は王命を受けて迷惑されている。本当にあの方のことが好きなのなら、地位を利用して縛りつけてはいけないわ。リリアーナの言う通りよ。たとえ、オルフォンス侯爵家に利益があるとしても、ジュリウス様を不幸にしたくない。あの時だってあきらめられたのだもの、今回だってできるわよ。私だって頑張ればできるわ。それに……）






　――俺が女性と二人きりで過ごしていても気にしないでほしい。






（気にしないでほしいと言われても、無理だと思う。わかっていても妬いてしまうと思う。今でさえ女性に囲まれている姿を見たくないなんて考えるのだから、妻になったらなおさら）

　シエラは頬を流れる涙を手の甲で拭うと、すっと立ち上がった。そしてメイドに行き先を告げ、部屋を出る。

　行き先は王妃の私室だ。

　王妃付の侍女に声をかけると、その者は驚いたように迎え入れ、すぐに取り次いでくれた。

　決意して訪れたものの、いざ母を前にすると怖じ気が出てくる。母は肝が据わっていて迫力満点だ。

「どうかしました？」

「お母様、縁談はお断りしたいと思います」

　王妃のこめかみがビクリと震えた。

「ジュリウス様に私はふさわしくないと思います」

「シエラ」

「言い直します。私にジュリウス様はふさわしくないと思います」

「…………」

「申し訳ございません」

　謝罪してしょぼんと肩を落とすシエラを王妃は無言でじっと見つめている。しばし膠着が続き、やがて「はあ」と声を伴ったため息をついた。

「お前はどうしてそんなに己に自信がないのです。笑われるような外見でもなし、勉学も他の兄弟姉妹に劣らぬ成績だし、楽器もダンスも相応にこなす。どこにも卑下するところはないはずです。人前では緊張して少々うまく話せないくらいでしょう。ですが誰しも大勢の前に出れば緊張もするし、失敗もします。ようは慣れなのです」

　言われてますますシエラの肩が下がり、うつむく角度も強くなる。

「逃げてばかりだとなにも得られません。趣味に勤しむのもよいですが、老いて死ぬまで部屋に閉じこもっているつもりですか？　世界は広く、奥深いものです。一人で不安なら、ジュリウス・オルフォンスに手を取ってもらい、それらを見せてもらえばよいではありませんか」

「…………」

「お前がどうしても部屋から出たくないと言うなら、結婚しても閉じこもっていればよろしい。ジュリウス・オルフォンスには好きなだけ女を囲い、遊び耽ればよいと言いなさい。その代わり、他の女に子を産ませても、お前には文句は言えませんからね」

　シエラは息を詰め、じっと母の顔を見つめ、それからかぶりを振った。

「それは嫌です。耐えられません。だからこの縁談は辞退させていただきたいのです」

「お前はジュリウス・オルフォンスを好いているのですか？」

　問われてシエラは顔を背け、視線を逸らせた。

「ジュリウス様は他にお好きな方がいらっしゃるのです」

「そんなもの、関係ありません。今回の決定は政治的な問題です。オルフォンス侯爵家の権力を、今まで以上に王家のために使わせるための決定です。お前に反論は許されません。趣味に没頭したいなら、陛下の決定に従いなさい。それが嫌なら、自ら動いて陛下のために働きなさい」

「自ら動いて陛下のために働く、とは？」

「周辺国のどちらかの王子に嫁ぎ、我が国の平和のために働くのです」

　言われてシエラは顔色を変えた。ずっと引きこもっていて母国の王宮ですら歩き回るのは嫌だというのに、国を出て異国で暮らすなど考えられない。そんなことになったらきっと頭がどうにかなってしまうことだろう。

　絶望的なまなざしを母に向けると、冷めた目で見返された。当然だ。この母は隣国の王女だった人だ。

「できぬのなら黙って陛下に従いなさい。王家の者として、国や国民に対してなんの役にも立たぬ者が文句だけ言うとは言語道断。わかりましたか」

「……はい」

「よろしい。では、部屋に戻りなさい。わたくしは忙しいので」

　シエラは立ち上がって淑女の礼を取り、王妃の部屋をあとにした。

　涙がこみ上げてくるのを必死に押しとどめるが、ぐるぐるする気持ちをどう落ち着けたらいいのかわからない。

　ただただ悲しくて、うつむくばかりだ。






　　　　　＊＊＊＊＊






　王妃の行動は早かった。

　シエラの背を見送ると国王を訪ね、事の顛末を説明する。それを聞いた国王もまた、すぐに動いた。

　二人にとって今回の縁談はとにかく末娘の将来を案じてのことなのだ。

　本人には甘やかさぬようきつく申し付けているものの、このままでは末娘は世間の笑い者になり、結婚もできず、人生の喜びを知らずに一人寂しく過ごして朽ちていくかもしれない。それは親として我慢ならないことである。なんとかせねば――その思いのすべてをジュリウスに託したのだ。

　あの社交的で行動力のあるジュリウスなら、シエラをうまく導いてくれるだろう。もちろん、政治的思惑もあるにはあるのだが。よって王妃から話を聞いた国王はすぐさま使いを走らせ、ジュリウスを呼びつけた。

　一方、そのジュリウスは寄り道していたこともあってまだ部屋に戻っておらず、扉の前で待ち構えている国王の使者に目を白黒させた。そして取って返して王家のプライベートエリアに戻ってきた。

「ジュリウス・オルフォンス殿をお連れいたしました」

　使者が高々と言い、扉が開く。ジュリウスは国王の前に進んで傅いた。

「陛下、急ぎ御用とは」

「うむ。どうなっているのだ？」

「は？」

　いきなりの問いになんの話かまったくわからず、ジュリウスは素で応えてしまった。だが、すぐに国王の前だということを思い出し、居住まいを正す。こほん、と一つ咳払いをすると、表情を引き締めてわずかに身を乗り出した。

「陛下、恐縮ではございますが、主語と目的語をお願いいたします」

　すると国王は片側の眉尻をつり上げてジュリウスを睨みつけた。

　また小難しいことを言いよって――と思っていることは明白だが、これには触れないでおく。

「お前とシエラの関係に決まっているではないか。うまくいっていないのか？」

「うまくいっています」

「嘘を申すな。シエラが王妃に、破談にしたいと言いに来よったぞ」

「……え？」

「え、ではない。シエラは極度の引っ込み思案だが、ゆえに押しに弱い。自分にも自信を持っておらん。お前がちょっと強く押せば、すぐに落ちるのはわかっておるのだから、なんとかせよ」

　今度はジュリウスが片側の眉尻をつり上げて国王を睨む――と言っても、半眼のジト目なのだが。

（すぐに落ちるって父親が言うなよ）

　と、思うが当然言えることではない。

「陛下、恐れながら、我々はうまくやっています。王女殿下が破談を希望しているなど信じられません」

「だが実際、王妃に懇願にまいった。一喝して追い返したそうだがな。お前、他の女と遊んでいるところを見られたのではあるまいな」

「遊んでなどおりません」

　失敬な、と言いそうになって、その言葉をガリガリ噛み潰して飲み込み、きっぱりと言い切る。国王の目は完全に疑っていて信じようとしていない。

「なにか不安を煽られるような出来事があったのでしょう」

「他の女になじられたのかもしれんなぁ、なんと言っても、ジュリウス・オルフォンスは社交界の色男として有名であるから」

「陛下には及びませんし、我々の仲は極めて良好です。同じ男です、そこは純粋に褒めていると思っていただければ、と」

「…………」

（しまったぁ！）

　後悔先に立たず。

「お前に褒めてもらう必要はないが、儂がモテるのは事実だ」

（エロジジイ！　地獄に落ちろっ）

　頭を下げながら、間違っても口から出てはいけない危険極まりない言葉を再びガリガリと噛み潰す。

「もう一度申し上げますが、我々はうまくやっています」

「お前が一方的にそう思っているだけで、シエラはそうではあるまい。お前にふさわしくないと言っているそうだ。とにかくシエラはクヨクヨしていかん。お前の妻として毅然としていられるような自信をつけてやるべきだ。ジュリウスよ」

「はい」

「初夜まで待たなくてよい。さっさとやってしまえばどうだ」

「…………」

「儂がよいと言っているのだから堂々としていればいい。なんなら離宮か別荘を貸そうじゃないか。湖畔の離宮はなかなかムードがあっていいぞ。星がよく見えるし、湖に雲や月が映っていてなかなかロマンティックでなぁ。女はうっとりして隙だらけだ。大型のボートを使えば、少々揺れても落ちることはない」

（そんなことをやっているのか！）

　反射的に叫びそうになって我慢する。しかしながら国王はジュリウスの思っていることを察したようで、まっすぐ見据えてくる。

　互いに見合い、奇妙な沈黙が起こったが、それ以上ネタを掘るようなことをしなかった。

「あくまで提案だ。お前が自分のやり方でシエラに自信をつけさせることができれば、それに越したことはない。とにかく、儂は誰がなんと言おうが、この縁談を撤回する気はない。お前にはシエラの面倒を見てもらうつもりでいるからな」

　言い切った国王に、ジュリウスは三白眼になって片側の口角を持ち上げて笑った。

「その覚悟はとうにできております。こちらも婚約を解消する気はこれっぽっちもございません。王女殿下との意思疎通はできています。今後、なにが起ころうとも、どうかこのジュリウス・オルフォンスを信じていただき、見守っていただきとうございます」

「……まことか？」

「まことです」

「本気か？」

「本気です」

「…………」

「…………」

　信じろよ！　との思いを目に込めて睨みつける。すると国王はやや弛緩したように肩を上下に動かした。

「わかった。ではこの件、一切口出しせずお前に任せる。二か月後、無事に婚姻の儀を執り行い、儂を安心させてくれ」

「かしこまりました」

　ジュリウスは丁寧に礼をして国王の私室を辞去しようと扉に向けて歩き始める。そこへ「ジュリウス」と、呼ばれ、ジュリウスが振り返った。

「はい」

「頼むぞ」

「ご安心ください、国王陛下」

「いつでもなんでも貸してやるからな」

「ありがたきことですが、大丈夫です」

「……そうか」

　なんとなくバツの悪そうな国王にやんわり微笑みかけると、深く礼をして退去した。

　廊下を進むほどに自制心が吹っ飛んでいく。沸々と怒りが湧いてきて、あっという間にジュリウスの心を覆いつくした。

　とはいえ。

（国王ばかりがムカつくわけじゃない。シエラになにか吹き込んだ者がいるんだ。でなければ、ついさっき、あんなに嬉しそうに抱きついてきたんだぞ。そのまま押し倒したい衝動を抑えるのにどれだけ自制したと思っているんだっ。破談なんて望むわけがないだろう）

　そう考えると、〝シエラになにか吹き込んだ者〟が誰か、簡単に見当がつく。引きこもりのシエラと会話できる者、それもジュリウスとの仲になにか言える者など極めて限られているのだから。

（他の女と遊んでいる、か。情報収集に呼び出したことが裏目に出たか。いずれにしても、そっちより呪いの問題を解決するほうが大事なんだが）

　シエラが泣いている姿が脳裏に浮かぶ。

（ここは盛大な手当てが必要だな。まったく世話の焼ける）

　なんて思うが、まんざらではないと思っている自分をジュリウスは自覚していた。

（なんだかよくわからないうちに、すっかりハマっているな、俺は。あんな変な女ははじめてだ。だけど、面白い。というか、純粋無垢すぎて可愛い。自分があぁいうタイプに弱いってことにはじめて気づいた。昼間のイケイケのほうのシエラも嫌じゃないんだが……ちょっと露骨すぎて俺の趣味ではない。……ん？）

　脳裏でふと案がよぎる。

　夜のシエラのまま昼間のように迫ってきたらどうだろう？　と考えてみると、俄然体がやる気で漲ってくるではないか。早足で自室に戻り、執事のロズウェルにバラの花束をシエラに渡してくるよう命じたのだった。






　それから二週間が経った。

　その間ジュリウスはシエラを訪ねることなく〝呪い〟について調べ回っていた。

　とはいえ、この状況であのシエラを二週間もほったらかしにしたら、絶対へこんで寝込んでしまうだろうと思い、毎日ロズウェルに色の異なるバラの花束を届けさせている。

　もちろんひと言だがメッセージカードも忘れない。社交界の人気者、ジュリウス・オルフォンスに抜かりはない。

　オルフォンス家の使用人であるロズウェルが直接シエラに会って花束を渡せるわけがないので、彼女の様子を知ることはできなかったものの、問題がありそうな返事はなかった。

　そんなジュリウスは今日も王宮にある巨大な図書館にいた。

（まったく見当がつかない。うーむ、意外と呪いなんてないのかもしれない。……いや、普通はないよな）

　開いた分厚い本に視線をやると、古代に生きた王子の中に〝魔道王子〟と呼ばれていた者がいたとある。ジュリウスはその本を手に取った。

　その王子の名はフィール・ストラトス。第十三代国王の嫡男だったが、体が弱く、王太子に選ばれなかった。自らの体を治すために魔道を学び、のめり込んだ。だが、その才能はなかったようで、魔道でなにかをした記録はなく、十九歳で死去したと書かれている。

（ってことは、〝魔道を操る王子〟じゃなく、単なる〝魔道マニアな王子〟ってことかよ。どうよ、それ）

　本を置き、うーん、と大きく伸びをする。

（そうだよな。魔道とか魔法とか呪いとか、そんな不可思議なことなんてないよな。もっと現実的に考えて、二重人格のほうを調べるべきなのかもしれない。とはいえ、心の問題なら、身に危険さえなければ騒ぐことでもないのかもしれないが……）

　もう一度、伸びをしながらジュリウスは調査の中断を決めた。

「久しぶりに顔を見に出向くか」

　婚姻の儀式はもう来月に迫っている。花嫁にはウエディングドレスなど準備をすることが多いので、今頃はそれらに追われて忙しくしているかもしれない。

　そう思っていたが――趣味の部屋でビーズ細工作りに没頭していた。

（シエラはやっぱりいつも通りで、それはそれでマイペースなのかもしれない）

　ジュリウスが部屋に入ってきて傍に立っているというのに、まったく気づく様子がない。

「シエラ」

「！」

　ジュリウスの訪問に目を丸くしている。慌ててルーペを外した。

「愛用してくれているんだね。それに元気そうでよかった」

「ジュリウス様……」

「なかなかうまく進まなくてね。シエラの顔を見にやってきた。二週間ぶりだ。あ、俺がプレゼントしたペンダント、つけてくれているんだな」

　シエラは泣きそうな顔になり、ロイヤルブルームーンストーンを右手で押さえた。

「どうかした？」

「いいえ」

「それで、調子はどう？　昼間の記憶はやっぱり飛ぶ？」

　作業机の隣に椅子を運んで座り込む。そして机に頬杖をついてそう尋ねた。

「……いえ、それがそうでもないのです」

「よかったじゃないか。治ったのかな？」

「わかりません。でも、体調はすぐれません」

　その返事にジュリウスは目を見開き、居住まいを正した。

「調子が悪いのか？　医者に診てもらった？」

　シエラがかぶりを振る。

「先生に診てもらうほど悪いというものでもないのです。日中なんとなく頭が重いとか、よく寝ているはずなのに眠くなるとか」

「遅くまで手工芸をしているからではなく？」

「カリタたちとの約束で、夜は十時までと決めています。睡眠はよく取っています」

「そうか。じゃあ、今も少しは進みたいだろう。手を止めて悪かった。キリのいいところまで進めてくれ。話はそのあとでいいよ」

「……すみません。このパーツだけ終わらせたいと思います」

　ジュリウスは「うん」と返事をすると、立ち上がってバルコニーに出た。そこに置かれている椅子に腰かけ、風を受けながら遠くを眺める。

　今日は曇りがちで、今にも降り出しそうで降らないすっきりしない天気だ。

（こんなにのんびりするのは久しぶりだ。ずっと本を読んで集中していたからな）

　読書は好きだが、さすがに一日中細かい文字を追いかけ、集中すれば疲れる。

　今度はテラス窓越しにシエラも見る。

　プレゼントしたルーペをつけてビーズ細工による絵画制作に没頭している。ジュリウスはそれを微笑ましく思った。

（気長にやればいいか）

　だいぶ気温が下がってきて、冬が深まってきている。肌を撫でていく風が冷たい。とはいえしっかり着込んでいるので寒いとは思わない。この国の冬はゆっくりと訪れる。そして耐え難いほどの寒い期間はそう長くはない。

　いつの間にか雲が減り、隙間から太陽が顔を覗かせていた。

（日が差して少し暖かくなってきた）

　ジュリウスは足を組み、クッションに背を沈めて目を閉じた。だからシエラがいつの間にかルーペを外して、こちらをじっと見つめていることに気づくことはなかった。

　そのシエラは何度かゆっくりとかぶりを振ったり、こめかみに手を遣ったりしている。間もなく、体がゆらりと揺れて机の上に突っ伏した。だが、すぐに身を起こす。そこからゆっくりと立ち上がり、ジュリウスの傍にやってきた。

「ジュリウス」

　そっと名を呼ぶが、その呼び方がいつもと違う。

「ジュリウス、寝ているのか？」

　ジュリウスは無反応だ。スウスウと規則正しい呼吸を行っているだけで動く気配がない。

「本当に寝ているんだな。だったら、今こそ絶好のチャンスだ」

　再度の呼びかけにも同様だ。シエラはさらに近づいた。そして彼の正面に立つ。やや緑がかった青い瞳に暗い影が差している。

「私がいかに本気であり、傷ついたことか。こうして蘇ったことは、太陽神マリの加護だ。そしてそれは、お前を成敗せよとのマリの配慮なのだ」

　目には怒り、憎しみ、悲しみ、そんな感情が見て取れる。

「ジュリウス・オルフォンス、ザウリの魂を持って生まれた者。お前に振られた恨みを今こそ晴らす」

　こぼすように呟くと、すっと両手を伸ばした。目的の場所は喉だ。

「うぅ」

　ジュリウスの口から短い声が漏れた。

「シ、エラ？　ぐう」

　ジュリウスは苦しさに目を覚まし、置かれている状況に驚いた。

　頭上にはシエラがいて、憎々しげに睨んでいる。

（シエラ……いや、違う）

　顔はシエラだが、漂う雰囲気は知らないものだ。

　そのシエラの両手がしっかりとジュリウスの首を掴んでいる。それも力を込めて。

（どういうことだ!?）

　次第に本当に息ができなくなってきて、苦しさに目がかすんできた。

「や、め……ぐぁう」

　ジュリウスはシエラの手首を掴んで離そうと試みるが、細腕とは思えない力でなかなか振り払えない。絞り込まれて完全に息ができず、手に力が入らない。

「シエ、や、め」

　ジュリウスは両目を見開き、シエラの愛らしい顔を凝視した。

「憎いぞ、この裏切り女」

（おん、な？）

　これ以上は無理だ。

　意識が朦朧としている。

　その時、かすむ視界の中でなにかが動いていることに気づいた。

　ロイヤルブルームーンストーンのペンダントがシエラの胸で揺れている。

（シエラ）

　ジュリウスが苦しさに喘ぎながら、ロイヤルブルームーンストーンのペンダントに触れたその瞬間、バチン！　と静電気のようなものが弾けた。

　シエラが驚いて手を放し、ジュリウスは自由になった。

「げほっ……げほっ」

　一気に空気が喉を通って肺に入ってきたので咳き込む。ジュリウスは喉を押さえながらもシエラを見ると、彼女は驚いた風に目を瞠り、自らの両手を凝視している。

「シエ、ラ」

「…………」

「シエラ」

　ジュリウスの呼びかけにシエラの肩がピクンと跳ねる。

「シエラ、どうしたんだ」

「…………」

「シエラ」

　再三の呼びかけにようやくシエラがこちらを向いた。驚愕に見開かれた両目。目が合うとシエラは震える手で口を覆った。

「シエラ、いったい、どうしたんだ」

　ジュリウスが立ち上がってシエラに一歩近づくと、シエラは逆に一歩退いた。

「わた、し」

　手で覆われた口から言葉が漏れる。それからゆっくりと数回かぶりを振った。

「どうして、こんな……」

「シエラ、逃げないで」

「私、ジュリウス様を」

「いいから。こっちに来るんだ」

　シエラの青い瞳が潤み、雫が一筋流れ落ちる。シエラは周囲を見回した。そしてなにかを見つけたのか、身を翻す。

「待て！　シエラ！」

　シエラは部屋の中に向かって駆け出していた。それをジュリウスが追う。

　作業机にたどり着いたシエラは、そこに置かれているペーパーナイフに手を伸ばした。

「よせ！」

「あっ」

　ペーパーナイフを掴みかけた手をジュリウスが払うと、ガタンと音を響かせて机に落ちてから跳ね、床に転がった。ペーパーナイフなので切ることはないが、突けば相応の怪我をすることは間違いない。シエラがなにをしようとしてペーパーナイフを取りに走ったのか、ジュリウスは正しく理解していた。

　ぎゅっとシエラの肩を掴む。

「どうしたんだ。なにがあった？」

「わかりませんっ。どうして私、ジュリウス様の首を絞めていたの!?」

「それはこっちのセリフだ。いや、シエラ、覚えていないのか？　さっき、体調はすぐれないが、昼間の記憶があるって言ったじゃないか」

「わからない！　わかりません！　ジュリウス様に危害を加えるなんて！　私、私、生きてる資格ない！」

　取り乱すシエラの体を胸の中に閉じ込め、ぎゅっと強く抱きしめた。ジュリウスの背中を拳で「放して」とわめきながらポカポカと叩く。

「落ち着け」

「こんなのダメ！　こんなのダメ！　生きてる資格ない！　放して！　放してっ！」

　ジュリウスはシエラの両肩を掴むと力任せに引き離し、それから頬を包み込んで強引に口を封じた。

「んんっ！」

　それまで叫んでいた声が急に出口を失って喉元でこもる。シエラは「んん！　んん！」と何度も繰り返し、やがておとなしくなった。

「……ぅ、はあっ」

　ジュリウスが離れて思いきり空気を吸い込む。

「シエラ、落ち着け。なにもない、大丈夫だから」

「……ジュリウス様」

　チュッともう一度口づけると、今度はシエラの瞳を濡らす涙をぺろりと舐めとる。

「泣かないで。君の中に、君ではない意識があるのがわかった」

「……え」

「さっきの君は間違いなく君ではない。別の誰かだ。君は誰かに体を乗っ取られている」

　……ような気がする、という言葉をジュリウスはあえてのみ込んだ。

　確信はないものの、ここでは言い切ったほうがシエラに対して良策だろうという判断だ。だが、確信はないが自信はあった。どうひっくり返しても、シエラから〝憎い〟などと言われる覚えはない。

（そうだ。好きだと言われて然るべきなんだ。憎いなんてありえない！）

　驚くシエラの目じりをもう一度舐めて雫を取り除く。

「自分を責めてはいけない。君のせいじゃない。君は俺を愛している。そうだろ？」

　刹那、シエラの頬が真紅に染まった。

「あ、あい……」

「違う？」

「……ちが、わ……ない、です。あ、えと、その……」

　ん？　と首を傾げて催促すると、シエラは口をぱくぱくさせながらも「はい」と返事をした。

「ありがとう。嬉しいよ。俺も君を想っている。だからなんの心配もいらない」

「ですが……」

　ジュリウスはシエラの手を取り、甲に口づけを落とした。

「君の夫という立場になって、君を守る。だから心配しないで」

　今度はシエラの首元で揺れているロイヤルブルームーンストーンのペンダントを手に取り、そこにもキスを落とす。それからシエラの手のひらに載せて握らせた。

「ジュリウス様、ありがとうございます……嬉しい」

　またしてもシエラの瞳から雫がこぼれ落ちる。涙は開いた手の上に落ち、ロイヤルブルームーンストーンの輝きの上で弾けた。

　その時！

「あ！」

　ロイヤルブルームーンストーンがキラリと光ったかと思うと、シエラが胸を押さえて苦しみ始めたのだ。

「シエラ？　シエラ、どうした！」

「！　――！　――！」

　声が出ないようで、胸を押さえていた両手を今度は喉にやっている。

「うわっ」

　ドン！　と押され、ジュリウスがよろけて手を放すと、シエラはもがきながら、そしてそこかしこに体をぶつけながら部屋中を駆け回り、最後は自らを掻き抱くようにして立ち止まった。

「う、うげぇええええーーーー！」

　奇声を上げると口から金色の霧のようなものが飛び出してきた。

「なんだ!?」

　目を瞠るジュリウスだったが、シエラが力をなくして足から崩れ落ちようとするのを見て慌てて駆け寄り、支えた。

　しっかりと抱き止めつつも空中で動いている金色の霧状のものを見上げる。

　霧状のものは、まるでのたうち回っているようだ。ジュリウスは得体のしれない存在を凝視していたが、その向こう側にある窓を見て息をのんだ。

（あれは！）

　窓ガラスに映っているのは霧状の塊ではなく、男の姿だった。

　その男は苦しそうに頭を押さえて宙を飛び回るようにしてもがき苦しんでいる。男の動きと金色の霧状の塊は同じに見えるので間違いなく関係している。

「ジュリウス、様……」

　腕の中にいるシエラに消え入りそうな弱々しい声で名を呼ばれ、ジュリウスは視線を窓から移した。

「シエラ、大丈夫か？」

「はい。私……あっ」

「どうした？」

「……ここ数日続いていた頭痛や不快感がなくなった感じがします。体が軽くなったみたい」

「それは、きっとアレが体から出たからだ」

　シエラは意外なことを言われ、驚いたようにジュリウスを見上げた。そしてわずかに首を傾げる。

「あの塊が見える？」

　視線を動かす。天井付近で霧状の金色の塊がぐにょぐにょと動いているのが見える。

「そのまま窓ガラスを見て」

　言われて従うと、窓ガラスには若い男の姿。

「あれは……え？」

「どうやらシエラはあの男に呪われていたようだ」

「…………」

「でも体から出た。もう大丈夫だ。だけど、問題はアレをどうすればいいのか、だ」

「どうすればって……捕まえないとまた呪われるでしょう？　でも、どうやって捕まえるんです？」

　シエラの問いにジュリウスが苦笑を浮かべた。

「そんなこと、俺にわかるわけがないじゃないか。ここはやっぱ、逃げるしかないと思うんだけど」

　二人で話している間に霧状の塊の動きに変化が表れ始める。それまでのたうち回っているような動きだったのが、緩やかに回転を始めて安定してきた。

　ジュリウスは危険を感じ、シエラを抱きしめつつ逃げ場を確保しようと周囲を見回した。隣の部屋に続く扉は金色の塊を通り越さなければならない位置だ。

（どうする）

　ジリッとジュリウスがシエラを伴って一歩横に動いた。同時に金色の塊は逆に動きを止めた。そして九十度方向を変え、こちらを向いた――ように見えた。

「！」

　ぜっ、と息を詰めたのはシエラだ。シエラもジュリウスと同じことを思ったのだろう。

　こちらを向いた、と。

　二人は反射的に窓ガラスに視線を遣った。

「ジュ……」

　ジュリウスは反射的にシエラの口に手をやって封じた。

　男が、こちらを見ている。

　その時、部屋に強い光が差し込んできた。雲が完全に流されてしまい、心地いいほどの快晴になっている。

　金色の霧状の塊は日差しを浴び、ゆっくりと人の形を取り始めた。ジュリウスとシエラが驚愕する中、男が降り立つ。金髪と青緑の瞳の男が向けるまなざしは鋭く、それは見紛うことなく怒りであった。

『ジュリウス・オルフォンス』

　ジュリウスは名を呼ばれてギクリと震えた。

『私はお前の魂を憎み続けてきた。太陽神マリが私に力を与えてくださった。今こそ、この怒りを晴らす時だ』

「憎んできた？　俺を？」

『そうだ』

「シエラじゃなく？」

　男はわずかに顎を上向かせ、上から見下すような目でジュリウスを睨みつける。

『違う。私は私を裏切ったお前の魂に怒っている』

　男は腕を伸ばし、指をピンと張ってジュリウスをまっすぐ指さした。

『その王女は私と同じ血脈を引く者。憎むはずがない』

「同じ血脈だって!?」

「同じ血脈っ!?」

　ジュリウスとシエラは同時に叫んだ。

「待て待て待て！　わけがわからない。最初から説明してくれ。そもそも、あんたは誰なんだっ」

『私の名はフィール・ストラトス。マリシュ王国第十三代国王オーバル・ストラトス王の長男だ。幼き時より魔道を学び、〝魔道王子〟との異名を持つ』

　マリシュ王国第十三代国王オーバル・ストラトス王、その長男フィール・ストラトス王子――シエラもジュリウスも知っている名だ。

　生まれながらに体が弱く、二十歳を目前にして逝去した不遇の王子。

　だが。

「本当に？　信じられないんだけど」

　ジュリウスが言うと、フィール王子は眉間にしわを寄せた。

『本当だ』

　きっぱり断言されたものの、やはり信じられなくてジュリウスが目を眇める。

「なんで俺が憎いんだ。一方的に憎まれては困る。理由を聞かせてもらいたい」

　するとフィール王子が腕を組んで仁王立ちになった。

『いいだろう。よく聞け、女たらしめ。私は国王の長子として生まれたが、体が弱かった。ゆえに立太子なされなかった。それを知らされた私は、自身の体を強くしようと、あらゆる魔道を学んだが、かなわなかった。

　王宮内で静かに暮らせば調子を崩すことはなかったが、ある時、美しい女と出会った。多くの男に求められ、まさしく花から花へと渡り歩く麗しい蝶であった。名はザウリ。私は一目で心を奪われ、王子である身をあかし、いずれ王になると言って特別な関係になった』

「嘘をついたのか？」

『黙れ！　魔道の力で癒やすつもりだったが、果たせなかっただけだ！　王妃になれないと知ったザウリは、あっさり私を捨てた。体が弱くていつまで生きられるかわからない者など無用と言って。失意に暮れる私は、ほどなくして体調を崩し、天へ召されることになった。だが、ザウリへの憎しみを浄化することはできなかった。深く深く憎んで……』

　フィール王子はうつむき、「うっ、うっ」と肩を震わせて嗚咽を漏らす。気の毒なムードが周囲に漂う中、ジュリウスが沈んだ声で感想を口にした。

「それは気の毒に。女に振られてさぞかしつらかっただろう。だから憎んで呪いのようなものをかけたのか」

『いや、私はなにもしていない』

「なにも？」

『ああ。体が動かなかったからな。ただただ、ザウリに憎しみをぶつけて思い知らせてやりたかった。だが、私のことを太陽神マリが可哀相に思ってくださったのだろう。こうやってザウリの魂を持った者と対峙させてくださった』

　いやいやいや、とジュリウスが否定する。

「俺はジュリウス・オルフォンスといって、ザウリなる女じゃない。憎しみをぶつけられても困る」

『ザウリの魂を持っているのだから、貴様はあの女の生まれ変わりだ。その証拠に遊び人ではないか』

　情報収集のためとはいえ、そして手段のためであっても深い関係にはなってはいない。だが、傍から見たら遊び人と思われても仕方がない。

『そんな者が大切な私の血脈に手を出すなど、許しがたい』

　ジュリウスの額には脂汗が浮かび、頬と背にはたらりと冷や汗が流れる。まさか不可思議な原因が自分だったなど夢にも思わなかったのだから。

（マジかよ。てっきり呪われているのはシエラかと……）

　チラリとシエラを見ると、心配そうなまなざしを向けている。その顔にジュリウスはなんとも言えない罪悪感を覚えた。さんざんシエラに向けて、呪われていると言い、悪魔祓いの儀式まで受けさせたというのに。

「シエラ、ごめん」

　素直に言葉が出ていた。

「なにがですか？」

「いや、その……」

　シエラがジュリウスの襟元をぎゅっと握りしめた。不安そうな表情にジュリウスは彼女を背に隠し、一歩前に出る。

「フィール王子、何度も言うが、俺は俺で、ザウリなんて女じゃない。俺は国王陛下によってシエラの結婚相手に選ばれた。王による指名であり、正当なものだ」

　フィール王子が目を眇める。

「政略結婚で、確かに最初は戸惑った。けれど、今は違う。俺はシエラと結婚し、共に幸せになる」

　ジュリウスはシエラの手を握り、フィール王子へ向けてまっすぐ突き出した。

「必ずシエラを幸せにしてみせる。あなたのような悲しい結末には絶対にしない。ここに誓う」

　するとフィール王子は目を瞠った。

『本当に？』

「本当だ」

『絶対に？』

「絶対に」

『えーっと』

「くどい！」

　ジュリウスが怒鳴ると、フィール王子はひえっと肩を震わせた。

『怒鳴らないでもらいたい』

「あんたがしつこいからだろ」

『懐疑的に思うのは当然だろう。お前は女たらしなんだから。それに王女はお前との結婚を望んでいない。だから、なんとか破談にしてやろうと思ってだな』

　その言葉に、今度はシエラが反応した。

「望んでいます！」

『えぇ!?　嘘だ。だってさんざん迷って、断っていたじゃないか』

「望んでいます。でも、私は愛されていないから、ジュリウス様を縛ってはいけないと思ったのです。こんな私がジュリウス様を縛ってはいけないと思ったのです」

　シエラの瞳からぽろぽろと大粒の涙がこぼれて流れる。その様子をフィール王子は言葉を失ったように見つめている。

　その時だった。空から金色の霧のようなものが降ってきたかと思うと、十四、五歳くらいの少年の姿になった。

『マリオン！』

　シエラとジュリウスが声をそろえて「マリオン!?」と口にする。少年は愛嬌のある笑顔を向けた。

『師匠に助けられたので、弟子入りしたんだ』

「弟子入りって、なんの？」

　ジュリウスの質問にマリオンは笑みを深めた。

『魔道のさ。僕のほうが遥かに優秀だけどね。でも、師匠はとても心優しい人間で、僕を助けて大事にしてくれたから、そのお礼に、今度は僕が師匠を大切にしようと思ったんだ。永劫に慈しもうと思って。師匠は僕のものだから』

『マリオン、なんてことを言うんだ』

　フィール王子の顔が真っ赤になっている。

『師匠は純真なんだよ。だからザウリのような悪女に引っかかるんだ。ああ、その話はいい。それよりもこの二人だ。彼らは両想いなんだよ。王女の体内にいたんだから、心を読めただろ？』

『いや、ぜんぜん』

『嘘だろ？　彼女の中でなにをしてたんだよ』

『え、なにって、えーっと』

　マリオンがフィール王子を睨む。その怒った表情にフィール王子の顔が青くなる。

『……寝てた、かも？』

『えーーー』

『いやいやいや、女性の心を覗いては失礼だと思って、だな、えーっと』

『また誤魔化そうとして。これだけ長い時間が経っているというのに、ポンコツのままかよ。ダメだなぁ』

　マリオンなる少年にポンコツ呼ばわりされ、フィール王子はしゅんと肩を落とした。

『でも、あの悪女のザウリの生まれ変わりが真面目になっているなんて僕もちょっと意外だったけど。もう怒りはおさめてやったらどうだい？　まして、男だし』

『うーー』

『なんたって両想いなんだから。先祖として、祝ってやらなきゃ。ザウリに対する怒りも、いい加減忘れなよ。つか、未練たっぷりでみっともない。それに王女の中に入って、女性になりきってジュリウスに迫ってさ。恥ずかしくない？』

　黙り込んだフィール王子に対し、ジュリウスのほうは青くなった。妖艶に迫られてドキドキと胸を高鳴らせ、その気になったのだから。すんでのところで我慢したからよかったものの、あのままがっついていたら、そう思うと脂汗が滲んで寒気までしてくる。

『師匠！』

『わかったよ。お前がそう言うなら。そんなに怒るなよ』

『怒ってないよ。でも、それでこそ僕の師匠だ。大丈夫、僕がずっと師匠を大事にしてあげるってずっと言ってきただろ？』

『それは、まぁ』

『僕と一緒に行こう』

『どこへ？』

『僕たちの世界にさ』

　マリオンは言うと、フィール王子の手を取った。そしてふわりと宙に浮く。

『お二人、邪魔をして悪かったね。でもおかげで師匠の憎しみや恨みは晴れた。ありがとう。お礼に結婚式では僕から贈り物をしよう。楽しみにしておいてくれ』

「贈り物？」

　シエラとジュリウスが反芻すると、マリオンは満面の笑みを浮かべて頷いた。

『二人に太陽神マリの祝福を！』

　マリオンが言うと、フィール王子も続けた。

『二人に太陽神マリの祝福を！』

　そしてフィール王子とマリオンは上昇していく。だが、途中でマリオンが振り返り、ウインクをした。

　やがて二人は太陽の光に溶けるかのように消えていった。

「消えた。なんだったんだ、いったい。それにあの子どものウインクは、なんだか意味深だったなぁ」

　ジュリウスがつぶやく。しばらく空を見上げていた二人だったが、やがて互いに見つめ合った。

「俺との結婚を望んでいると言ってくれて、ありがとう」

「！」

　シエラの顔がボン！　と真っ赤になる。

「それに、まさか俺が不可思議な現象の原因だったなんて夢にも思わなかった。疑ってすまない」

「いっ、いいえ！　私も、その、ジュリウス様が、その、えと」

　わたわたしているシエラの腰にジュリウスが両腕を回す。そしてそっと引き寄せた。

「フィール王子に言ったことは本当だ。最初は政略結婚なんて御免だと思ったが、今は心から望んでいる。いろいろあるだろうけど、きっと幸せにする。だから信じてほしい」

「ジュリウス様……」

　ぽろぽろと流れ落ちる大粒の涙がシエラの心を示している。ジュリウスはシエラの涙を指先でぬぐう。

「もう王妃に破談にしてほしいなんて言いに行かないように。いいね？」

「はいっ」

　シエラは大きな声で返事をするとジュリウスの背に腕を回してぎゅうっと抱きついた。

「ジュリウス様が好きです！」

「ああ、俺もシエラが好きだ」

　互いに互いの目を見つめる。

「ふっ」

「ふふふっ」

　そして「あははは」と同時に笑い出した。

「頑張って社交できるようにします」

「いいや、このままでいい。他の男に愛想よくする必要はない」

「お互い様です」

「じゃあ、二人で引きこもろうか」

「名案ですが、人々に囲まれて輝いているジュリウス様が見たいです」

「他の女と楽しそうにしている姿を見たくなかったんじゃないのか？」

「そうです。でも、私だけのジュリウス様になってくださるのでしょ？　だったらきっと大丈夫です」

　見つめ合い、そしてそっと唇を重ねた。

　しばし時。

　静けさが広がる。

　チュッと小さなリップ音がして、二人は顔を離した。

「なんだかよくわからないうちに呪いの件は解決した。もう一つ、やらないといけないことがある」

「もう一つ？」

「もしかして、シエラは気づいてないのかな？」

「気づく……なにが、ですか？」

「そっか、なるほど。君は優しいね。まぁいい。これから俺が最後の捕り物を行うから、シエラはなにがあっても口を出さず、黙って見守っていること。いいね」

「？　はい、約束いたします」

　ジュリウスはシエラの額にチュッとキスを落とすと、すっと身を翻した。そして部屋を出て隣のリビングに入る。中央に置かれている鈴を鳴らした。

「お呼びでしょうか？」

　入ってきたのはカリタとリリアーナだ。その後方では壁に背がつく位置にメイドが一人立つ。

「ああ、二人に言っておきたいことがあってね」

「なんでしょうか？」

「最近のシエラの不調の原因がわかり、解決した。もう心配はない」

　と、同時に二人の顔が明るくなる。ジュリウスもまた微笑んだ。

「うまく言えないのだが、今回の縁談はシエラにとっていろいろな意味でプレッシャーがかかり、それがストレスとなって意識障害を起こしていたようだ。が、それは俺がきちんと自分の考えや気持ちを伝えていなかったからで、不安にさせていたからだった。俺たちはこの縁談を前向きに捉え、望んでいるし、また互いを想い合っていることも確認した。だからもうつまらない差し出口はしないでもらいたい」

　ジュリウスの言葉にカリタは小首を傾げ、リリアーナは顔色を変えた。そればかりか、リリアーナは右手で口を押さえ、今にも泣き出しそうな表情になっている。

「差し出口とは？」

　と尋ねたのはカリタだ。

「クレミア嬢はわからなくていい。理解してもらいたいのはミュレ嬢のほう。いいかな、ミュレ嬢」

　リリアーナが両目を見開き、じっとジュリウスを見つめたのち、その視線をゆっくりとシエラに移した。

「どうして……」

「どうして、とは？」

「どうして好きでもないのに受け容れるんですか？　お気の毒です」

「ちょっとリリアーナ、やめなさい」

　止めに入ったカリタをジュリウスが手で制する。

「気の毒とは、俺のことかな？」

「もちろんです。王命だから仕方ないとはいえ、無理矢理結婚だなんて、ひどいです」

　リリアーナの言葉にシエラは傷ついたような顔をしているが、口を挟まないという約束を守って黙っている。それを視界の端で捉えつつ、ジュリウスはシエラをかばうように彼女の腰に腕を回した。

「王命は拒否できない。だからシエラが嫌だと断れば破談にできると思ったのだろうが、それは大迷惑だ。国王にその気がないのかと責められた」

「ジュリウス様っ」

「素直なシエラは君の差し出口を真に受け、俺のためにと王妃に破談を訴えた。それを大迷惑と言っている。理由は簡単。俺はシエラとの結婚を望んでいる。来月を楽しみにしている」

「嘘よ！　シエラのために嘘をついているのだわ」

　あわあわと慌てているシエラとカリタを横目に、ジュリウスは優雅に微笑んだ。

「嘘かまことかは、君には関係ないことだ」

「関係、ない……？」

「ああ。もし、この話が破談になっても、あるいは最初からなかったとしても、俺は君とどうこうなる気はないので、君は結局、誰かのものになる俺を遠くから眺めていることになる。人に好かれることはありがたいし、光栄なことだ。だが、誰しも好みがあるんでね、俺は君を選ばない。俺の言葉を嘘と断じて同情してくれるのはいいが、そういう現実があることも知っていてもらおう」

「ジュリウス様」

「ミュレ嬢、俺のことをファーストネームで呼ばないでいただきたい」

　冷たい言葉にリリアーナの顔は色をなくし、唇も青くなった。

「君たちは来月、シエラの降嫁をもって役目を終える。しかしながら、それ以前に侍女を辞してもらってけっこう。クレミア嬢、君はどうする？」

「わたくしは最後まで役目を全ういたします。ですが……ミュレ嬢はここで辞してもよいかと思います。わたくし一人で充分役目を果たせますので」

　カリタはリリアーナを擁護せず、毅然と言い放った。

　それが貴族の礼儀であり、厳しい階級社会の掟なのだ。上位に無礼は許されない。たとえ、幼なじみで長いつきあいの親友であったとしても。

　いや、幼なじみで長いつきあいの親友だからこそ、カリタは許容することができない事態だと捉えているのだろう。

「今夜一晩考えるように」

「……か、かしこ、まり、ました」

　リリアーナは歯を食いしばり、淑女の礼をすると、さっと身を翻した。そして早足で部屋を出ていく。三人と壁際のメイドは無言でその姿を見送った。

「さて、クレミア嬢、いろいろ手間をかけるが、よろしく頼む」

「いいえ、ジュリ、いえ、オルフォンス様、不肖このカリタ・クレミア、お役目最後の日まで、しっかり務めさせていただきます。ですが……」

「ん？」

「リリアーナを、どうかお許しください。あの子は……」

　チラリとシエラを見てから続ける。

「ずっとオルフォンス様を慕っておりましたので、ショックが大きかったのです。家柄も同位ですし、可能性があると考えていたのでしょう」

「そうだな。それは理解している。だけど」

「いいえ、みなまでおっしゃらないでください。わかっています。ああでも言わねば、あの子が吹っ切れないとお考えだからでしょう。その通りだとわたくしも思いますので」

「そっちも任せられる？」

「もちろんです」

　カリタはうっすら微笑んでからシエラの面前まで歩み寄った。

「シエラ、ごめんなさい。驚いたでしょ？　でも、言えなかったの。リリアーナだって侯爵令嬢だから、そのあたりは弁えて我慢すると思ったんだけどね」

「ううん、大丈夫。気づかなかった私が鈍感で、自分のことばっかり考えている愚か者だったのだわ。リリアーナのことはお願い。だけど、私、リリアーナへの気持ちはまったく変わらずとっても好きよ。リリアーナが私を許してくれたら、今まで通りの親友でいてほしい」

「ありがとう、シエラ。あなたは本当に優しいわね。私もあなたが大好きよ。ちゃんと伝えるから安心して」

　カリタは微笑むと、淑女の礼をして退席していった。

「よく我慢したね」

「だって口を挟まないと約束しましたもの。でも私、本当に自分のことばかり考えていたのですね」

「そんなことはない」

「そんなこと、あります」

「みんなそうだよ。誰だって自分が一番可愛いんだ。三人が築き上げてきたものが確かなら、きっと大丈夫だ」

　シエラはジュリウスを見上げた。そしてやんわりと微笑んだ。

「はい」

















第九章　贈り物












　いよいよ待ちに待ったシエラとジュリウスの婚姻の儀が始まった。

　神殿にて、大神官自ら取り仕切る大々的なものであったが、華やかな舞台よりもシエラの姿に多くの者がどよめきを上げた。というのも多くがシエラの容姿を知らないので、ウエディングドレスに身を包んだ愛らしい姿に驚いたのだ。

　なにせ〝変人王女〟と囁かれていた彼女だ。麗しい様子に、しまったー！　と思う貴族の子息やその親が同時多発的に起こったわけである。

　そして二人が身に着けている衣装が素晴らしい。

　デザインもさることながら、散りばめられたクリスタルビーズの繊細なこと。これがシエラ自らの手によるものだと知ればどれだけ驚くだろうか。それほどの匠の技だった。

　大神官のよく通る声が朗々の祝いの言葉を述べる。そして永久の愛の誓いを求めた。

　ジュリウスがシエラのヴェールを取り、半歩歩み寄って愛らしい唇にそっと誓いのキスを行った。

　その時。

　パーン！　という音を聞いた気がした。みなが大神殿の高い天井を見上げる。

「これは」

　キラキラと数多の〝なにか〟が輝きながら降ってくる。

　金色のような、

　白のような、

　光のような、

　羽根のような――

「素敵……」

「ずいぶん派手だな」

「そうですね。でも、綺麗です。とても」

　光を受け、その〝なにか〟は麗しく輝き、舞っている。そしてゆっくりと降ってくる。
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　手を伸ばして取ろうとしても、それはすっと消えてしまって、やがて完全に見えなくなってしまった。






『ここにオルフォンス侯爵家ジュリウスと、ストラトス王家シエラが夫婦になったことを宣言する』






　大神官が高らかに宣言し、婚姻の儀は滞りなく終わった。

　大きな拍手が沸き起こる中を二人が会釈をしながらゆっくりと歩いてゆく。

　その途中でシエラの視線が一点で止まった。ジュリウスも追うと、行きついたのはリリアーナだった。

　リリアーナは拍手をせず、じっとシエラを見つめている。その瞳からみるみる涙が浮かびこぼれ落ちる。シエラはうっすら微笑んで、うん、と頷いた。するとリリアーナも頷き、小さな動きだが、ドレスの端をつまんで淑女の礼をした。

　その背を隣にいるカリタがぽんぽんと叩いて励ます。二人はシエラを見つめ、そして見送った。

「落ち着いたら三人でお茶会をしようと思っています」

「仲がいいね」

「はい。だって、大好きな幼なじみですもの」

　腕を組んで歩くシエラの顔は輝いている。

　そして頭上では、二人を祝う鐘が鳴り響いていた。
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